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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　其れは不定形









　其れは、困っていた。

　其それは、うぞぞぞぞと自みずからの構成物質を蠕ぜん動どうさせた。困こん惑わくの仕し草ぐさであったのだが、そもそも其れにとっては、『困惑』ということ自体、初めての感情であった。

　其れには、何もなかった。

　名前はない――主人である上位存在に付けられた名称があるのみ。

　目的もない――実行するべき、主人からの指令はとうに途と絶だえた。

　意思がない――思考も知識も学習能力も存在するが、自発的な意思は極端に薄い。

　時刻は深夜。

　誰にも見とがめられることなく、其れは行動を開始する。




　うぞぞぞぞぞ…………――――。




　其れは思考する。

　泥どろのような自分の構成物質を震わせる。

　現在、其れは行動に必要な栄養源を外部から取り込まなくてはならない。かつて其れは非常に居心地のいい場所にいた。

　活動エネルギーの枯こ渇かつを危き惧ぐする必要はなかった。

　だが、今は違う。新たな栄養源を手に入れるために、行動しなくてはならない。




　ぶるるるるる………――――。




　其れは体を震わせる。

　やがて、微細な震動に合わせて、其れは中心から二つに分かれた。更さらにその動きは止とどまることなく、二つになった其れは四つに、八つに、十六に。分裂を繰り返しても、個々の大きさは変わることがない――ように見える。

　だが其れは、分裂するごとに、自分自身が薄まっていく感覚を覚えていた。

　超高密度で集合していた時よりも、個々の知性は落ちてしまうだろう。だが、いずれにせよ現状を打破しなければ死が待つのだ。

　首尾よくいけば、また再び、一つに戻れるだろう。

　安定した生を得るために――其れは増殖を繰り返す。

　無数に分かれた其れは、各おの々おの這はうような動きで、街の闇やみへと消えていく。

　ある個体は大通りへ。

　ある個体は水路へ。

　ある個体は街の外へ。

　動きながら形を変えていく。誰にも気づかれることなく、観察と情報収集を行うことができる形態に。

　其れは、誰に命令されたわけでもなく、生きることを指向した。

　この環境で、どうすればもっとも効率よく生きていけるか。

　以前のような寄き生せい体たいではない――より最適な活動エネルギーの確保手段はなにか。

　其れは自らの生存戦略のために、四方八方へと散らばっていき、個々の考えでもって行動を開始していく。




　――誰も気づくことのない、深夜の出来事であった。














　症例１　脱皮のラミア









　まこと突然ではあるが、話をしよう。

　この世界における秩序の話である。

　誰もが知っている通り、世界には人間、魔族――そして妖精族がいる。

　妖精族とは、偉大なる妖精女王の加護を賜たまわった一族であり、即すなわち我らのことに他ならぬ。

　人間？　魔族？

　実に片かた腹はらの痛いこと。学者の間では妖精族は魔族の一種である、との見解が一般的であるようだが――余よに言わせれば一笑に付ふすべき失しつ考こうである。

　妖精はあくまで妖精である。

　神かみ代よから連れん綿めんと続く完かん璧ぺきなる一族。未いまだ不完全で熟達せぬ文明しか持ちえない人間や魔族とは違う。この世で最も神に近しいのが我ら妖精族よ。

　妖精は死なず。

　妖精は老いず。

　妖精は世界の理ことわりを正しくあるべき姿に保つため、力戦奮ふん闘とうの日々である。

　今こそ、名乗ろう。

　余はコティングリー・ブラッドフォード６世。

　妖精女王に長年仕つかえた名門ブラッドフォードの名を継ぐものであり、妖精女王の命めいを以もつて人間と魔族の救い船たらんとするものである。

　当代の妖精女王は殊こと更さらに情に厚いお人柄であり、人間ども、魔族どもの亀かめのような文明発展の速度を憂うれい、我ら妖精族にご命令を賜ったのだ。

　即ち――人間、魔族に助力せよ、と。

　余もその命に従い、この小さな診療所――リトバイト診療所で、配下の妖精らを率ひきいて日々の業務にあたっている。

　優秀なる我が配下の妖精たちは完全無欠の働きぶりで、ここの人間とラミアの力となっている。診療所の主あるじたるグレン医師は人間らしく愚ぐ鈍どん、愚ぐ昧まいであり、我らがいなければ診療所の運営はたちまち頓とん挫ざすることと思われた。

　我らの密ひそかなる活躍あってこそ、人と魔族は日常を謳おう歌かできる。

　時に『手伝い妖精』などと不名誉な仇あだ名なで呼ばれるが、そのような勘かん違ちがいは甚はなはだ不本意である。妖精女王の命がなければ、人間や魔族などどうなってもよい――どころか本来ならば、彼奴きやつらめを支配し、上に立つべきが我ら妖精族である。

「それでは皆さん」

　サーフェンティット女史が、一糸乱れぬ陣じんを成した余と余の配下らを見下ろす。

　体格差ゆえ、見下ろされる視線には慣れている。

　小粒な種族と侮あなどるなかれ、神代においては小柄ゆえの身軽さと、妖精ならではの団結力で神々と渡り合った伝説さえある。無駄に巨大な肉体を持てば、ギガス族のように滅びるのみ。小柄さは妖精の持つ無数の美点の一つである。

「今日は診療所のお仕事ではなく……私の個人的なお願いを聞いてくださって、ありがとうございます。皆さんの働きに期待していますね」

　サーフェンティット女史は、我らに向け礼を尽くす。

　余とて魔族全すべてを見下しているわけではない。サーフェ女史のごとく礼節を弁わきまえた淑しゆく女じよの頼みとあらば、余も配下たちもその真しん摯しなる願いに応ずること吝やぶさかではない。

「どうかよろしくお願いします」

　サーフェ女史の声に、余は同胞を代表して返答する。

　すなわち――『我ら妖精族、万ばん難なんを排はいして、あらゆる災さい厄やくから女史を守り、妖精族の名誉を不動のものとせん。我らが助力を賜ることを望ぼう外がいの栄誉と心得た上に、今後も我らの働きに対し変わらぬ報ほう酬しゆうを』――。

「はーい、がんばる」

　ぬう。

　口から飛び出したのは、実に簡素な単語の並び。

　甚だ不本意である。




　我らは金きん甌おう無む欠けつ揺るぎなき妖精族であり、世界に君くん臨りんするべき高貴なる存在である。

　だがしかし、一いつ切さいの弱点なしとはいかぬ。

「改めて確認します。今日は私の大事な『あの日』なので、グレン先生には絶対に見られたくありません。この部屋に先生が入ってこれないよう、ご対応をお願いします」

「おまかせー！」

　余は手を上げ、『このコティングリー・ブラッドフォード６世の指し顧こあらば、武勇比類なき一いつ騎き当とう千せんの兵へい卒そつどもは必ずや女史の懇こん願がんに応こたえよう』――と述べたかったのだが、口をついて出たのはわずか一単語のみ。

　しかも舌したったらずで、たった数音節の発語さえ童わらしのごとき声こわ音ねとなる。

「いつも助かります」

　女史は笑顔を浮かべつつ、凡ぼん俗ぞくが触れること能あたわぬ我が頰ほおを気安く突つつき、ぷにぷにとしてくる。

　抵抗を試こころみるが、余の力では女史の指を払いのけられぬ。

「うふふ」

「いやぁー」

　無駄と知りつつも『余を誰と心得る。斯か様ような気安い接触は無礼であろう！』――と発言したかったが、やはり余の言は簡素なものと変じた。

　そう。

　人間と魔族にあって、妖精族にないもの――業ごう腹はらだが認めねばならぬ。妖精には本来『言語』というものがないのだ。

　無論、同族間での対話はできる。

　だが舌によって空気を震わせる『発声』は存在しない。我らは独自の感かん応のう能力を持ち得ており、言葉を交わさずとも互いの考えをやり取りすることが可能だ。

　刹せつ那なの間に、互いの心中で考えている膨ぼう大だいな情報、思考を伝達できる。そこには虚きよ言げんも脚色もなく、常つねに正直で公平な対話のみがなされる。実に高効率な意思伝達手法だが――しかし妖精族の間でのみ使える能力であった。

　長い歴史の中で、妖精の文明には『言語』は生まれなかった。だが、人間や魔族に助力をしてやる際に言葉がなくては不便である。

　妖精は非常に優秀な種族であり、大陸公用語の習得は容易であった――が、習得はできても運用できぬとは、妖精族の誰も予想し得なかったことだ。

　余の言語中ちゆう枢すうは、余の高尚な思考を明白に言葉にできるほどに発達しておらぬのだ！

　ええい！　なんたる無ぶ様ざま！

　余だけではない。全ての妖精族は、実に哲学的かつ高こう邁まいなる考えでもって物事に当たっているというのに、大陸公用語においては簡略な単語、幼稚な発音でのみ発せられるのだ！

　他種族の誰も真ま似ねできぬ感応能力があるがゆえに、言葉が下手とは！

　無む二にの強みが、同時に弱点になろうとは！

　言語などという原始的コミュニケーション手段に頼らざるを得ない他種族の劣等ぶりは頭に来るが、それを言っても詮せん無ないこと。

　憤ふん懣まんやるかたない余の感情など知る由よしもなく、サーフェ女史は遠慮なく余に触ってくる。ぷにぷにぷにぷに、と。

「やめー！」

　たった二音節のみの抗議。

　このように稚ち拙せつな発言ばかりを繰り返すから、妖精族は他種族からあたかも愛あい玩がん動物であるかのような扱いを受けるのだ。礼節を知るサーフェ女史でさえその傾向を持つ。

　余は女史の指から逃れ、ぴょんと床に飛び降りる。高所からの降下着陸も華か麗れいにこなす、これこそが妖精の身軽さというものである。

「あらら、ごめんなさいね」

　憤ふん慨がいする余を見ても、女史の態度は『やりすぎちゃった、てへ』程度のものである。

　斯様に軽い扱いをされ、高貴なる余の誇ほこりが傷つかぬはずもない――が、こんなサーフェ女史であっても他種族の中ではまだ我らに配慮しているほうなのだ。

「では、脱皮を始めましょう」

　サーフェ女史は何事もなかったかのように、本日の最重要任務を告げる。

「グレン先生が来る前に終わらせます。はい、散開」

「らじゃー！」

　サーフェ女史が手を叩たたくと同時に、我らは一いつ斉せいに行動を開始する。無論、余も目にも留まらぬ速度でもって持ち場へと向かう。

　愛玩動物扱いされている暇ひまなど、我らには存在しないのだ。




「閣かつ下か！　コティングリー閣下！」

「なんだ！」

　余の右腕、副官たる妖精の声が、余の頭脳に響く。

「総員持ち場につきました！」

「善よし！　部屋の入り口は！」

「監視態勢は万ばん全ぜんであります。万一のための木材も用意してあり、まさに金きん城じよう鉄てつ壁ぺきの守りを敷いております！」

「善し！　サーフェ女史は間もなく脱皮を開始する！　総員油断なく職務を果たせ！」

「「「「ははっ！」」」」

　檄げきを飛ばすのも司令官たる余の仕事である。

　これらの対話は、妖精特有の感応能力にて一瞬で完了する。

　副官のみならず、全ての妖精らへ、顔を見ることなく余の声を伝達できる。ゆえに、妖精において『伝令』というものは存在しない。

　余らはその気になれば、妖精族の支配する遙はるか彼方かなたの『常とこ若わかの国』――その玉ぎよく座ざにおわす妖精女王にさえ、報告を届けることができる。

　なんと効率的な精神感応術であろうか。

　他種族には真似できまいな、ふははは！

　――さて。

　サーフェ女史は、既すでに居室内にて脱皮の準備を始めている。

　ラミア族は二、三カ月に一度の頻ひん度どで脱皮する。そしてサーフェ女史は、その姿を決して誰にも見せようとしない。

　高等なる妖精族は脱皮などという生理現象とは無む縁えんであるが――サーフェ女史が脱皮中の姿を他者に見せない理由は察するに容易たやすい。

　なにしろ皮を脱ぐのならば、当然ながら衣服が邪魔になる。女史は上半身こそ普段の遮しや光こうインナーを着用しているが、下半身のスカートや装身具は全て脱ぎ捨てている。

　こうして衣類を脱いでいる時点で、彼女の親愛する男性にしてこの診療所の主――すなわち、グレン・リトバイト医師にその姿は見せられぬだろう。妖精は恋愛も結婚も出産もせぬが、女史の感情は理屈として理解できる。

「ふん」

　誰かを好くなど、一指揮官に過ぎぬ余には無縁の話である。

　妖精を増やすことは、唯ゆい一いつ、妖精女王にのみ認められた特権であり、女王以外の妖精はただ女王の御おん身みのために尽くすことこそ喜びとする。ゆえに余に恋愛は要いらぬ。

　そもそも何な故ぜか、余は女であると思われぬ。

　妖精族は元来、性別の差異が薄い種族ではあるが、余はその中でも一ひと際きわ女らしさに欠けているらしい――職務に支障はないゆえ別に構わぬが。

「んっ……！」

　サーフェ女史が声をあげた。

　どうやら脱皮が始まったようだ。

「んっ、ふっ、あんッ……！」

　余は室内の椅い子すの上に仁に王おう立だちして、居室内の状況を正確に把は握あくする。

　サーフェ女史は、自みずからのベッド、その柱の部分に何度もその体を擦こすりつけている。

「んっ、んっ、あんっ」

　慣れた腰使いはラミアならではであろうか。

　人間の腹と、ラミアの下半身。その境さかいとなる腰を何度も何度も、柱の角かどになすりつけているのだ。

　そうすると、やがて。

　下半身の鱗うろこの部分から、ぺりぺりと表皮が剝はく離りするのが確認できる。脱皮が始まったのだ。柱のような角のあるものに鱗部分を擦りつけることで、ラミアの古い皮は剝はがれてくる。

　順調だ。

　我らはサーフェ女史の脱皮時の監視を、今までもこなしてきた。彼女と余らの間にある独特の信頼関係は、この任務を通じて構築された。

「んっ……ふっ、うっ」

　サーフェ女史が、その動きを変えていく。

　次いで、剝がれ始めた古皮を、丹たん念ねんに床に擦りつけ始めた。時折、蛇じや腹ばらをくねらせ、その蠕ぜん動どう運動でもって皮を尻尾しつぽ後方へと運んでいく。

　動きはやがて大きく、部屋全体を使った運動に変わる。ぐるぐると室内を回り、時には仰あお向むけになったり、俯うつぶせになったりしながら壁に下半身を擦りつけるなど、緩かん急きゆうある動きを用いて脱皮を続行する。

「はあっ、はあっ、はー……っ」

　生理現象の一つには違いないが、しかしその脱皮の様子は、過か酷こくな訓練のように見えてならない。

　息を切らしたサーフェ女史の激しい運動によってするすると皮が剝がれていく。古皮はヘビの胴からめくれて、くるくると丸まっていき、まるで雑に脱いだ靴下のごとくである。

「んっ！　あぅンっ！　んふっ！」

　腰をくねらせるサーフェ女史の動きも、激しいものがある。

　蛇だ行こうするように大きく動き、その波状運動を尻尾の先まで伝えていく。ラミア族の脱皮は斯様に手て間まのかかるものなのだ。

　懸け想そうする男子に脱皮を見られたくない理由は、ここにもあろう。つまり、声を上げながら、全身をくねらせるような運動を何度も繰り返す姿をさらすことになるからだ。

　妖精に性欲などといった俗ぞくな感情はほぼ存在しないが、理解はできる。サーフェ女史のこうした動きは扇せん情じよう的なものだ。好いた男子に劣情を抱かせることをよしとしないのだ。

　脱皮はラミア族の大事であって、決して誘惑を意図したものではない。殿との方がたにあえて見せる媚び態たいではなく、つい出てしまう嬌きよう声せいと動きなのである。

「ふぅん……っ、んんっふっ……あぁっっ……ひぃっ……」

　ラミアは汗あせをかかぬ。では激しい運動の際に、体温調整をどうするか。その答えは、サーフェ女史があらかじめ室内に用意した水みず桶おけにある。ラミアは適てき宜ぎ、下半身を水につける。これによって体表面を湿しめらせ、適度な湿度を保つことで脱皮を容易とするのだ。

　また濡ぬれたヘビの下半身は、体温の上昇に合わせて蒸発する。体表面の水分が蒸発することにより、体温を下げる効果もある。巨大な肉体から蒸発した水分は湯気となって、部屋の湿度を高めている。

　余らにとっては蒸むし風呂状態なのだが、これしきのことに耐えられぬほど柔やわな鍛きたえ方はしておらぬ。息を切らし、上昇する体温に頰の紅こう潮ちようが止まらぬサーフェ女史。余の部下らも、桶から時々水をすくい、サーフェ女史の体を濡らしている。

「ん……しょっと……！」

　更にサーフェ女史は、ベッドの柵さくに摑つかまり、上体を持ち上げた姿勢で肢し体たいを固定した。

　そのまま、腰を左右にくねらせる。先ほどまでの縦たて運動ではなく、横運動でもって古皮をはがそうと試みる。

　横方向に波打った下半身。サーフェ女史が腰を振り、それが下半身に伝わっていく様子は、余の知らぬ一風変わったダンスを踊っているようでさえある。

「ふっ、はっ、あっ、んっはっ、はっ」

　女史の声は、徐じよ々じよに小こ刻きざみになっていった。

　既に古皮は半なかばまで脱げている。

　蒸した部屋の中に、サーフェ女史の匂においが満ちていく。不快なものではなく、わずかに芳ほう香こう剤ざいのような香りが混ざっているのは、おそらく女史が常用している日光対策の軟なん膏こうによるものだろう。

　それが蒸発した水分と合わさり、部屋の中を満たしているのだ。

「ふっ、んっ、あんっ……！　んんっ！」

　両手を下に伸ばすことで、上体を支え、下半身は的確に床に摩ま擦さつを起こす。サーフェ女史の激しい息いき遣づかいを見れば、彼女の運動がどれほど激しいものか想像がつこう。

　脱皮の必要性からくる薄着。

　激しく繰り返す往復運動。

　体温調節のため濡らした肉体と、湿度の高い部屋。

　乱れる呼吸と声。

「これは見られたくあるまいなあ」

　部下の一人が呟つぶやいた。感応能力はともすればこのような独ひとり言さえ伝達してくる。

「ライト二等兵。任務中だ」

「は、はい。申し訳ありません閣下」

　上官の務めとして、端たん的てきに叱しつ責せきしておく。

　ちなみにグレン医師は現在、往診のためにリンド・ヴルムのあちこちに出かけているらしい。帰るのは夕刻になるようで、サーフェ女史もそれを見越したうえで脱皮に踏み切ったのであろう。

　剝がれた薄皮は、半透明ながら、仄ほのかな桃色を宿していた。これは、乾燥するとまた違った色合い、質感になるだろう。

　一方、新たに露出した真しん皮ぴは一切汚れのない純白である。脱皮直後にしか見られない艶つややかさがあるが、時間の経過とともに少しずつ桃色が差してくるだろう。今までのサーフェ女史の脱皮でもそうであった。

　順調だ。なにもかも。

「閣下！　各部隊異常なし、であります！」

「よろしい。引き続き警けい戒かいを怠おこたるな」

　大変結構である。順調なのは善きことだ――悶もだえ身をくねらせるサーフェ女史を眺ながめるのみとは、少々退屈であるが。

　このコティングリーの有能ぶりを知らしめる機会を逸いつすることになるゆえ――サーフェ女史には申し訳ないが、妖精の力を試すがごとき難事が訪れぬかという期待もあった。




「んっ、くっ、んむ……」

　脱皮は次の段階へと進む。

　サーフェ女史は腰を高く上げ、上体は床に這はわせる。その姿勢のまま、下半身の尻尾で輪わを作り、その中にそっと尻尾の先端を差し入れていく。いわば自分の下半身をギュッと固かた結むすびしてしまうのである。

　長い下半身で結び目を作るなど、ラミア族でもなければ到とう底てい不可能な芸当であろうが、サーフェ女史は更にその結び目を移動させる。蛇腹はぐにぐにと蠢うごめき、結び目がするすると尻尾の先端へと下がっていった。

　床や壁で擦るのみならず、自分の下半身を結んで摩擦を生み出す。

「んっ……ふにゃっ……！　んんんっ」

　結び目が脱げかけの皮を通過すると、摩擦でずるりと皮が剝がれていく。実に面めん妖ような脱皮の技わざである。

　もはや相当な長さの皮が脱げた。それでも散り散りになるようなことはなく、ひとつながりの古皮としてその形を保っていた。もし山中でこんな巨大な脱だつ皮ぴ殻がらを見たら、馬でも一ひと呑のみにする大だい蛇じやのものと誤認するやもしれぬ。

「閣下！」

　そんなことを思いながら見ていると、副官が声をあげた。

「どうした、ドイル」

「トラブルが発生しました！　その……も、申し上げにくいのですが」

「報告は正確にせよ！」

「ライト二等兵が誤って、体温調整用の水桶に薬剤を入れてしまったと！」

「なに……!?」

　なんたる不ふ始し末まつか。これは今後、訓練を強化せねばならぬ。

　診療所には、治療のための薬剤が多数ある。無論、その取扱いには細心の注意を払わなくてはならない。部下の不始末は余の責任である。危険な薬品であればサーフェ女史も無事ではすまないであろう。

「何故そのようなことになった？」

「は……それが、その薬剤はサーフェ女史の個人的な試作品だったようで、ラベルが貼はられておらず！　二等兵もただの水と勘違いしたようで！」

「ぬぅぅ……どのような薬品だ」

「それが――マンドラゴラから作られた媚び薬やくらしい、と」

「なんと――――ッ!?」

　我知らず叫ぶ。妖精にしては珍めずらしく、思考と声が一致した。

　媚薬ときたか。とんでもないものを試作したものだ！　マンドラゴラから作られる媚薬や惚ほれ薬は、他のものとは比べものにならぬほど強い効果を発はつ揮きするという。

　あるいはグレン医師に使う気だったのか――いや、そうとは限らない。

　薬くす師しとして、様々な研究を進めているサーフェ女史だ。単に研究の一いつ環かんとして、媚薬の効果を調べていただけかもしれぬ――とはいえラベルくらい貼ちよう付ふしてほしいものだが！

「んん――――ッ！　は、あぁあ！」

　などと思っていると、女史の甲かん高だかい声があがる。

　余から見ても断言できる――これは発情している。

　体温調節のため、既にかなりの水量を女史の肉体にかけてしまった。マンドラゴラの媚薬による効果が現れてもおかしくはない。

「ドイル。井戸より迅じん速そくに水を汲くみあげよ。体温調整を更に厳密に行おこなう！」

「了解であります！」

　ドイルが一部隊を率ひきい、窓から外へと飛び出していった。井戸はすぐ傍そばだ。妖精の力をもってすれば、すぐに真ま水みずの桶を運んでくることだろう。

　媚薬の効果が出ているのか、サーフェ女史の頰はすでに赤い。

「んんっ、ンっ、んむっ……んんぁぁッ！」

　古皮が自ら剝がれていく際の感触は如何いか様ようなものであろうか。

　たとえ古皮といえど、直前まで自らの鱗そのものであった皮が、ぺりぺりと剝がれていくのはやはりそれなりに刺激があろう。サーフェ女史の顔を見ていると、痛みと快感の丁ちよう度ど中間のような、なんとも表現できぬ表情である。

　サーフェ女史によれば、脱皮が近づいてくると肌はだが『痒かゆく』なるらしいので――搔そう痒よう感と、脱皮によってそれが消えていく快感が混ざっているのだろうか。

　今は媚薬の効果が上乗せされている。快感が増大しているのか、びくびくと肩が震えているのが見えた。それでも必死に、脱皮を完かん遂すいするため腰を揺らす。

「ぁんっ、はんっ、んんッ！」

　やがて、サーフェ女史の動きが規則的に、リズミカルになってくる。

　何度も下半身を結んでは、尻尾の先端まで結び目を移動させる。動きを制せい御ぎよするために腰は大きく前後左右に。呼吸もますます荒くなっていく。

「ふっ！　はっ！　あっ……！　んぁぁぁっ！」

　嬌声はもはや部屋の外にまで聞こえていることであろう。仮にグレン医師が外出中でなければどうなっていたか。同じ屋根の下に住んでいるのだ、まず間違いなく声に気づく。

　脱皮という生理現象を経なければ生活できぬラミア族もまた、妖精族に及ばぬ下等なる種族ではあるが――好いた男に見られぬまま処理してしまいたいという乙女おとめ心は理解できる。

　なにより、そうした他種族の煩はん雑ざつなる悩みの解決を手助けすることこそ、我らが妖精女王の御み心こころに適かなうことである。

　我らは他種族に従属する種族に非ず。

　他種族への助力は、我ら高貴なる妖精族から他種族への恩恵と慈じ悲ひである。妖精が上位の存在であるのだから、我らは他種族に与えなければならぬ。

　他の種族の面めん倒どうも見なければならぬのだから、まったく妖精族も楽ではない。

「ん――――っ！　んんんんッ！　んんんんんんッッ！」

　一際大きな声があがる。

　サーフェ女史は自分の声に驚いたかのように、自らの口を押さえた。よもや媚薬を浴びていたなど女史にとっては夢にも思わぬことであろう。

　ずるるるる――――と、一気に脱皮が進んでいく。皮の剝がれ方は一いち様ようではなく、部ぶ位いによってはこのように大きく皮が剝がれることもある。蛇へびの尻尾は脱皮の感触に悶え、右に左に大きく振れた。

「あぁぁっ……！　はーっ、はっ、はあぁっ！」

　サーフェ女史は息を整え、わずかに休息をとる。

　しかし、これで脱皮は一気に進んだ。もはや残すは下半身の四分の一といったところであろうか。あと一息だ。

「閣下！　閣下！」

「今度は何事だ！」

　声が脳のう裏りに響く。

　この声は――確か階下の見張りを任せているグリフィス軍ぐん曹そうか。そう察した時点で余は緊張を走らせた。慌あわてた声からしても、良くない報告だろう。

「グレン医師が帰き還かんされました！」

「予定より早いぞ！　なにがあった！」

「不明であります！　しかし急いで帰ってきたという様子でもなく、あるいは外回りの途中で立ち寄っただけということも……」

「くっ」

　余はサーフェ女史の状態を確認した。

　脱皮の刺激がよほど大きかったと見え、まだ肩で息をしている。過去の脱皮ではここまで興こう奮ふんするようなことはなかった。やはり媚薬の影響は甚じん大だいであったか。

　すぐには動けないかもしれぬし、もし動けたとしても、サーフェ女史の服装は未だ薄着であり、とても医師を出迎えられる状態ではない。

「いそげー！　いそげー！　（訳：汝なんじ危機的状況にあり！　迅速なる行動を求む！）」

「はやく！　しないとー！　（訳：適切なる判断こそ迫り来る災難から汝を救うだろう！）」

　サーフェ女史の周りには部下たちが集まり、次々に声をかけている。

　もちろん余には、彼ら妖精の真なる発言がわかるのだが――サーフェ女史から見れば、愛らしい我ら妖精が口々に喚わめいているに過ぎないであろう。

　サーフェ女史に対応策を相談するべきかと思ったが――それはすぐ却きやつ下かした。今の、ぼうとした瞳ひとみの女史に的確な判断はできまい。

　この事態を招いた責任の一いつ端たんは、我ら妖精族にもある。

　常に最適解を採択し、自分の職務を全まつとうせよ、コティングリー！

「傾聴せよ！」

　妖精感応能力を全開。

　指揮下の妖精全てに指令を下す。

「緊急事態により、第三作戦を発令する！　総員、行動を開始せよ！」

　余の指示と同時に、部下らは一斉に動きだした。

　この部屋はまこと具合が悪いことに鍵かぎがついておらぬ。婦女子の居室としては不用心に過ぎるが、ともかくこの部屋を密室とするには内側から取っ手の部分に木材を固定し、閂かんぬきとするほかない。

　同時に我らは木材を積み重ね、扉を破られぬための重石おもしとする。これで巨人族でもない限り容易に開けることはかなわぬ。

「サーフェ？」

　外から声がかけられた。

　グレン・リトバイト医師である。

　余の評するところ――彼は愚鈍なる人間の一人である。確かに魔族に関する治療技術は凄すさまじいものがあり、それが街の住民に慕したわれる理由の一端でもあろう。

　だがしかし、妖精女王の力でこの世界に存在している余ら妖精は、不老不変の存在であり、怪け我がも滅めつ多たなことではせぬ。仮に肉体が損そん傷しようしたところで、我らの故郷である『常若の国』に戻り妖精女王の力を賜ればたちどころに快かい気きする。

　医療技術の恩恵にあずかる必要のない我らにとって、医者であるというだけでは評価できぬ。彼は粗そ忽こつ者ものかつ鈍どん感かんな神経の持ち主であり、円滑な日常生活を送るにおいて足りぬ部分が多くあると言わざるを得ない――そんな男だ。

「サーフェ、いるの？」

　愛いとしいグレン医師の帰還に、その声で気づいたのだろう。サーフェ女史の肩がびくりと震えた。

　戸が開けられようとするが、我らの万全な準備によって、今この部屋は外から決して開けられぬ。

「ん……？　あれ、なんで閉めてるの？」

「いまー、むりー！」

　ぬおおお！

　今こそ余が、危難にある女史の心中を代弁し、グレン医師にこの繊せん細さい微妙な部屋の状況を察してもらわねばならぬというのに！

　何故『サーフェンティット女史は現状免まぬがれ得ぬ事情により、目通りかなわぬゆえ、数刻後に出直されたし！　貴殿の紳士たらんとする態度振る舞いに期待する』と、ただこれだけのことが言えないのか！

「むーりー」

　無理なのは余の言葉そのものである。

　斯様な単語一つでは、グレン医師は訝いぶかしむのみではないか。

「………………そっか」

　む？

　しかし、グレン医師はそれ以上の追及をせなんだ。あるいは何か察するところがあったのやもしれぬ。扉の前で佇たたずむ気配はあったが、戸を開けようとはしない。

「善し。グレン医師に動きなし！　フランシスは余に代わり戸の前でグレン医師の動きを感知せよ！　なにかあれば即時報告！」

「了解であります、閣下！」

「エルシーは第二部隊を引き連れ、各所の監視に当たれ！」

「イエッサー！」

「マムである！」

　男扱いは別段構わぬが、そこは譲ゆずらぬ！

　部下らに指示を出したのち、余は持ち前の身軽さを遺い憾かんなく発揮し、素早くサーフェ女史のもとへと駆け寄っていく。サーフェ女史の目には動揺が見て取れた。

　この時刻にグレン医師が帰ってくるとは思わなかった上に、万が一にも部屋に入られれば、半はん裸らのあられもない姿を見られてしまう。

　正直に脱皮中であると言えばいいようなものだが――脱皮と産卵の時期を知られるのはラミア族にとってよほど羞しゆう恥ち的なのだろう。人間であれば生理の周期を知られるようなものらしい。妖精である余にはわからぬ比ひ喩ゆだが。

　余はサーフェ女史の肩に、ぴょこんと飛び乗って、囁ささやきかける。

「いそいでー」




「はやくー！」

　なんと緊迫感のない、のんびりとした声こわ色いろであろうか。

　これが余の口から発せられていると思うと業腹であるが、ともあれ切迫の意思はサーフェ女史にも伝わっているはずだと信じるのみ。

「んっ……わ、わかっています」

　サーフェ女史もいつまでも呆ほうけているわけではなく、床に尻尾の先端を擦りはじめた。しかし先ほどまでの脱皮の刺激がまだ体に残っているのか、尻尾の動きはぎこちない。

　むう。

　できるものなら、余が直じき々じきに、古皮を剝むいてやりたいところであるが――我らの小さな手で触れてしまえば、せっかく綺き麗れいに脱いだ皮は千ち々ぢに裂けて、細切れとなってしまうことだろう。

　それでは意味がない。

　切れ目なく繫つながった脱皮殻を手に入れることこそが、本日の脱皮任務におけるもう一つの目的である。

「んぅっ……あんっ……ああっ、もう！」

「あせっちゃ、だめー」

「そ、そう言われてもぉ……！」

　普段は『私は決してグレン先生との仕事に私情を挟はさんだりしません』とでも言いたげに、澄すました顔を崩くずさぬサーフェ女史であるが、やはり今のごとき緊急事態には弱いらしい。珍しく切せつ羽ぱ詰つまった様子だ。

「ドイル！」

　余が名を呼ぶと、賢けん明めいなる副官はすぐに応じた。

「は、閣下！」

「第四作戦の準備をせよ！」

「は！　既に着替えその他の準備は万ばん端たんであります！」

「善し！　グレン医師が入ってくる前に全て終えられるよう計はからえ！」

「了解！　一切ぬかりなく整えております！」

　さすが副官ドイルである。余が信頼する随ずい一いちの部下。

　脱皮を終えてからが我ら妖精の出番であるが、やはりそこに至いたる最後の一押しまではサーフェ女史の仕事である。

「んっ、ふっ、んんんっ！」

　サーフェ女史は懸命に、最後の皮を脱ごうと尻尾を床に擦りつける。

　しかし何故か最後の一押しが上手うまくいかぬ。ええい、あとちょっと捲めくれればするりと脱げるであろうに、慣れたサーフェ女史が今回どうしてこのように手こずるのか。

　グレン医師か。

　好いた男の存在が、有能なるサーフェ女史に動揺を与えているのか。

「サーフェ？」

「ひゃっ!?　ひゃ、ひゃい!?」

　――ぬうう！

　ここにきて、戸の外からグレン医師の声がかかった。おのれ、なんと間まの悪い。黙って待ってはおれぬのか、グレン医師ぃ！

　媚薬の効果もまだ切れぬうちに、惚れた男から声をかけられては――サーフェ女史は目に見えて狼ろう狽ばいしているではないか。

「なんだか声が聞こえるけど……大丈夫かい？」

「だっ、大丈夫っ……大丈夫ですから！」

「そう？　なんだか具合が悪そうだけど……」

「へっ、平気！　平気ですぅ……んっ、んんんっ。あの、はっ、ちょっとだけ―――んむっ、ちょっとだけでいいので、待っててください……んっ！」

「でも」

「女は！　時に支し度たくに時間がかかるものなのです！」

　サーフェがそう言うと、余の部下らが口々に。

「そーそー！」「まつのも、おとこのかいしょー！」「でりかしーないぞ！」

　余が命ずる間もなく、部下らはここぞとばかりにグレンへ非難を浴びせた。いかにサーフェ女史が彼らに敬愛されているかわかろう。

「そ、そう？」

「そーだ！　そーだ！」

　グレン医師が、ただならぬ室内の様子を察し、黙った。

　今が好機とばかり、サーフェ女史は尻尾の脱皮を再開した。声が出ぬよう、両手は口元に当てて、腰こし遣づかいのみで下半身を操作し、どうにかしつこい古皮を脱ごうと必死になる。

「んむっ！　ん！　んんぁ！」

　これを戸の外で聞いて、グレン医師はどう思うだろうか。

　声を抑えていても――抑えていることが、薄い診療所の扉では容易にわかってしまう。

　これは脱皮であり、サーフェ女史にとってなんら疾やましい行為ではないと説明したかったが、ううむ、余の言語能力では誤解を与えるばかりであるな。

　せめてグレン医師が誤解なく、サーフェ女史の乙女心を察してくれるよう祈るしかあるまい。

「んんんん！　んぅぅぅ！」

　サーフェ女史は、羞恥と恋心。

　それだけに限らぬ様々な感情の間で揺れ動き、必死の表情だ。皮が破けぬように、さりとてのんびりもできず、どうにか声を上げぬまま事を成し遂とげようとしている。

　全てグレン医師に理解せよとは、無理な話であろう。二人ともまだ若く、互いの関係に一切の瑕か疵しなく付き合えるような者どもではない。

　仕方ない。

　このコティングリー・ブラッドフォード６世が、できる限り手助けするとしよう。

「がんばれー」

　余は、サーフェ女史の耳にそんな声をかけた。
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　ああ、なんとつまらぬ一言か。

　だがこの一言で、余の心中にある高こう尚しような思考と祈りが、サーフェ女史に伝わればよいと思った。

　他種族と比して高みにある我ら妖精からの、真に激げき励れいする一言である。

　この、単純な応援は。この一言ばかりは。

　偉大なる妖精女王の命によってではなく、このコティングリー自身の内から溢あふれた激励であることを、蛇だ足そくながら付記しておく。




　ずるりと、最後の一皮が脱げた。

「っ、やった……！」

　歓かん喜きに笑うサーフェ女史の姿を認めた。

　すかさず、余は部下らに号令をかける。

「善し！　第四作戦を発令する！　総員、一斉にかかれ！」

「はっ！」「了解！」「イエスマム！」

　副官ドイルを筆頭に、余の配下全員が声を上げた。

　ある者たちは用意していたサーフェ女史の看護服を彼女に着せていく。

　別の者たちは、サーフェ女史が部屋中を動き回ったことによって乱れた家具を直していく。

　サーフェ女史がのたうち回ったために、あたかも空き巣でも侵入したようだった室内は、一瞬で本来の整然とした空間を取り戻す。

　脱皮殻は迅速に、用意していた布袋に入れ、人目につかぬようクローゼットの中へ。

　本来であれば脱皮殻の処分も我らの仕事であったが、何故かサーフェ女史は今回に限り、脱皮殻をそのまま保存したいと告げていた。意図は不明ながらも、我らは一切損そん壊かいなく脱皮殻を保管することに成功する。

「着衣完了しました！」「部屋の整理も完璧であります！」「脱皮殻も見つからぬよう隠しました、閣下！」

「善し！　ならば開室せよ！　グレン医師が部屋に入ったら総員一斉に退たい避ひ！」

「了解！」

　扉を押さえつけていた木材などを全員でベッドの下へと隠す。

　第四作戦は、本日の任務の最終段階であり、サーフェ女史が先刻まで何をしていたかをグレン医師に知られぬための非常に重要なカムフラージュ作戦である。これが成されれば任務は完了し、余たちは晴れて通常の業務へ戻ることとなる。

「もう入ってもいいですよ、先生」

　余は脱皮殻もろともクローゼットの中に潜せん伏ぷくし、隙すき間まから室内の様子を偵察していた。

「う、うん……えっと、なにかあったの？」

「大したことではありません」

　サーフェ女史はまだ息が荒いように思えた。

　だが、それは先ほどまで取り組んでいた脱皮という大仕事の一部始終を観察していた余であるがゆえにわかることかもしれぬ――何も知らなければ、ちょっと身み支じ度たくに手て間ま取どり、焦あせっていただけのように見えるだろう。

「それより先生、往診のご予定だったのでは」

「うん。またすぐ出かける。お昼だけ食べようと思って。中央通りの露ろ店てんでサンドイッチを買ってきたから、一緒にどうかな」

「まあ、先生、気が利ききますね」

　実にグレン医師らしい、間の悪い気の利かせ方である。せめて普段からその気き遣づかいを発揮しておればサーフェ女史の心労も減ろうに。

「あと……その、変な話を聞いてね、ちょっと気になって」

「変な話？」

「街でサーフェを見かけた……って。声かけたけど無視されたらしい」

「――はい？」

　確かに、奇妙である。

　サーフェ女史は必要がなければあまり外出をすることはない。まして今日は脱皮のためにずっと室内にいたのであるから、外で見かけるはずもないのだ。

「出かけてるはずないよな……って思ったから。一応戻ってきたんだけど」

「私はずっと部屋にいましたよ？」

「じゃあ、やっぱり噂うわさのドッペルゲンガー……」

　ドッペルゲンガー。

　その噂には、余も心当たりがあった。そもそも妖精は噂好きである。

　自分自身と出会う。あるいはその場にいるはずのない第三者と遭そう遇ぐうする現象。いわゆる見間違い、幻げん視しから生まれた噂話である。

　死霊、幽霊には幻まぼろしを見せるものもいるというから、その類たぐいかもしれない。かくいう妖精族も、幻げん惑わくによって人間を惑まどわすようなことをしていた時代もあった。

「最近、よく出るそうですね。その場にいないはずの者の姿を見かけるとか」

「リンド・ヴルム中で噂になってるからね」

「では……私のドッペルゲンガーが出たと？」

　グレン医師は頷うなずいた。それで心配して帰ってきたということなのであろう。

　なにしろドッペルゲンガーにはもう一つ不ふ穏おんな噂がある。

　自分自身のドッペルゲンガーを見てしまったものは死ぬ、というのだ。噂が急速に流る布ふしている理由も、そんな物ぶつ騒そうな話を伴ともなっているがゆえであろう。

　くだらぬ。

　ドッペルゲンガーなどという魔族は存在しない。多くは見間違いか、幻げん術じゆつであろう。そして見間違いで死ぬことはない。幻を見せたゴーストが憑ひよう依いし、生気を吸い取ることはあるかもしれぬが――リンド・ヴルムでそこまでの暴挙を為なす霊れい体たいはおらぬ。

　グレン医師も医者であれば、ドッペルゲンガーが死因であった試しなどないことは承しよう知ちしているだろうに。斯様な流りゆう言げん飛ひ語ごに惑わされるとは。サーフェ女史を心配する想いは、まあ、理解できなくもないが。

「まあ、なにもないなら良かった。お昼食べよう」

「はい、先生」

「うん――脱皮の片付けしてからでいいからね」

「……ッ!?」

　サーフェ女史が目を見開き、顔を赤らめた。

　なんと、気づかれていた!?　否いな、そんなはずはない。我ら妖精族の隠いん蔽ぺいは完璧であったはず！　気づかれる理由など万に一つもない！　というか、仮に気づいたとしてそれを口に出すでないわ愚おろか者！

　乙女の心を汲み取ることが――できるはずもないか、グレン医師に！　妖精の手を借りなければ診療所の一つだに運営できぬ愚昧なる青あお二に才さいに！

「せ、先生っ、わかっていたのですか！　部屋に入る前から……？」

「いや、部屋に入るまでは全然。でもほら、サーフェ見たら一いち目もく瞭りよう然ぜんだから」

「え？」

「鱗がぴかぴかだからね。脱皮したばかりだってわかるよ」

　サーフェ女史もそこで、ようやく自分の下半身を見やる。

　古皮を脱いだサーフェ女史の鱗は、確かに白く輝く絹きぬのようであり、艶つや々つやとした鱗には一切汚れがない。脱皮したばかりのラミアの鱗は斯かくも美しい。

「あっ……えっ、あっ……」

「綺麗だね、新しい鱗」

「うぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ!?」

「じゃ、下で待ってるから」

　グレン医師め！　言うだけ言って逃げよった！

　乙女心を傷つけておいてそれか！　ええい、一言述べてやらねば気が済まぬ！

　と思ったのだが――所しよ詮せん、余の抗議はグレン医師にきちんと伝達できぬ。言語などという不便なものでしか互いの感情をやり取りできぬ種族には、余の言葉が勿もつ体たいない。

　余がそのようにぷりぷり怒っていると。

　サーフェ女史がクローゼットを開けた。まだ顔が赤い。当然だ、グレン医師は我らの存在に気づいてはおるまいが、我らとともに必死に隠そうとした乙女の秘密をずばり指し摘てきされたのではサーフェ女史も立つ瀬があるまい。

　――む。

　などと思っていたのだが、よくよく見ればサーフェ女史の顔がゆるんでいる。

　妖精族は他種族とはかけ離れた優等種族であるせいか、人間、魔族から見ると表情が読み取りづらいと言われる。逆に我らから見ても、よほど親しんだ顔でなければ、他種族の顔など全て同じに見えてしまうのだが――。

　そんな余にもわかった。

　サーフェ女史は、明らかに、にやけそうになるのを必死でこらえている。

「ああ……グレン先生に気づかれてしまいました。妖精さんたちにもお手伝いしてもらったのに……」

「サーフェ、うれしい？」

「う、嬉うれしくなど……っ！　その、意外とグレン先生は私のことを見てくれているな……なんて、思っていませんから！　鱗を褒ほめられたのは、その、ちょっとだけ嬉しかったですけど……それだけなので」

　その割に尻尾はばたばたと揺れている。

　鈍感なりとグレン医師と断じたことは撤てつ回かいしよう。意外とあの男は魔族の体を見ている。サーフェ女史を見ているというよりは、医師としての職業病のようなものかもしれぬが、まあそれはサーフェ女史にはどうでも良かろう。

　なんとくだらぬ！　睦むつ言ごとに付き合うために余がここにいるのではないぞ！

「サーフェー」

「はい？」

「ごめんなさいー」

　だが余らは、部下とともに頭を下げた。媚薬の件である。

　しかし、サーフェ女史は気づいていないのか、訝しげに首を傾かしげた。部下の失しつ態たいと、それによって発現した媚薬の効果について仔し細さいに説明したかったが――サーフェ女史にわかるよう説明できる自信が、余にはない。

　サーフェ女史は、人差し指で余の頭を撫なでた。不敬であるが、謝罪を受け入れてくれた証あかしなのだろう。余は甘んじて彼女の指先を受け入れた。

「これー、どうする？」

「ええ、その脱皮殻なんですけど、倉庫に額がくがしまってあるので、その中に入れて飾っておいてくれますか。額が小さいかもしれないので、その時は切ってしまっても構いません」

　奇妙な要望である。

　しかし断る理由もない、余は部下と共に再び動きだした。まずは倉庫まで脱皮殻を運ばねばならぬ。部下たちは脱皮殻の入った布袋を持ち上げていく。妖精には大きな荷であるが、我らの団結力があれば恐るるに足らず。

「今日は本当に助かりました。いえ、いつも助けてもらってるのですけれど、今日は特に。報酬は増やしてあげたい……んですが、それは受け取ってもらえないんですよね」

「だめー」

　妖精を使う報酬は、一人に対しミルク一皿。

　ただしこれは、妖精がそれを欲しくて要求するのではない。

　妖精女王が、ミルク一皿という安価な報酬で我らが労働し、人魔両者の力となることを心からお喜びになるからである。ゆえに仕事ぶりで報酬を増減させることは許されぬ。

「では、ミルクはいつもの量で。私は下で昼食をとってきますね」

「おつかれー！　いってらー！」

　サーフェ女史は花のように微笑ほほえみ、階下へと降りていった。

　余は――コティングリー・ブラッドフォード６世。

　他種族のことに関かかわりなく、褒められようと貶けなされようと、報酬さえあれば私情を挟まずに仕事をこなす。余の心中が伝わらなくとも、思索が単純平易な文章に言語化されたとしても、異存はない。

　我らは褒められるために奉ほう仕ししているのではないからだ。

　誰に褒められずとも、我らは我らのなすべきことをなす。

　我ら、偉大なる妖精族。

　全ては妖精女王の御おん為ために。

　だがまあ――サーフェ女史の、安あん堵どと感謝の混ざった笑顔を見るのは、余としても嫌いではない。それを励はげみに労働に勤いそしんだとて、女王もお許しくださるであろう。

「「「閣下！　ご命令を！」」」

　勇ましい部下たちの声。

　百戦錬れん磨まの部隊である。

　診療所の安あん寧ねいを守っているのは、グレン医師でもサーフェ女史でもない。

　このコティングリー率いる最高峰の妖精族なのだ。

「善し！　皆の者！　任務完了まであと一息である！　仕上げにぬかるでないぞ！」

「「「はっ！」」」

「ただし媚薬の件については看かん過かできぬ！　任務の前に全員室内を十周せよ！」

「「「えー！」」」

「不平を言うでない！　連帯責任だ！」

　余が叱しつ咤たすると、部下たちは走り始めた。

　夜に靴を仕上げるという話が有名な『手伝い妖精』は、単なる御伽話フエアリーテイルではない。我らは今ここでなすべきことをなさんとしている。空想ではなく、実在の妖精として。

　いずれ全ての他種族が妖精を讃たたえる時がくるであろう！

　その時が楽しみだ、ふはははははは！

「ふははははは！」

　余の高笑いばかりは。

　妖精の低い言語能力でも、きちんと口から発せられるのであった。














　症例２　打撲のケンタウロス









　人じん馬ば姫ティサリア・スキュテイアーの朝は早い。

　夜明けとともにむくりとベッドから起きる。ベッドはケンタウロスでも横になれるほど大きく、天てん蓋がい付きの豪ごう華かなもの。『スキュテイアー運送』の今日までの業績が、跡継ぎであるティサリアにも裕福な生活を許している。

「ふぁ……」

　朝は眠い。

　あくびを嚙かみ殺しベッドから出ると、待機していたのは二人の従者。主あるじよりも早く起きるのは従者の務めだ。

　顔を布でぬぐい、髪を結ゆい、着替えを行う。生きつ粋すいの令嬢であるティサリアにとって、身み支じ度たくは全すべて従者にしてもらうものであった。

　朝の準備は簡単に。

　髪は邪魔にならぬように括くくり、服は下着の上に吸汗性の良い木も綿めんの運動着で済ませる。

　身支度を終えると、ケイとローナを伴ともなって部屋を出る。広い廊下は、ケンタウロスが何人も通れるように作られている。

　広々としたホールを抜けて玄関へ。玄関から外へ。

　玄関から続く庭には、一ひと際きわ背の高いケンタウロスがいる。

　歳としは五十を超えたばかりだ。口ひげを蓄たくわえた厳格そうな面つら構がまえ。上半身は裸はだかで、模も擬ぎ剣による素振りを行っていた。流した汗あせで地面が濡ぬれているところを見ると、すでにかなりの時間、素振りを続けているのだろう。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう。いざ戦いとなれば巨人族にも引けをとらぬと思わせる、歴戦の戦士。裸の上半身にはよく見ればいくつもの刀かたな傷きずがある。

「む」

　男は、庭に出てくるティサリアを見て、素振りを一いつ旦たん止めた。

「お早うございますわ、お父様」

「うむ」

　ティサリアの父――『スキュテイアー商会』の代表エフタルが、鷹おう揚ように頷うなずいた。

「朝駆けに出て参ります」

「うむ。気をつけなさい」

　エフタルはにこりと微笑ほほえむ。笑みだけ見れば、娘と会話する穏おだやかな老紳士である。

　まったく同じ笑みを浮かべ、身の丈たけほどの大剣を構えながら敵陣に斬きりこんでいく様さまが、娘であるティサリアには容易に想像できるのだが。

「ケイ、ローナ、娘を頼むよ」

「は、旦だん那な様」「どうぞお任せください」

　父は心配性だ――とティサリアは思うが、口には出さない。

　ケイとローナと一緒に行う訓練は、単純に楽しい。ゆえにティサリアは、常つねに従者を伴って訓練に励はげんでいた。

「ふふ」

　思わず微笑む。

　父が素振りに励む向こうでは、執しつ事じ長の指導のもと、男性使用人たちが稽けい古こを行っている。

　別の場所で、鈍にぶい音がした。見ればティサリアの母が、ハルバードで巻き藁わらを切っていた。本物の武器を持ち出してきているところを見ると、今日は調子がいいらしい。

　いつも控ひかえている母付きメイドらの姿がない。庭にいないとすると、浴室で瞑めい想そうでもしているのかもしれない。

　ここは、ティサリア・スキュテイアーの住む屋敷。

　スキュテイアーの一族は、今でこそ商会を経営しているが、元は傭よう兵へいを生なり業わいとしていた。屋敷に住み込みで働くのは、当主エフタルに実力を認められた強つわ者ものばかりである。十年前の戦争に参加したものも多く、朝の鍛たん錬れんを欠かすことはない。

　もっとも今の『スキュテイアー運送』は、かなり商売の幅を広げている。最近は手紙と小包専門のハーピーや、車の整備をするサイクロプスなど、他種族の従業員も増えた。だから商会全てがこの気風というわけでもない。

　ケンタウロスが居並び訓練する様は、見慣れぬものからすればかなりの迫力だろう。

「ケイ、こんなジョークを知ってる？」

「は？」

「先日、警けい邏ら隊の詰つめ所しよに泥どろ棒ぼうが駆け込んできたんですって。そいつはある屋敷に盗みに入ろうとしたことをペラペラと喋しやべって、『捕まえてくれ！』って叫んだの。宝石の一つも盗んでいないのに、よ？　何な故ぜかわかるかしら」

「はあ……？」

　ケイは首を傾かしげている。代わりに答えたのはローナだった。

「当家に盗みに入ろうとしたのですね」

「そう。でも入ってみたらメイドも執事もみんな強そう！　従者が警備員も兼かねる屈くつ強きようなスキュテイアー家！　お金にできそうなのは武器防具ばかりで、美術品も装飾品も全然見当たらない！　勝手に慌あわてて逃げ出して、警邏に保護してもらおうとしたそうよ！」

　ティサリアはほほほ、と笑う。

　しばらくは飲み会の話題にできそうな与よ太た話ばなしだ。しかも事実であるからなお可笑おかしい。傭兵業から運送業に転じた当主が住むがゆえ、使用人の武ぶ技ぎは卓たく越えつしているのだ――いや、さすがに家財が武器ばかりというのは誇張だが。

　そんな、ティサリアの屋敷。

　泥棒ごとき裸足はだしで逃げだす、武名高き一族の住居であった。




　朝の訓練はティサリアの日課。

　とはいえ――それは闘士に相応ふさわしく過か酷こくである。人馬姫の愛称で親しまれるティサリアであるが、訓練に、姫の優ゆう雅がさなどない。

　まずは朝駆け。

　リンド・ヴルムの大通りを駆け抜けていく。中央広場まで一気に走破して、また引き返すのがいつも道程である。早朝は人が少なく、ティサリアも事故を心配しないで済むので全力疾しつ走そうだ。

　朝駆けの時には、イリィが新聞を配達するために空を飛んでいるのが見える。ハーピーの里からの派は遣けん契約という形で来ているのだが、すっかり空の配達人として馴な染じんでいた。

　朝駆けを終えると、今度は屋敷の庭へ。

　ケイやローナと、武器による打ち稽古が始まる。

「ふっ！」

「たっ！」

「やあああっ！」

　その日、ティサリアの相手を務めるのはケイであった。

　互いに気き合あいの声をあげ、模擬剣を交わす二人。ローナは審判役である。朝駆けでかいた汗が乾く間もなく、剣を交えて更さらに汗を流す。

　身体からだが大きく、運動量も多いケンタウロスは大量の汗をかく。過酷な訓練をこなせば尚なお更さらだ。

　一通り模擬戦を終えると、ティサリアは浴場へと進む。

　湯を頭にかぶった後、全身を清める。体を洗うのもまた二人の従者の役割だ。ティサリアはただされるがままである。浴場には水が用意してあり、それをごくごくと飲む。

　夏であればレモンの塩水なども出る。従者たちも遠慮なく飲んでいる。

　汗を流したら、体を拭ふいて浴場を出る。

　脱衣場の鏡の前に座るティサリア。今度こそしっかりと、人前に立つための身支度を始める。髪は丁てい寧ねいに結い上げ、顔にはわずかに化け粧しよう。

　闘士は戦う一方、人前に立つ華はなやかな職業だ。素顔のままというわけにはいかない。

　ティサリアが早起きなのは、訓練に身支度と、早朝からやるべきことが多いからだ。

　姫の支度には時間がかかる。

　ケイとローナの助けで、朝の日課が一通り終わる。

　そうして、今度は食堂の方へ。

　食堂に入ると、ティサリアの両親は既すでに席についていた。どれほど忙しくとも、朝食は親子三人でとるというのが、ティサリアの父の方針であった。

「お待たせしました、お父様、お母様」

「うむ」

　商会の代表であり、スキュテイアーの一族を束ねる立場でもある父は、日々仕事に忙ぼう殺さつされているはずだが――朝食を欠かしたことはない。

　父は訓練時のような半はん裸らではなく、三みつ揃ぞろいの背広姿であった。傭兵時代の傷跡は、正装の中に隠れてしまっている。今日も商会でリンド・ヴルムの輸送業を取り仕切るはずだ。

「では、頂こう。今日はアルルーナ殿からトマトを大量に仕入れさせてもらった。旬しゆんであるゆえ美味とのことだ」

「はい、瑞みず々みずしくて素晴らしいですわ」

　ティサリアも手を合わせ、家族の一ひと時ときを楽しむ。

　ケンタウロスは基本的に植物由ゆ来らいのものしか口にしない。今日もトマトをメインにしたサラダと、トウモロコシから作ったパン、根こん菜さい類るいのスープがメインだ。屋敷で口にするものは全て専属のシェフが作っているので、ティサリアも安心できる。

　そして、付け合わせにはビスケット。

　ただし、これは塩の割合を大幅に増やしたものである。運動量の多いケンタウロスにとって、塩は欠かすことのできないものだ。リンド・ヴルムでは塩が取れないが、人間領からは海塩が、魔族領からは岩塩が取れるので、それらを仕入れている。

「ローナ、今日のビスケットも美味おいしいですわー！」

「光栄です、お嬢様」

　給きゆう仕じのため傍そばに控えているローナに告げる。塩ビスケットはローナのお手製であった。

　ティサリアのお気に入りだが、両親もビスケットに手が伸びている。料理の得意なローナは、ふふふと淑しとやかに笑う。

　主菜をおおむね食べ終えると、食後のハーブティーを楽しむ。食事の時間は一家団だん欒らんの会話へと変わる――もっとも、ティサリアにとっては、一いち概がいに団欒とは呼べぬ時間なのだが。

「そういえば」

　父エフタルが、ふと思い出したように言う。

　来た――とティサリアは身構えた。

　食卓に緊張が走る。ティサリアは常に、跡取りとしての資質を試されている。

「今日は、昇格試験であったな」

「はい、お父様」

　ティサリアは頷いた。予想していた話題だった。

「もう三連勝と聞いているが、どうだね、ケイ、ローナ。昇格の見込みは？」

「はい、旦那様。今朝のお嬢様は私など、なんなく降くだしまして」「お嬢様は気力旺おう盛せい、意気軒けん昂こう、必ずや昇格を果たしましょう」

　ケイとローナの言葉に、父はうんうんと頷いた。

「勝てば第二階位であったな、励はげむように」

「お任せください、お父様」

　ティサリアは神しん妙みような顔で頷く。

『娘』としてのティサリアには、いつもの高笑いはない。ここでは、ただ優秀で、素直で、しかし誇り高き武門の一人娘となる。

　――昇格試験。

　闘技場の闘士は、その実力によって七つの階位に分けられ、同じ階位の闘士と戦うことになる。白熱した試合のためには、一方的な展開の勝負は望ましくないからだ。

　新人は第七階位から始め、戦績によって昇格し、最強の闘士は第一階位として闘技場の英雄となる。第一階位でも連勝するような強つわ者ものは、晴れて殿堂入りとなり、闘士を除じよ籍せきされる代わりに、闘技場の碑ひに名前が刻きざまれ、その栄誉を永遠に讃たたえられることとなる。

　ティサリアの最終目標も殿堂入りだ。

　それほど重要な闘技場の階位昇格。春と秋に行われる昇格試験によって選別される。半年間の戦績によって『昇格の見込みあり』と判断された闘士が、同じように選抜された闘士と試合を行い、四連勝したもののみが一段階上の階位に昇格できる。

　――まあ、誰が見ても明らかに強い闘士は、特例で昇格することもある。例たとえば半年かからず第一階位に上り詰めた『雷らい光こう』こと苦く無ない・ゼナウのように。

「すでにお嬢様は三連勝中」「今日の試合に勝利すれば、第二階位の闘士として更にリンド・ヴルムに武名を響かせましょう」

「我が娘ながら誇らしい。ティサリア、油断せぬように」

　ティサリアは頭を下げた。

　元より油断などない。この半年、彼女は絶好調であった。連戦に連勝を重ね、晴れて昇格の話を得た。

　この機を逃す手はない――必ず勝つ。

　高ぶる気持ちを抑えるために、一口ハーブティーをすする。

　第二階位となれば、その栄誉は跳はね上がる。

　賭かけ金は上乗せされ、場内は盛り上がり、観客も増える。観客席のチケットも簡単にはとれまい。まさしく闘技場の華はなだ。英雄、化け物ばかりが集つどう第一階位ほどではなくとも、相応の栄誉が約束されているのだから。

　スキュテイアーの娘に相応しい名声を得ることになるだろうし――もし、もし今日勝つことができたら、その帰りには診療所にでも寄って、なんだったらそこにいるはずの彼を――。

「ところで」

　声を発したのは母だった。

　ハーブティーとビスケットを食べながら、切れ長の目でティサリアを見る。

　ティサリアにしてみれば、父の期待に応こたえることはさほど難事ではない。彼女はいつだって、父の期待通り、優秀で強い一人娘として生きてきた。

　問題は母だ。

　父が真正面から攻めてくるとしたら――母はいつだって、奇策でもって攻めてくる。

「見合いの話はどうなりましたか、ティサリア？　先日、私が勧すすめた殿との方がたは」

「奥様。それは」「あのような軟弱者はお嬢様に相応しくないかと」

「ケイとローナは黙っていなさい。これは後継問題です、従者が口を出すのは分ぶんを超えていますよ」

「っ」「…………」

　母からの攻勢には、ケイとローナの援護も無力だ。

　ティサリアの母はそろそろ四十になるはずだが、とてもそうは見えないほど若々しい。日々の鍛練が若さを保たせているのだろうか。その上で商会の業務にも参加し、父の補佐として『スキュテイアー運送』の屋や台たい骨ぼねを担になっている。

　それなのに。

　ティサリアと話す時は、結婚、結婚と口うるさい母になってしまうのは何故なのだろう。

　見合い話をもってくるのも決まって母である。彼女は一刻も早くティサリアが結婚し、孫の顔を見ることを望んでいる。

「お母様。もうお見合いは結構ですわ。わたくし、意中の人がおりますので」

「ならばその男を連れてきなさいな。診療所のグレン医師とやらを」

　母の返答はにべもない。

　屋敷に呼べるのであれば、とっくにやっている。

「グレン医師は……多忙、ですから」

「ふん。弱々しい人間の殿方に懸け想そうするなどと。腑ふ抜ぬけているのではありませんか、ティサリア？　スキュテイアーの娘なのですから、相手はやはり屈強な同族でないと」

「っ……」

　頭に血が上る。

　いっそ、母が風邪の一つも引いてくれればいいのだ。そうすれば診療所の医師がどれほどの男か、自分の目で値ね踏ぶみできるだろう。だが、母は真冬でも冷水に浸つかって瞑想するような女だ。風邪など引くまい。

　ならばどうするか――こうなったら、自分の手で母を病院送りにするか。闘技場で鍛きたえた今ならば、母の槍やりを打ち負かすことができるかもしれない。

　殺気を宿し、ティサリアは母を見た。

「なんですかその目は――不満があるなら」

　母の目にも闘とう気きが宿る。

　向こうもやる気だ。結局は武家の母娘おやこ――最後は武器をとることでしか和解はない。そういえば、久しく母と打ち合いをしていない。

「――よさぬか」

　一いつ触しよく即そく発はつの母娘の睨にらみ合いは、父の一声で遮さえぎられた。

「食事中だぞ」

「アナタ、でも」

「あまり言うのも可か哀わい想そうだろう、キンメリア。それに、娘の婿むこになるのであれば、娘より強くなくては困る。お前だって若い時には、『自分より強い男でないと結婚しない！』と豪語していたではないか」

「うっ、ア、アナタぁ……！　わ、若い頃の話をここでは……！」

　母キンメリアが、顔を真っ赤にして黙りこんだ。

　武門スキュテイアーの嫡ちやく男なんだった父と、また別のケンタウロス族の名門から嫁とついできた母。その恋愛譚たんには興味は尽きない。

　事実、後ろのケイとローナも、若かりし母のじゃじゃ馬ぶりに笑いをこらえている。

　ただ――武術においてはグレンもからきしだ。ティサリアより強いとはとても言えないだろう。

　もし父がそれを知ったら、母以上に反対するかもしれない。

　グレンの精神の強さは、ティサリアにも計り知れないものがあるが――そんなことに理解を示す両親ではない。

「それではお父様。わたくしはそろそろ行ってまいりますわ」

「ああ、私とキンメリアは商会の仕事があるゆえ顔を出せぬが、吉きつ報ぽうを期待している。家名に恥はじぬ戦いをするように」

「はい」

　ティサリアはそそくさと食卓を離れ、ケイとローナも後に続く。

　闘技場へ向かう時間であったのは噓うそではない。だがまあ、母の見合い攻撃から逃げたい気持ちもあった。父だって見合い相手が軟弱だから反対しているだけで、ティサリアの婚こん姻いんを進めたいことに変わりはない。

「ああ、もう……」

　大事な試合の前だというのに。

　ティサリアの心中は、グレンのことでいっぱいであった。




　激戦であった。

　試合が終わっても、未いまだ歓かん声せいが止やまないことからも、そうとわかる。

「はあっ……はあっ……！」

　ティサリアは肩で息をする。兜かぶとの中が蒸むれて暑い。

　最後の対戦相手――『翠すい緑りよくの風』の異い名みようを持つマローネ・ゴルガルは、今までも何度となく対戦した中堅の闘士であった。戦績も良く、過去の昇格試験のタイミングもほぼ同じ。

　今回も同様に、昇格試験に選抜され、互いに三連勝をもぎとって――今日、最後の一戦で当たった。

　何度となく戦った相手――だったが。

　彼女の闘技は、ティサリアが知るよりも更に速度と精度が上がっていた。こちらの突進をぬるりとした動きでかわし、鎧よろいの隙すき間まに模擬刀を差しこもうと狙ねらってくる。

「くっ……！」

　まだ腕が痛い。

　関節技わざなども交えてきたマローネ。腕に取りつかれたときはマズいと思ったが、持ち前の膂りよ力りよくで引きはがし、体勢を崩くずした瞬間に槍を突き込むことに成功した。

「お嬢様！　お嬢様ー！」「勝ちですよ、勝ってますよ！」

　関係者席からケイとローナの声が飛ぶ。

　普段は淑やかな二人が、満面の笑みで手を合わせていた。

「姫様ー！」「ひめー！」「いいぞーっ！」

　他にも『スキュテイアー運送』の身内からは「姫様！」「姫様！」とうるさいくらいだ。イリィなどはぴょんぴょんと跳ね、今にも飛び立ちそうだ。仕事中、しれっと観みに来ていたらしい。

　勝った――のか。

　まだ実感がわかない。

　倒れたマローネは、闘技場の職員の手によって運ばれていく。マローネは丈じよう夫ぶなリザードフォークであるから大怪け我がはしていないだろうが、少し心配ではあった。

「はっ……ふふっ」

　槍を持った手は、もう上がらない。

　ティサリアは左腕を高く掲かかげ、勝利を観衆らに告げようとした、その時。

「素晴らしい――実に素晴らしい」

　鈴のような涼すずやかな声。

　しかし、大歓声の闘技場にあって、その何気ない一言は不思議と観衆を黙らせた。

「どちらが勝ってもおかしくなかった。激戦だ。健闘をたたえる」

　ティサリアの目の前に、降り立つ影。

　スカディ・ドラーゲンフェルトだった。

　最上席のテラスから、コロシアムまで飛び降りてきたようだ。

　昇格戦は重要な試合なので、リンド・ヴルム議会の関係者が観戦することも多い――代表直じき々じきに見に来ているとは思わなかったが。

　リンド・ヴルム中を騒がせた大手術の末、政務に復帰したスカディ。既に顔を覆おおうヴェールはなく、あどけない顔がよく見えた。

「あ、ありがとう、ございます……わ」

「うむ。ところで、そろそろ見ているのも飽あいてしまった」

「……はい？」

　テラスから、スカディの護ご衛えいが何事か叫んでいる。

　遠くて聞こえないが、唇くちびるの動きで読み取ることができた――逃げろ、今すぐに。

「一戦やろう。ティサリア」

「……わ、わたくしと？」

「さぞ刺激的な戦いになるだろう」

　スカディが、ローブを脱ぎ捨てた。今まで人前では絶対に脱がなかったローブだ。病やまいが治ったことの証あかしだろう。

　ローブの下には、身体のラインがわかるぴったりしたインナーを着ていた。『荒あら絹ぎぬ縫ほう製せい』で作られた特殊な布地だろう。翼や鱗うろこの邪魔をせず、動きやすさを確保している。最初から乱入するつもりで、その服を選んだか。

「よく誤解されるが――私は戦争が嫌いなだけで、勝負は嫌いじゃない」

　うおおおお――と観客が沸いた。それはそうだ。正規の試合でないとはいえ、竜の戦いなど滅多に見られない。

　なにしろこのスカディ・ドラーゲンフェルト――数年前にも気まぐれで闘士たちとエキシビジョンマッチを行ったが、あまりにも強すぎて挑戦した闘士を全員叩たたきのめした逸いつ話わを持つ。

　以降、エキシビジョンだろうとなんだろうと、スカディの試合は禁じられた。闘士でもないのに試合禁止とはとんでもない話だ。

　闘技場で伝説を作った竜の女――ゆえにスカディの仇あだ名なは『竜闘女』なのだ。

　当然ながら、ティサリアが敵かなう相手ではない。

「大丈夫、ちゃんと手加減するよ？」

　小首を傾かしげるスカディ。なにを迷っているのか――と言いたげだ。だがもちろん、ドラゴンの手加減など当てにはならない。

「っ」

　ちら、と関係者席を見る。ケイは両手でバツ印じるしを作り、ローナは目を伏せて必死に首を振っている。やる必要のない戦いだというサイン。

　審判員に試合は終わりだと告げれば、そこまでだ。スカディの試合は許可されていないのだから、仮にスカディ本人がどれほどごねたとしてもここで終わり。

　だが。

（観客は沸いている――）

　歓声は止まない。

　ティサリアとマローネの、刺激的な昇格戦。それを制したティサリアに、乱入して戦いを挑むリンド・ヴルム最強のドラゴン。こんな劇的な展開はない。

　予期せぬサプライズに、観客が興こう奮ふんするのは当然だ。

（わたくしは闘士……試合を見せて、闘技を魅みせるのが、わたくしの……）

　槍を握る手は震える。

　今のティサリアは満まん身しん創そう痍いだ。右腕は痛み、息は上がっている。今すぐ帰って浴場に入りながら、よく冷えた果実水でも飲みたいが。

「こうなれば自棄やけですわ！　いいでしょう、行きますわよ竜りゆう闘とう女じよ様！」

　震える手で槍を握り直し、ティサリアは突撃する。

　いかにドラゴンといえど、相手は子供の姿。
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　更に言えば病やみ上がり。付け入る隙は必ずある。

「それでこそ」

　にこりと、スカディが微笑む。

「――――――はッ！」

　蹄ひづめで闘技場の地を蹴けり、ティサリアは疾しつ駆くする。

　槍はまだ握れる。ティサリアは一気に距離を詰め、突進の一撃を浴びせようとする。

「遅い」

　だが。

　胸を狙った槍の穂ほ先さきは、容易たやすく摑つかまれた。小柄な身体の一体どこに、そんな力があるのか。槍を握り潰つぶさんとばかりに、ぎりりとスカディが力を込める。

「先手をとれば、勝てると思った？」

「いいえ？」

　ティサリアはわずかに笑む。

　そのまま槍から手を離した。

「ッ!?」

　予期しない動きだったのだろう、スカディの体勢が崩れる。

「不作法、ごめんあそばせ――ッ！」

　槍を離して自由になったティサリアは、そのまま前足を高く持ち上げた。わずかに狙いをつけて――。

　隙を見せたスカディに向けて足を落とす。

「ふっ！」

「ぬっ！」

　ケンタウロスの体重を乗せた、必殺の蹄落とし。

　スカディほどの猛も者さにダメージを与えるには、この手段しかないと思った。

　普段の試合では禁じ手だ。蹄の入った位置によっては、内臓を潰し、骨を砕くだいてしまう。相手を殺してしまえば、闘士としての資質を問われる事態となる。

　が――スカディならば、蹄落としを受けても、死ぬはずはないと確信していた。

「なかなか……やる」

　だが。

　そんな思おも惑わくも甘かったと、ティサリアは知る。

　スカディもまた、尋じん常じようではない反射神経で、ティサリアの蹄落としをかわしていた。

　主を失った槍が、地に転がる。

「っ……！」

　あの震しん脚きやくをかわされた。

　形勢逆転かと思われたが――違う。まだティサリアに分ぶがある。

（――入った！）

　肩に触れた手ごたえがあった。蹄で踏みつぶすことは叶かなわなかったが、多少なりともダメージは与えたはずだ。

　ティサリアは槍を拾い上げ、追つい撃げきをかけようと疾駆する。

「いい、いいぞ、人馬の姫。ここからが本番――」

　再び槍を摑もうと、スカディが手を広げた。

「――手加減はするから、きっとね」

　ティサリアの天地が反転したのは。

　その数瞬後であった。




「まったく無茶をして……」「昇格戦は終わったというのに」

「ええい、同じことを何度も言わないで！　女には引けない時がありますのよ！」

「お嬢様はその時が多すぎです」「撤てつ退たいすべき時も見み極きわめてください」

「ええ、ええ、わかってますのよー！　意地を張ったなんていうことは！」

　結局――。

　スカディに向かっていったティサリアは、あっさりと返り討うちにあってしまった。

　全身が痛む。そもそもマローネとの戦いで既に、ティサリアは満身創痍であった。その上、スカディとの戦いに臨のぞんだわけだが。

　結果は歴然。

　ティサリアは全身に打だ撲ぼくを負った。今でも身体中が痛い。

　スカディの戦法は基本的には投げ技わざであった。ティサリアの突進を受け流し、槍を摑んで投げ飛ばしたのだ。

「なにが……手加減するから、ですのよ……！」

　ティサリアは見抜いていた。彼女の初撃――渾こん身しんの蹄落とし。スカディにとってそれは完全に予想外の一撃だった、ということを。

　病み上がりのせいか、それとも闘いから久しく離れていたせいか。いずれにせよスカディは油断していたのだ。蹄落としさえ決まっていたら、勝っていたのはティサリアだろう。

　――もっとも、決められなかったことこそが、実力差なのだが。

　その後、腹いせのようにティサリアを何度も投げ飛ばしたスカディだ。一度趨すう勢せいが決まってしまえば、逆転することは不可能だった。

　合あい気きの技だろうか――ティサリアには、それに対応する術すべがなかった。

　ケイとローナの肩を借り、ティサリアは闘技場の医務室に向かっていた。なんとか歩けるため、担たん架かは必要ないが――ともかく医務室で診みてもらわなくてはいけない。

　実は、闘技場専属の医者は人間専門である。緊急時には魔族も診てもらえるが――あまりにも怪我が酷ひどい時には中央病院に搬はん送そうされる。それに、人間の闘士なら熱心に診てもらえるが、魔族は専門ではないせいか対応が雑だ。

　グレンのような、魔族に詳くわしい医師だったらどんなにいいか――。

「待ってましたよ、ティサリアさん」

　その声を聞いて、ティサリアは目を剝むく。

「なぁぁ――お、お、お医者様ッ!?」

「はい、座ってください。全身打撲ですね。骨折がないか確かめますから」

「ど、ど、な、なっ」

　どうして。何故。疑問は動揺のため言葉にならない。

　わからない。闘技場の医務室に、グレン・リトバイトがいる理由が。いや、もちろん、グレンであれば診てもらうのに吝やぶさかではないが――。

「いやぁ、闘技場の職員さんが診療所に飛び込んできた時はなにかと思いましたけどね。スカディさんの試合と聞いたもので。絶対怪我人が出ますから急ぎましたよ」

「あ、そ、そうでしたの……」

「ここにはクトゥリフ先生もいたらしいので、僕が来る必要はなかったかもしれませんが……」

　確かに重要な試合では、試合中の事故に備えて、クトゥリフ医師が呼ばれることもある。

　だが、今回は単なるお忍びでの観戦だろう。あるいは単にスカディの様子を主治医として気にしていたのかもしれない。そうでなければ、闘技場の職員がクトゥリフの観戦を知らず、グレンを呼んだことの説明がつかない。

　その推すい測そくを裏付けるように、隣室から言い合いが聞こえてくる。

「スカディ貴女あなた、零れい点てんよ。誰が試合なんて許可したの？」

「だって……久しぶりだったし」

「だから何？　そもそも試合禁止も、心臓病だった貴女の負担を考えて、私が闘技場へ命じたことじゃない。誰がいつ解禁したの？」

「手術終わったしもういいかなって」

「いいわけないでしょぉ―――――がッッ！　ドクターストップをなんだと思ってるのよ！　経過は順調だといっても、今後なにがあるかわからないのよ。負担の大きい試合を許可できるはずがない！　大体貴女はなんでもかんでも好き放題……私に黙って間食してるのも知ってるのよ！」

「な、何故それを……深夜のおやつは誰にも秘密のはず……は、まさか。苦無を買収したのクトゥリフ」

「うるさい！　アンタは病み上がりの自覚が足りないのよ！」

「やだ。口うるさい主治医なんていらないもん。まだ試合見る」

「バカ！　動き回った影響がないか診察しなきゃいけないでしょ！　さっさと帰るわよ！」

「えー……」

「今後は主治医として私生活もきっちり管理させてもらうからね。苦無も私の味方と思いなさい！　ほらさっさと帰る！」

「い――――や――――だ――――あ――」

　ダダをこねる議会代表の叫び。威い厳げんはどこかに置いてきたらしい。

　手術を終えたスカディが、今まで以上に政務に励む一方、私生活では気まぐれが増えたという話は聞いていた。

　まさか自分がその気まぐれに巻き込まれるとは思わなかったが。

　スカディの悲鳴は、徐じよ々じよに遠ざかっていった。クトゥリフに引きずられていったのだろう。

「……まあ、そんなわけです」

「とりあえず……ええと、お医者様の日々の苦労は理解できた気がしますわ」

「なんだかすみません……それで早さつ速そく診察を」

「はい、お願いしますわ」

　ケイとローナが手早く鎧を外してくれる。

　普段の試合では、武器の打ち合いが基本となるため、ティサリアも無用な傷を避けるために鎧を着ている。ケンタウロスの膂力をもってすれば、鋼こう鉄てつ製の重装備でも動きに支障はない。

　普段の試合であれば――だ。

　スカディは手加減するために投げ技主体で戦ったのだろうが、ティサリアにとっては逆効果だった。なにしろ重い鎧ごと投げ飛ばされるのである。地に、壁に、叩きつけられれば、自分の体重に加え、鎧の重さも衝撃として跳ね返ってくる。

　鎧と素す肌はだの間には、緩かん衝しよう用のインナーを身に着けているとはいえ、痛いものは痛い。今日は、それを文字通り骨身に味わった。

「ふむ……」

　好いた男性に、体をじっと見られるのはこそばゆい。ティサリアの打撲は、上半身に集中している。鎧を着ていたのは主に上半身――人間に似ている腰から上の部位だからだ。

　グレンはティサリアの体を舐なめまわすように観察していく――いや、よくない表現だ。医者が患者をしっかり観察するのはなにもおかしくない。

「内出血がない……なるほど。さすがティサリアさん、受け身もお上手なんですね」

「と、当然ですわ……！」

「うん？　これは……」

　グレンは、ティサリアの右腕をとった。さすがにドキリとする。

　グレンからすると、丁ちよう度ど目線の少し下に、ティサリアの肘ひじがある。グレンはティサリアの手をとって――軽く捻ひねる。

「あ痛たたたたたッ!?」

「ああ、やはり、関節を極きめられたのですね。先ほど診たマローネさんの技でしょうか」

「ま、マローネも診たんですの!?」

「ええ、それはもちろん。時間もあったので」

　仕事中毒にもほどがある。

　それになんというか――マローネには悪いが、自分が最初の診察でなかったことに若じやつ干かんの悔くやしさを覚えてしまうティサリアだ。

「ふむ。ちょっと湿しつ布ぷを貼はっておきましょうか。軽傷だと思いますが、あとで痛みが出てくるかもしれませんので」

　湿布をペタリと貼りつけ、上から軽く包帯を巻く。その一連の動作には迷いがない。

「ほかは……問題なさそうですね。痛む場所はありませんか？」

「い、いえ、これといって」

　噓だ。

　本当は右腕に限らず、全身が痛い。ただ、この程度の痛みならば闘技場では日常茶さ飯はん事じであり――すなわち医師にわざわざ申告するまでもないことだと思っていた。

　じっ、とグレンの瞳ひとみがティサリアを見つめる。

「首かな」

「は、はい？」

「先ほどの試合、一度だけ受け身に失敗しましたね。さすがに頭から投げられたわけではないですが――それから、ティサリアさんは前ばかり見ていますね。首が痛むのではないですか」

「そこまで見ていましたの!?」

　観戦されていたのならばもっと奮ふん闘とうするべきだったか――いや、それよりも。

　武術の心こころ得えなどないはずのグレンが、受け身に失敗したことを見抜いたというのか。ドラゴンとケンタウロスの激しい攻防の最中に？

　戦いについてはわからずとも――魔族の怪我や病は見逃さない。若くして診療所を開いているグレンの観察眼は、あるいは歴戦の闘士に並ぶものがあるのかもしれない。

「少し見せてください……あ、でも届かないかな」

　グレンの身長は、ティサリアの胸の高さほど。

　背伸びをしても首の診察は難しいだろう。止やむを得ず、ティサリアが四本の足を折り曲げてかがもうとしたが――。

「では、お医者様」「こういうのはいかが？」

「えっ？　うわっ、たっ！」

　グレンが持ち上げられる。

　グレンの左右に控えたケイとローナが、彼をすっと抱え上げたのだ。人間の男一人、ケンタウロスであれば持ち上げるのは容易い。そのままどうするのかと見ていたら。

「えっ、ちょ、貴女たち！」

「ここなら首もよく診察できましょう」「ほらほらお嬢様、動かないで」

「そ、そういうことではなく……！」

　グレンが、ケイとローナによってあっさりと乗せられてしまう――ティサリアの背中に。

　正確に言えば、下半身の胴――馬に似た前足と後ろ足の中間に跨またがった形になる。ずしりと感じるグレンの重さと温かさに、ティサリアはむず痒がゆくなる。

「なにも背に乗せなくても……！」

「ああ、でも、これならかなり診察しやすいですよ。ティサリアさん、失礼します」

「んンぅ!?　お、お医者様、近……っ！」

　これは良くない。

　倫りん理り的に――よろしくない。

「あっ、んんっ！」

「すみません、ちょっと首を診せてください」

「ひひぃぃんっ!?」

　グレンに指で首筋を撫なでられ、ティサリアの肩が跳ねる。

　ティサリアだけでなく、ケイやローナも、馬の鞍くらを模もした防具を身につけている。いざとなれば盾たてに変形するそれは、ケンタウロス伝統の防具だ。

　ただし鞍型なのは単なるファッションであり、他者を乗せるためのものではない。

　それにケンタウロスは背が高いため、人間ではそうそう跨って乗れない――今のように、同族の協力でもない限りは。

「んんんっ！　んぁ！」

「ティサリアさん、ごめんなさい、ちょっとじっとしてください」

「そ、そう言われても……背中に乗られるのは……っ」

　むず痒い。

　なにしろ人を乗せたことなどないティサリアだ。

「あ、重いですか？」

「重くはありません！　全然、重くはないですけども！」

　上半身からほぼ直角に下半身が伸びるケンタウロスの体の構造――人間からしたら、馬と同様、騎乗に適しているように見えるのだろう。

　だが、馬扱いは業ごう腹はらだ。誇り高きケンタウロス族は断じて騎馬ではない。古代には騎乗のための奴ど隷れいとして利用されかけたこともあったらしいが――そうした連中をまとめて武術で叩きのめしてきたのが、ケンタウロス族である。

　が――だからこそ弱点になる。
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「んっ、あっ……ふっ！」

　グレンの顔が近い。指が、息が、首にかかる。

　ティサリアはなるべく動かぬよう、両手を胸の前で組んで、その感触に耐える。

　ケンタウロスの体構造上、両の腕は背中に届かない。余よ人じんには決して騎乗を許さぬティサリアであるが――好いた男となれば話は別。

　派は手でに暴れて振り落すことはできるだろうが――グレンに怪我などさせられない。結果として、上に乗った彼の診察を受け入れるしかない。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]うううっ」

　診察を続けるグレン。

　頸けい椎ついは命に関かかわる部位だからだろう。その診察は念入りであった。ティサリアは恥ずかしさに耐えて、じっとこの時間が過ぎるのを待つしかない。

　ケイとローナは、にこにこと――いや、にやにやと主の様子を眺めている。

「んっ……ふっ、うう」

　ケンタウロスにとって、背中は反撃しづらい弱点。

　一度騎乗されてしまえば、されるがままだ。仮にグレンが敵兵であったとすれば、無防備な背中を刃やいばで貫つらぬくのは容易だろう。

　それは、裏を返せば――。

　ケンタウロスが乗せるのは、真に心を許した、なにをされてもいいと思える相手に限るということなのだ。

「ふむ、ティサリアさん、こちらへ顔を向けられますか」

「え、ええ……？」

　首だけで後ろに振り向く。

　自分の上に乗っているグレンの顔が、すぐそばにある。

　百戦錬れん磨まの闘士ティサリアも、好いた男との接近戦には為なす術なく撃沈するしかない。

「痛みはなさそうですね。むちうちの心配はないかな」

　グレンはいつもの医師としての顔だ。

　だからきっと、グレンは気づいているはずもないのだ。

　同じ年頃の男を背中に乗せるのは、ケンタウロスにとっては『貴方あなたをこの世で最も敬愛しています』という宣言である――などとは。
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　そこまで考え、ティサリアは足からくずおれそうになるのを必死で耐えた。

　グレンは更に首回りや肩のあたりをさすっていたが、やがて満足したのか診察を終える。グレンに触られていることよりも、騎乗されている事実のほうがティサリアの羞しゆう恥ち心しんを刺激していた。

　これはもう――結婚するしかあるまい。

　いよいよ、両親への挨あい拶さつを含め真剣に考えるべきだろうか。

「あの、ティサリアさん……」

「は、はいっ？」

「診察は終わりました。首は異常がなさそうです。それでですね……ちょっと高いので、降ろしてもらいたいのですが」

　ケンタウロスは鞍型の防具を身に着けているが、鐙あぶみはない。

　鞍型の防具はあくまでも実用性を兼ねたファッションに過ぎない。自分で降りられないのは当然だ。

「で、では、ただいま……」

　四し肢しを折り曲げ、グレンが降りやすくする。

　恥ずかしかったはずなのに、グレンが離れてしまうのを、少しだけ寂さびしいと思うティサリアであった。




　全身に軽度の打撲や打ち身はあれど、骨折や捻ねん挫ざはなし。

　グレンの診断にティサリアはほっと息を吐いた。軽い打撲だけで済んだのは、受け身をとったティサリアの技量が優すぐれている証あかしだろう。

　ドラゴンと戦ったことを考えれば、ほぼ無傷と言っていい。

　湿布を使ったり、必要に応じて風呂に入れば、なお早く治る。スキュテイアーの屋敷でもよく、打撲に効きく薬草を浴よく槽そうに浮かべたりしている。

「――といったところですね。お大事にどうぞ」

「あ、あの、お医者様？」

　診察を終えて帰ろうとするグレンに、ティサリアは声をかける。

「え、えーっとですね……今日、実はわたくしの昇格戦でして」

「昇格戦？　ああ、そうだったんですね。道理でスカディさんが観戦していたわけだ」

　グレンも試合を見ていたはずだが、なんの試合かまでは把は握あくしていなかったのか。まあ、昇格するか否いなかは闘士の事情であり、観客にはさほど関係がないから、ありうる話だ。

「それで……今日、わたくし第二階位に上がりまして」

「へえ、第二階位！　すごいですね！　昇格戦は厳きびしいと聞いてましたけど……第二階位は一流の闘士しかたどり着けない境地とか。おめでとうございます、ティサリアさん！」

　グレンは満面の笑みで祝福してくれる。

　優やさ男おとことはいえ、グレンも男だ。強さとか格付けとか、そうしたものには弱いのかもしれない。いつの世も、強いものは憧あこがれの対象だ。

　だから。

「ええ！　ええ！　わたくし頑張りましたのよ！　だからその、ご褒ほう美び？　のようなものがあると嬉うれしいのですけれど」

「そうですね！　お祝いしましょう！　どこのお店がいいかな……」

　言おうとしていたことを言われてしまい、むしろティサリアが困こん惑わくする。

　多忙だろうに、わざわざ自分のために時間を作ってくれるのか――と、ティサリアの胸が歓かん喜きで溢あふれる。本当にいいのかと尋たずねる前に、ケイとローナが口を開いた。

「では、祝賀会の手配はお任せを」「お医者様のご都合に合わせましょう」

「本当ですか。助かります」

「場所は『大烏い賊かの寝ね床どこ亭』がよろしいかと……」「きっと素晴らしい祝賀会になりますわ」

　とんとん拍びよう子しに話が進む。

　ティサリアは安心した。

　グレンには何度も見合いを断られている。どこかで自分が嫌われているのでは、だからこうも頑かたくなに断られてしまうのでは――という疑念があった。しかし今のグレンの様子を見る限り、ティサリアが嫌われているわけではないようだ。

　攻め方を変えるのだ。

　正面からの突撃を得意とするティサリアだが――それでは勝てない相手もいる。苦手ではあるが、陽よう動どうや牽けん制せいを織り交ぜ、攻め方を変えてみる必要がある。

　恋愛も同じこと。

「あっ、あの、その祝賀会なのですが」

「はい？」

「えっと……その、できればふ、ふた」

　二人きりで。

　グレンただ一人に祝ってもらいたい――。

　それを言うのは我が儘ままだろうか。言ってしまえば身勝手な女だと思われないだろうか。

　闘技場では勇猛なくせに、こと恋愛になると足踏みしてしまうティサリアは、「二人きりで」というその一言が言えない。

　どうにか、絞しぼり出そうとして――。

「曲くせ者ものッ！」

　ローナが突然叫んだ。医務室の入口のほうに向けて、腕を振り抜く。

　石いし造づくりの闘技場の壁。石と石の隙間に、投とう擲てきした短剣が突き刺さる。仮に体に刺さっても致命傷には成り得ない、牽制用の短剣だ。

「ろ、ローナ！　突然なんですのっ！」

「申し訳ありませんお嬢様。逃がしたようです！」

　ローナが謝る間に、ケイがすぐに部屋を飛び出し、曲者の後を追った。ケンタウロスの健けん脚きやくから逃れられるものはそうはいないだろう。

　だが――ティサリアは疑問に思う。

　闘技場に曲者？　この関係者用の区域では、出入りするものは厳しく改められる。闘技場の運営に関わる場所だからだ。そんなところに――侵入者？

　それに、ティサリア自身は気配を感じなかった。

「警備を抜けてくるなんて……何者？」

「わかりません。ですが視線と――ほんの少しだけ、害意を感じました」

　ほう、とティサリアは感心する。

　ローナは、相あい方かたのケイと比べて、直接戦闘の技量は劣る。今期の昇格戦でも、ケイは昇格を果たし第三階位となったが、ローナは第四階位に残留した。双ふた子ごのごとき二人だが、闘いの技量まで同じではない。

　だが、その弱点を補おぎなうかのように――最近、ローナは第六感とも言うべき感覚が目に見えて鋭くなっているようだった。殺気や気配には特に敏感だ。

　いつかのグレン医師の処置――目隠しと拘こう束そく帯による治療が、ローナになにか影響を与えたのだろうか。武人として一皮剝ける日も近いかもしれない。

「姿は見ましたの？　顔は？」

「一瞬でしたし、扉越しにこちらを窺うかがっている風でしたのではっきりとは。ただ」

「ただ？」

　ローナは言葉を切る。言うべきかどうか逡しゆん巡じゆんしているようだった。

「構いませんわ、続けて」

「は、はい。ええと」

　愛すべき女じよ従じゆうは、どこか申し訳なさそうに。

「――曲者の気配が、お嬢様によく似ていたように思えて」

　ぞぞ、と悪お寒かんが走った。

　もちろん、自分はここにいる。仮に曲者が本当にいたとして、それがティサリアであることなど絶対にあり得ない。

　だが、不吉な空気は残り続ける。

　ティサリアの脳のう裏りには――いや、話を聞いていたグレンや、ローナもそうだろう。この場にいる全員がなにも言わずとも、とある存在を思い浮かべたに違いない。

　ドッペルゲンガー。

　誰かの姿を真ま似ねる何者か。

「っ」

　せっかくめでたく昇格戦に勝利したというのに、気味の悪い話だ。

　ケイが、『曲者のいた痕こん跡せきは見つけられず』として、部屋に戻ってきたのはそのすぐ後であった。正体のわからぬ不気味さに、自然と皆の口数が減る。

「大丈夫ですわ」

　顔色の良くないグレンに、ティサリアは声をかけた。

「たとえドッペルゲンガーだろうと――悪さをするつもりでわたくしの前に出てくるのならば、わたくしの槍で成せい敗ばいいたしますわ！　おーほっほっほ！」

　半分くらいは強がりだった。

　そもそもドッペルゲンガーなどというのは、幽ゆう鬼きの類たぐいではないのか。果たして槍が通用する相手だろうか。

　だが、ティサリアの高笑いを聞いて、グレンは少し安あん堵どした様子だった。

　誰かに心強く思われるなら、こんなに嬉しいことはない。

　ましてやそれが好いた男であれば――そんな風に思うティサリアだった。




「まったく……このめでたい日にわたくしの偽にせ者ものだなんて！　二人きりでどこかに、と言えなかったではありませんの」

　闘技場からの帰り道。

　中央通りを、かっぽかっぽと歩くティサリア。屋敷までの道すがら、ぶつぶつと今日の不満について述べる。

　ケイとローナは、そんなティサリアの言葉を聞いてくすくす笑っている。もちろんティサリアにとっては笑いごとではない。

　ドッペルゲンガーに惑まどわされ、本当に大事なことを言えなかった。

　グレンと二人だけで、祝いの食事などを――と。

「いえ……違いますわね。それは言い訳」

　ティサリアは自じ嘲ちようする。

　本当はわかっていた。ドッペルゲンガーの件などは言い訳に過ぎないのだ。あの騒動の後だろうと、その気になればグレンに声をかけることはできたはずだ。

　言い出せなかったのは、単にティサリアに度ど胸きようがなかったからだ。

　二人きりで――と誘って、断られるのが怖かったのだ。闘技場ではたとえ竜闘女相手でも気き後おくれしなかったというのに、グレンを誘う勇気が足りない。

　いくら修練を積んでも、恋愛の臆おく病びようさが克こく服ふくできないのは何故なのだろうか。

「諦あきらめるのは早いと思いますよ、お嬢様」

「え……？」

　ローナはくすくす笑っている。

　――怪あやしい。

　ティサリアは知っている――従者の中で、悪戯いたずら心に溢れているのは、実はより淑しゆく女じよぶっているローナのほうだ。こういう顔をしているときのローナは、いろんな意味で危険だ。

「で、でも、このままでは寝床亭で、大勢を呼んでの祝賀会となるでしょう……？　お医者様と二人きりになるチャンスなんて！」

「それはそれ、逆に考えましょう」「祝いの席での解放感こそ、一線を越える最大のチャンス」

「い、一線……!?　ちょっとケイ、ローナ、貴女たちなにを」

「他に誰がいようと関係ありません」「どうぞ安心して据すえ膳ぜんになってくださいまし、お嬢様」

「そ、そこまで大胆なことをさせるつもりなんですの!?」

　ケイとローナが笑いながら駆けていく。

　ティサリアの利益を、ティサリア以上に考えてる女従たちだ。このままでは自分の意思とは別にとんでもないことをやらされかねない。

　たとえば――そう、『荒絹縫製』に極端に布地の少ない衣装を発注し、それでグレンの前に立たせるなどということを。

「ちょっと、お待ちなさい、貴女たち！」

　中央通りをほどほどの速度で駆けていくケイとローナ。

　二人はじゃれているつもりかもしれないが――ティサリアにとっては気が気ではない。この二人はやると言ったら絶対にやる。

　自分とグレンを結びつけるためなら、手段を選ばない。

　グレンの前に肌をさらすのは、ティサリアにはまだまだ恥ずかしい。いや、今日はもっと恥ずかしい、背中に乗られる行為があったのだが、それはそれ。

　ケイとローナを追いかけながら、ティサリアは危機感ばかり募つのらせた。

　見事、昇格を果たし第二階位になったティサリア。

　スキュテイアーの跡継ぎとして、ますますその武名を高める彼女の、目下の悩みは、自分に期待する両親でも、更に強くなる対戦相手でも、ましてや街を騒がせているドッペルゲンガーのことでもない。

　より慕情の深まるグレン――そして、その件に関してやや暴走気味な、二人の従者のことなのであった。








＊









　ティサリアの昇格試合。

　竜闘女の乱入などという劇的な一幕もあったその日から、数日が経たっていた。

「お医者様はなんと？」

「月末、金きん瓶ぺいの曜日であれば空あいているそうよ。楽団は？」

「そちらは手配できたわ。日にちもそこで大丈夫」

「では祝賀会の日取りは決まったわね。あとは各所に招待状を……」

「待って。金瓶の日だと、旦だん那な様と奥様は、キャラバン輸送に同行するのではなかった？」

「ん――そうだったか。まあ、お二人がいないほうがお嬢様も気楽ではないかしら？」

「まあ酷ひどい」

　けらけらと笑う、二人の男女――否、どちらも女性。

　ケンタウロスの淑女、ケイとローナであった。

　何故か二人きりの時、彼女たちは妙な気配を帯びる。普段はそっくりなのに、主がいないと、楚そ々そとしたローナが、凜りんとしたケイを盛り立て、あたかも恋人同士のようにも見えるのだ。

「まあ、お医者様さえ来てくれれば、お嬢様は満足よ」

「そうね。縛しばってでも連れていこう」

　ケイがさらりと述べる。

　冗談でもなんでもなく、本気であった。

　中央広場で、二人はルララの歌声を聴きながら、祝賀会に関しての相談をしていた。手には予定を書いたメモ代わりの羊よう皮ひ紙し。

　呼ばなければならない客人は多い。

　そして、ティサリアにとって大事な客人となる、一人の女性を招待するのだった。




「いいよー！」

　ルララ・ハイネは、ケイたちの申し出に二つ返事で応じた。丁度休きゆう憩けいの時間らしい。

　少し息はあがっているが、ルララは相変わらず快かい活かつだ。

「どこでやるの？　大烏賊の寝床亭？」

「ええ、寝床亭の女将おかみには許可をもらっています」「むしろルララさんであれば是ぜ非ひ歌ってほしいと」

「えへへ……なんか照てれるなあ」

　ケイから見ても、ルララは美少女だと思う。

　噴ふん水すいに集まっている聴衆は、男女を問わない。彼女の爽さわやかな笑顔は、性別に拘かかわらず人を惹ひきつける魅力がある。

　竜闘女がじきじきに見出みいだした才能らしいが――それまで彼女ほどの歌姫が水路街でくすぶっていたということのほうが、ケイにとっては驚きであった。

「じゃあ、月末に寝床亭に行くね」

「助かります。お代には色をつけておきますので」

「わーい、やったぁ！」

　噴水の水を浴びながら、ルララはぱしゃぱしゃと尻尾しつぽで水面を叩く。

　その様子は無邪気な子供だ。ケイやローナからすれば、まだまだ年下の可愛かわいい少女。しかし一方で、主の友人でもある――従者として礼を尽くすべき相手であった。

「あ、えっと、他に誰が来るのかな？」

　その質問に、ケイとローナは思わず顔を見合わせた。知らず笑みがこぼれる。

「あー！　笑わないでよぉ！」

「し、失礼――ふふ」「グレン先生もご招待しておりますよ」

「えっ!?　あ、いや、先生のことが気になってるわけじゃないけど……」

　ルララの目が泳ぐ。なんともわかりやすい。

　従者の身ゆえなにも言えないが、ルララの恋が成じよう就じゆしてしまうと、ティサリアが泣く羽は目めになってしまう。それは看かん過かできない。

　ケイとローナにとっては、ティサリアの幸せこそが全て。

　ルララに先を越されないため、主に発はつ破ぱをかけるのもまた女従の役目だろう。

「それでは」「当日はそのように。リハーサルの日取りはまたお伝えしますので」

「あ、ま、待って――えっと、ローナさんっ」

「はい？」

　他にも準備がある。

　ティサリアのドレスや装飾品を用意し、寝床亭で出す食事のメニューを決める。ルララにいきなり本番で歌わせるのも申し訳ないので、楽団と合わせてリハーサルも行うべきだろう。

　次の段取りを考えていたところへ、呼び止められた――しかも何故か、ローナに限定した。

「私、ですか？」

「う、うん、ローナさんってお菓子作り得意なんだよね？」

「ええ。多少は心得がございますよ」

　菓子の作り方を教えてくれ――ということか、とケイは思う。

　確かにローナの菓子は絶品だ。剣を振るうしか能のない自分と違い、ローナは家事が得意だ。彼女手製の菓子は、主もお気に入りである。

「ちょっと小こ腹ばらが空すいちゃって……なにか食べるものとかないかな」

「食べるもの――ですか？　ですが手持ちは今、これくらいしか」

　ローナがポシェットから取り出したのは、ビスケットだ。ティサリアのために作ったものの余りだろう。

「あ、ありがとう！　もらっていい？」

「もちろんです。どうぞ」

　ルララは礼を言って、ビスケットを耐水ポシェットにしまった。そうして、ばしゃんと水に潜る。そのまま水路を辿たどり、水路街へと帰っていった。尾びれが立てる水しぶきを、ケイはじっと見つめていた。

　あんな泳ぎをしては、いくら耐水ポシェットといえど、水が入ってしまうのではないかと心配になる。

「――どうしたのケイ、じっと見て」

「いや、なんでも」

「噓。なにかある」

　ローナが、ケイに顔を寄せてきた。なにかと敏感なローナは、こういう時もケイの心の動きに聡さとい。

　本来、血のつながりはないケイとローナ。だが、実の双子でもこうはいくまいというほどに、互いのことがわかる瞬間がある。兄弟よりも、恋人よりも、深く繫つながっているように思える。

　例えば、今がそうだ。

「……ルララさん、ビスケット食べなかったなと思って。それが、ちょっと気になっただけよ」

「自宅に戻って食べるのでは？」

「小腹が空いたのに、わざわざ？　ここで食べてしまえばいいのに？」

「……では、ご兄弟にもあげるとか。弟さん妹さんがたくさんいらっしゃると」

「兄弟にあげるつもりなら、そう言うでしょう。それにビスケット一枚、分けてもたかが知れてるんじゃない？」

「では、なあに？」

　ローナは依い然ぜん、ケイの顔を覗のぞき込みながら問う。

「――わからん」

「なによそれ」

「私、頭悪いから。とにかくあのビスケットは、ルララさんが食べるんじゃないだろうなって。それしかわかりません」

　ケイは両手を広げて、お手上げとばかりに息をついた。

　考えても仕方ないことは、考えないようにしている。そんなさっぱりとした、良くも悪くも執着のなさが、ケイらしさであった。

「さ、行こうローナ。まだまだやること、たくさんありますからね」

「わかってるわよ……もう」

　二人のケンタウロスは、広場を進んでいく。優秀な二人の女従さえいれば、祝賀会の準備は滞とどこおりなく進むことだろう。多忙なケイとローナにとっては、ルララへの違和感よりも優先しなければならないことがたくさんある。

　――ビスケットは、誰のためのものか。

　ケイがそれを知るのは、祝賀会が終わった、その後のことになるのだった。














　症例３　（或いは休診）採点するスキュラ









　グレン・リトバイトはため息をついた。

　なんでこんなことになってしまったのか――と。

　魔族医師として、数多くの魔族を診察、治療してきたグレンである。しかし彼自身は、十七歳という若さもあって、自分の能力の至いたらなさを痛感するようなことも多い。

　たとえば、今だ。

　すぐ近くにいる看護師は、くすくす笑っている。笑われても仕方ない、とも思う。

　傲ごう慢まんだったのかもしれない。

　若いから無理もきく。自分ならばできる。謙けん虚きよなつもりでいたが――どこかで自分は大丈夫だ、と過信していたのも確かだ。

　生きているものはいつか死ぬ。

　だが、誰もが『自分だけは死なない』と心のどこかで思っている。

　それと同じことだ。多くの魔族に病気の宣告をしてきたグレンであるが――自分が病やむことなど、まったく予期してなかった。

「はーい、熱はないですネ……ひひひ、過労で倒れちゃったんデス？」

　グレンの脇わきに挟はさんでいた水銀体温計を取り出した看護師は、底そこ意い地じの悪い笑顔を浮かべた。スライム族の彼女は、笑顔もどこかふにゃふにゃとしている。

「過労ではありません。ちょっと寝不足だったので、仮眠をしていただけなんですが……サーフェが、働きすぎだ！　入院だ！　って」

「でもクトゥリフ先生にも過労って診断されたんでショ？」

「大おお袈げ裟さなんです、みんな」

「まァ！　お医者サンのくせに！　お医者サンの診断を軽視するんデス？」

「う……」

　そう言われてしまうと、グレンはなにも言い返せない。

　スライムの看護師は、緩ゆるんだ口元でへらへら笑う。全身がゲル状の生命体であるスライムはリンド・ヴルムにも多く住んでいる魔族だ。人間の形を真ま似ねているだけにすぎず、体たい組そ織しきは半透明の物質で構成され、向こう側が透けて見える。

　スライム看護師はアカデミー時代からの知人であり、サーフェと同じくグレンの姉弟で子しにあたる――どこかのらりくらりとした性格は変わっていないようだった。

「ともかく、今は患者サンなんですから！　絶対安静デスよ？」

「はい……」

　グレンが中央病院に運びこまれたのは、今日の朝。

　過労で倒れたと判断したサーフェが、すぐに搬はん送そうさせたのだ。あれよあれよという間にグレンはクトゥリフの診察を受けた。倒れた原因は過労。三日間は絶対安静にせよ――つまり『動くな寝てろ』という意味だ。

　確かにここのところ忙しく、食事もろくにとらず診察を続けていたのが原因だ。ちょっと無理をした自覚はあるが――。

　三日間はいくらなんでも長すぎる。

「グレンくん、そんなに働いてたんデス？」

「働いてないですよ……最近はドッペルゲンガーの騒動ばかりで。ドッペルゲンガーを見てから体調が悪い、っていう人が多かったですが。だからといって」

「患者さん増えてるじゃないデスか」

「ドッペルゲンガーの真しん偽ぎはともかく、ほとんどの患者さんは見てしまったという思いこみからくる不調に過ぎません。病気でないのだから仕事として数えられません」

　はああ―――。

　と、スライム看護師は露ろ骨こつにため息をついた。元が人間の形を真似ているだけの不定形魔族であるためか、そうした動作はいちいち大おお仰ぎようであり、演技くさい。

　ゲル状の腕をぷらぷらとさせながら、彼女はいかにも呆あきれた仕し草ぐさ。

「これはクトゥリフ先生も大変デスね。ほんと、安静にしててくださいヨ？　病室で他の患者サン相手に診察始められたらたまったもんじゃないデスから」

「だから隔かく離り用の個室なんですね……」

「そうデス！　クトゥリフ先生からの指示デス」

　信用がないな――と思う反面。

　確かにここにいては、落ち着かないのも確かだ。

　リンド・ヴルム中央病院は、どこを見ても魔族の患者ばかりだ。体が彼らのために働きたくてうずうずする。

「……しかし、病院がなにやら慌あわただしい気がしますが」

「ウっ。気づきマシたか」

　グレンの個室にやってくるのは担当のスライム看護師のみ。

　他の職員は見かけないが、その割には部屋の外からバタバタと駆けていく音が聞こえたりする。はっきりとは言えないが、病院内を包む空気が妙だ。

「いい機会ですし、他の先輩方にも挨あい拶さつをしたいのですが」

「いやぁ～……みんな忙しくてですネ？」

「なにか隠してますね？」

「い、イエ、そんなことは」

「…………」

「う～……あ～……まあ、グレンくんなら言ってもいいデスかね」

　スライム看護師が、ぬるりとその身を寄せた。

　内ない緒しよ話をするために、グレンのすぐ傍そばまで顔を近づけてくる。スライムに目はないが、体組織を変質させ、黒こく曜よう石せきのような独特の眼球を形成することができる。その目がじっとグレンを見つめた。ほのかに柑かん橘きつ類るいのような爽さわやかな香りがする。

「実はですね……先日、スカディ様の心臓手術があったでショウ？」

「ええ」

　あったもなにも、グレンは執刀医としてその場に立ち会った。クトゥリフらの協力もあったとはいえ、最終的に心臓を切除したのもグレンだ。

「その時に切除した心臓、サンプルとして保存してたんデスが……紛ふん失しつしちゃったんデス」

「は？　――紛失？」

「ハイ！　いつの間にか保存瓶びんの中が空からっぽだったのデス！」

「う、噓うそでしょう……？」

　中央病院にとっても重要な試料サンプルなはず。

　保管と管理はどうなっていたのか。グレンだってアカデミー時代、研究材料の管理はクトゥリフから徹底的に指導された。彼女の弟子で構成される中央病院の職員が、そんな初歩的なミスを犯すとは思えないが。

「まあ、そんなワケで病院は大騒ぎ。てんやわんや。正直、グレンくんの過労だなんて付き合ってらんないわけデス！　ちゃんと三日間、休まなきゃダメですよ？　手をかけさせないでくださいネ」

「はい……わかりました」

　釘くぎを刺されてしまった。よほど信用がないらしい。

　その後――。

　グレンは病院のベッドで、持参した医学書を読み漁あさることになる。安静にしろと厳命されたものの、眠くなければ読書でもするしかない。

　しばらく誰も来なかった個室だが、やがて順番に見舞い客もやってきた。大半は、アカデミーの弟弟子が過労で倒れたと聞いて、からかい半分に顔を見に来た、かつての先輩方だった。

　久しぶりにアカデミー時代の話などもされ、グレンは曖あい昧まいに笑いながら応じるしかない。グレンは本を読み、先輩らにからかわれながら、じっと待っていた。

　――クトゥリフと、話ができる時を。




「あら、まだ疲れてるわね」

　グレンのいる個室に入ってくるなり、クトゥリフはそう結論した。

　顔を見るなり食い気味に言うが、グレンは一日しっかりと休んで体力も回復している。目に見えるほどの疲労はないはずだ。気分的には、このまま診療所に帰ってもいいくらいである。

　クトゥリフ・スキュル。グレンの師であり、大病院の院長。先日のドラゴン手術でも、自みずからの触しよく手しゆを犠ぎ牲せいにしてまで患者を救おうとした、立りつ派ぱな女医だ。

　今ではすっかり触手も再生し、これまでと変わらず院長としての日々を過ごしている。入院患者のベッドを回って体調を診みるのも重要な仕事なのだろう。

「いえ、もう元気ですよ。丸一日寝てましたから、そろそろ診療所に帰らないと」

「三日間は絶対安静。ライムから聞いてないの？」

　ライムとは、グレンの担当になったスライム看護師のことだ。近づくとほのかにライムの香りがするので、そんな仇あだ名ながついている。

「三日なんて大袈裟です」

「その答えは落らく第だい。貴方あなたね、サーフェがどうしてわざわざ中央病院に連絡してきたか、理由をよく考えなさい。それだけ疲れがたまっているのよ」

「いや、僕も医者ですから……自分の体調くらいわかりますよ」

　確かに過か剰じような労働の結果倒れたのだとしたら、絶対安静もありうる。三日どころか、場合によっては数週間休むこともあるかもしれない。

　だが、グレンにはそこまでの疲労感はない。

　食事も睡眠もとらなかったのは自分でも不ふ摂せつ生せいだと思うが――単なる寝不足なのだから、一日休めば十分だ。

　いつまでもサーフェに診療所を任せるわけにはいかない。

「そんなに暇ひまで退屈なら、頭の体操でもしてみる？」

「いえ、それより退院を」

「これから出す課題に正解できれば、体調は万ばん全ぜんと判断し、退院を認めてあげてもいいわよ」

「う……」

　クトゥリフがどこか意地の悪い笑みを浮かべる。退院を盾たてに取引を持ちかけている。

　しかし、これではっきりした。

　クトゥリフとて仮にも医者であり、本当に危険な状態の患者にこんな取引をするはずがない――ということは、やはりグレンはいつでも退院できるのだろう。ならば課題などいいから早く退院させてほしいのだが。

　課題。

　アカデミー時代、クトゥリフに課された様々な試験が頭をよぎった。彼女は隙すきあらばグレンの知識や技術を試そうとしてくる。

　独立し診療所を開いた今でも、それは変わらない。

「実はね、スカディから言われてしまったの。最近のドッペルゲンガー騒ぎについて、その正体を見み極きわめろ、と」

「ああ……」

　街を騒がす、ドッペルゲンガー。

　自分、あるいはよく知る人物が、本来ならいるはずのない場所に出現するという事件。

　つい先日、グレンもサーフェのドッペルゲンガーの噂うわさを聞いたばかりだ。

「ドッペルゲンガーというのはあくまで『現象』に過ぎないわ。知り合いが、いるはずのない場所に出現すること。魔族の中に、ドッペルゲンガーという名の種はいない」

「そう、ですね」

「ならばその現象を引き起こしているのは何者なのか？　ただの人間には難しいでしょうから、姿を真似る能力を持つ魔族が犯人かしらね？」

「それで……魔族の専門家であるクトゥリフ先生に、正体を調べろ、と？」

「ええ。スカディも面めん倒どうな仕事を押しつけてくるわ」

　自分も同じようなことをグレンにするのは棚に上げて、クトゥリフはそんなことを言う。

　グレンは、少し考えてみた。

　姿を自在に変えられる魔族は、確かに存在する。ならばその魔族が、ドッペルゲンガーという『現象』をもたらしているのだろうか？

「何者かの変装ということは……いや、ないですかね」

「ええ。顔や人相を変えるだけならば、人間の諜ちよう報ほう員いんがよく使うような技術を用いればいいでしょう。しかし魔族の肉体を他種族が真似ることは容易ではないわ。ある時はラミア、ある時はケンタウロスだなんて、変装の域いきを超えている」

「では、やはり魔族の特殊能力……」

　高度な変身能力。該がい当とうする種族はいくつかある。

「たとえばゴーストやファントムといった、霊れい体たい魔族が見せる幻まぼろしでしょうか」

「察しが早くて助かるわ。ええ、そう、霊体の見せる幻影であれば、その場に存在しないものを見せることができる。ただ幻げん術じゆつは私たち、医療従事者にとっては専門外よ」

「はい、仰おつしやる通りですね」

　グレンの専門領域はあくまで、科学的な医療である。

　魔術、呪じゆ術じゆつ、幻術といった技わざがあるのは知っている。それらを専門に扱う職業、研究機関も存在する。だが、その技術には客観性や再現性というものが極端に低い。

　グレンの学ぶ科学の基本は、『過程が同一であれば、いつ誰が実行しても同様の結果を得られる現象』を探求することだ。魔術や幻術にそれはない。つまり、ドッペルゲンガーが幻術を使うものなら、それはグレンらの専門外ということになる。

　ドラゴンのスカディは、魔術もある程度扱うらしいが――たとえばそれをクトゥリフやグレンが学んだとしても、同じように魔術を扱えるようになるとは限らない。魔術とはそんな不確定さをもった技術なのだ。

　仮にドッペルゲンガーの正体がその領分だとしたら、解決も専門家に任せるしかないだろう。

「他に、どんな可能性があるかしら？」

　師し匠しようの問いに、グレンはすぐに回答する。

　彼の頭には、昨日から担当してくれている看護師の姿があった。

「スライム族。不定形なスライムであれば、姿かたちを真似ることができます」

「正解よ。我々の知る限り、姿を真似るもっとも一般的な種族はスライムでしょうね。粘ねん度どが高く不定型な肉体を持つスライム族は、その形を変えることで他種族に擬ぎ態たいする。ただ、彼らの擬態は完全ではないわ」

　クトゥリフの口ぶりでは、彼女は既すでにその可能性を考えていたらしい。

　なにが頭の体操だ、とグレンは思う。ここまではクトゥリフの考えを後からなぞっただけのものだ。

　本番はこれから。ドッペルゲンガーの正体に、どこまで迫れるか。頭の体操どころか、一歩間違えば容易たやすく落第となってしまう、アカデミー時代の試験と同じだ。

「完全な擬態……？　というのは」

「それについて触れる前に、ちょっと資料を見てみましょうか。ドッペルゲンガー騒ぎで中央議会が集めた目撃情報よ。この資料によれば、ドッペルゲンガーの正体がスライムである、と単純に判断するのは早計よ」

　クトゥリフはそう言いながら、書類の束を持ってきた。

　あらかじめ用意してあるということは、初めからグレンにこの難問を与える気だったのかもしれない。釈しやく然ぜんとしないが、表情には出さず話の続きを待つ。

「じゃあ、順番に読み上げるわよ」

「はい」

「目撃情報その一――『ま、ま、街で知ってるマーメイドの子を見かけたから、勇気を出して話しかけようとしたら、に、逃げられたわ！　どうせ私なんか一つ目で怖くて知り合いにもすぐ逃げられるダメダメな』――長いから以下略。『キュクロ工房』の徒と弟ていさんの証言ね」

「先生、声こえ真ま似ねがお上手で……」

　匿とく名めい情報であったが、あっさり誰の証言か判わかってしまった。

　おそらくは知人の気弱なサイクロプスだ。

「続けるわよ。二件目はアルラウネの女性から。『我が農場にて議会代表を見かけた。珍めずらしい、代表自ら視察にでも来たかと思って挨拶したのじゃが、ろくに返事もせずさっといなくなってしまってのう。後で考えると別人のようじゃったの』――とのことね」

「これはアルルーナさん……？」

　議会の有力者アルルーナ。直接面識はないグレンではあるが、目撃場所が農場であることなどから彼女で間違いなさそうだ。

　どうやらドッペルゲンガーは、ドラゴンの姿さえも真似ることができるらしい。

「はいはい、詮せん索さくしないの。匿名情報よ？」

　クトゥリフはそう言うが、物真似の質が高すぎてほぼ匿名の意味がない。

「アルルーナ農場は、街の外ですよね……そんなところにまでドッペルゲンガーが？」

「ええ、そのようね」

「ふむ……」

　ドッペルゲンガーの行動範囲は、グレンが思った以上に広いらしい。

「最後は――『水路街近くで友人を見かけまして、飲みに誘ったんやけど逃げられた。お酒大好きなはずやのに……おかしい思って追いかけたんやけど、水路街に入ったと思ったら見えへんようになりました』――だそうよ」

　これはどうやらグレンの知るアラクネの証言のようだ。

　というかクトゥリフは声真似が本当に上手うまい。タコの一種には、ウミヘビやイソギンチャクにまで擬態する種がいるというが――それと関係があるのだろうか。スキュラ族は物もの真ま似ねが得意なのかもしれない。

「物真似か……」

　三種類の目撃証言。

　不思議なのは、どれも友人と勘かん違ちがいしていることだ。最初のケースでは、おそらくルララと。二件目ではスカディと。最後はサーフェと勘違いしている。どの話も、それぞれ友人と思って声をかけたが、逃げられてしまったという共通点がある。

　どの場合でも、物真似や扮ふん装そうのレベルを超えている。

「ふむ……」

　擬態と表現するべきだろう。

　グレンは先日の、闘技場での一件を思い出した。あの時、ローナが気づいた謎の影も、やはりドッペルゲンガーだったのだろう。誰よりもティサリアと親しいローナをして『お嬢様のように見えた』と言わしめるほど精せい巧こうに相手になりすます。

　このような魔族は――。

「解答は見えたかしら、グレン」

「いえ。まだはっきりとは。ただ、一つ聞きたいのですが……」

「なあに？」

「このように試験問題として僕に課すなら……クトゥリフ先生には既に、ドッペルゲンガーの目星がついているんですね？」

「ふふ……っ」

　眼鏡めがねを直しながら、クトゥリフは意味深に笑った。

　正答がわからずに問題を出す試験官はいない。

　こういう時のクトゥリフは、目線に怪あやしげな色が宿る。なにを企たくらんでいるのかわからない。深海の賢けん者じやとも称されるスキュラ族は、どこまで見通しているのだろうか。

「それはどうかしらね？」

「…………」

「では、さっきも言った『完全な擬態』についての講義をしましょうか。その前に、ちょっと外すけど、構わないわね」

　明確な解答を出せなかったグレンに、クトゥリフはそう返した。

　まだヒントを出してくれるらしい。

「……」

　グレンは思う。

　結局、クトゥリフがこうして問題を出しているのも、グレンをベッドから動かさないための時間稼かせぎなのだ。どういう形であれ、たとえ話題が他た愛あいないものであれ、グレンはベッドで横たわっているしかない。

　退院するには――。

　この話題を早々に終わらせ、満点の解答でもってクトゥリフを納得させるしかない。

「では、少しだけ休講よ」

　これは試験なのか講義なのか。

　学生の頃を思い出し、嘆たん息そくするグレンなのであった。




　――思えば、アカデミー時代は苦労の連続だった。

　それはそうだ。グレンは魔族医師として独ひとり立ちを目指しており、ありとあらゆる知識をクトゥリフから吸収しようとしていた。実家の反対を押し切り、魔族のアカデミーに入学したグレンにとって、医者になることが自分の存在意義だった。

　まさかアカデミーに、医者を目指すきっかけとなった少女――サーフェンティットがいるとは思わなかったが。

　しかし勉強のみに打ち込んでいたグレンには、およそ学友と呼べる者はいなかった。いや、サーフェとはまだ話したり、研究を共にしたりという時間もあったが。

（思えば――先輩方との交流はほぼなかったな……）

　グレンから避けていたつもりはない。

　しかし、最年少かつ最優秀だったグレンに対し、先輩らの嫉しつ妬とがなかったわけではないだろう。

　アカデミー時代はグレンもまだ十四歳。クトゥリフは露骨にグレンを可愛かわいがり、徹底的な教育を施ほどこした。

　グレンにとってアカデミーは、クトゥリフの無茶ぶりを受け止め、サーフェとともにそれを乗り切る。そういう場所だったのだ。

（もっと友達作っておけばよかったな……）

　たとえば。

　今、目の前にいるスライム看護師――ライムとも話しておけば良かった。ライムも姉弟子であったはずなのに、グレンは彼女のことをほぼ全く知らない。

　クトゥリフは休講を告げてから、病室を離れ、今度はライムを連れて戻ってきた。

　スライム族は他種の姿を真似ることに長たける。本来はアメーバのような生物でありながら、ライムのように人に似た姿を取ることを好む個体もいる。知能も高く、学習能力も相当なものだと言われている。ドッペルゲンガーの正体としてはまず候補にあがる存在だろう。

「なんデスかー？　じろじろ見てー、いやん」

「丁ちよう度ど、実験対象がそこらを歩いていたから連れてきたわ」

「あれ、実験対象!?　なにさせられるんデス!?　お給金アップとかじゃないんデスか!?」

「サボりの常習犯のくせに、よくそこまで言えるわね貴女あなた。ていうか例のサンプルの管理を任せていたのは貴女なのだから……減給されないだけありがたいと思いなさい？」

「そんナーっ!?」

　悲鳴を上げるライム。

　薄緑色の体組織は、よく見れば反対側が透けている。シルエットは人間だが、骨がないので腕も足もぐにゃぐにゃと曲がっている。

　ほのかに香るのは、仇名の由ゆ来らいとなったライムの匂におい。好物らしく、しょっちゅう食べているのだろう。消化中のライムの欠片かけらが、彼女の喉のどあたりに残っている。せめて見えない位置で消化してもらいたい。

　ゲル状の不定形物質で全身が構成されている特異な魔族――スライム族のライムは、自分がグレンの病室に連れてこられた理由までは把は握あくしていなかったらしい。

「ちょっとスライム族の講義をしたくて。貴女は教科書よ」

「わーお、隅すみ々ずみまで見られちゃうんデスね！　照てれますネ！」

　ぐねぐねと揺れる。比ひ喩ゆではなく全身をダイナミックに動かして照れている。

「さて……ええと、どこまで話したかしら」

「街の皆さんの証言を聞いたところです。ドッペルゲンガーは、親しい人でさえ欺あざむけるほど完かん璧ぺきな擬態をしている。そんなことのできる魔族がいるのか……という点で」

「そうね。擬態と言えばスライムだけど」

　グレンは改めて、ライムを見る。

　彼女は、人間の鋳い型がたに流し込んだかのように、輪りん郭かくだけは人間そっくりだ。だが、肉体は半透明のゲル状物質のまま。

「見ての通りよ。スライムは輪郭を真似ることはできても、親しい人を騙だませるような変身はできない。可か塑そ性せいの高い肉体を調整しているだけね」

　グレンは頷うなずく。それはグレンも理解していることだった。

「ライムさん、ちょっと申し訳ないですが、サーフェの真似をしてもらえますか」

「え。グレンくん、そーゆープレイがお好きデス？」

「なんの話ですか……」

「よくわからないデスが、了解デス！」

　ぐねぐねぐねぐね。

　ライムの全身が蠢うごめき、一瞬だけアメーバのごとき不定形生物の姿が現れる。緑色の半透明な肉体の内部には、さっきまで着ていた看護服や、消化途中だったライムまでもがまとめて浮いている。

　目も鼻も口も見えない。とても意思疎そ通つうができる生物のようには見えないが、このアメーバ状態でも普通に喋しやべったりする。そして――。

「変身……完了！　どんなもんデス？」

　サーフェが現れた。

　いや――正確に言えば、サーフェの輪郭を象かたどったスライムだ。着ている看護服はライムのものなので、印象は多少違う。しかし、シルエットは間違いなくサーフェである。ラミア特有の長い下半身も再現されている。

　しかし。

「見間違えることは……ないでしょうね」

「そりゃそーデス」

　サーフェの顔のスライムが、けたけた笑う。

　なにしろ、肉体が半透明のままだ。触れたら震えるスライムの肉体。サーフェの長い髪もそれらしく再現してはいるが、髪の毛を一本ずつ形成しているわけではない。体組織の性質上、とがった形状のものは再現できないのか、髪の先端は丸みを帯びている。

　街で出会ったとしても、一目でスライムの変身だとわかるだろう。

　喩たとえるならば――サーフェの鋳型に、緑色のゼリーを流しこんで作った菓子細ざい工くだ。

「さ、グレン先生。いいことしまショ？」

　サーフェ＝ライムが、しなをつくりながらそんなことを言う。

　残念ながら声こわ色いろもライムのままであり、物真似としても落第点だろう。声真似においてはクトゥリフのほうが何倍も上手だ。

「見ての通り――スライムは他人の姿を真似ることはできるわ。けれどそれは、決して家族、友人と見間違えるほどにはならない。スライムは形を変えても、体組織はスライムのまま。この半透明の体はどうにもならない」

「声せい帯たいを喉に作って喋ることくらいはデキるデスよー」

「それだって不完全だから、貴女の大陸公用語は変なのよ」

　本来は口も耳もない不定形生物がスライムだ。肉体全体で食料を取り込み、体内で直接消化していく。一応、人間形態では声帯や鼓こ膜まくの形を再現することで会話をしているわけだが。

「導き出される結論は？」

「ドッペルゲンガーは……スライムの仕し業わざではない」

「と、すると？」

「未いまだ幻術という可能性は残っていますが……そうでないのならば」

　グレンは言うべきか迷ったが――やがて。

「未知の魔族が街にいる可能性があります」

　わーお！　とライムが緊張感のない声を出す。

　実は、魔族というのは一枚岩ではない。

　各種族で集まり、村を作ったり、商売をしたり、遊牧をしたり。時には傭よう兵へいになったり――それぞれの種族に適した生き方をしている。人間領に住む人間は、極東の貴族が統治しているが――リンド・ヴルムから西の大地では、全魔族を束ねて指揮する王はいない。

　先の戦争でも、人間らに攻め込まれぬよう、敵の敵は味方として、魔族たちは連合して戦ったのだが、戦争が終わると同時に、その連合も解散となってしまった。

　逆に言えば。

　魔族領のどこかに、未知の魔族がひっそりと暮らしていてもおかしくはない。

「うん。そうね……七十点かしら」

「むう」

　グレンは呻うめいた。

　クトゥリフの採点が不満だったのではない――自分の推すい論ろんに甘さがあることを、グレン自身も自覚していたからだ。

　ただ未知の魔族がいるというだけでは不足だということだ。おそらく既にある情報だけでも、その魔族の詳しよう細さいを推測することができるのだ。

　どうやら、クトゥリフと同じ答えに辿たどり着かなければ、満点はもらえないようだ。

「知らない種族ですか！　なんかワクワクしますネ！」

「……ええ」

　ライムがもういいだろうとばかりに、サーフェの変身を解いて、元の姿に戻った。

　スライム族でもない、変身能力を持つ存在。街のどこにでも現れ、擬態した姿を見せるというのに、特になにをするでもなくどこかに消えてしまう。

　クトゥリフは自分になにを求めているのだろう。

　なにを解き明かせというのだろう。

　ドッペルゲンガーの種族？　目的？　正体？　それとも――。

　グレンは考える。そもそもドッペルゲンガーが街の噂になったのはいつからだったか。話題にのぼりだしたのは先月から。そう、ちょうど、スカディの手術が一段落したくらいの時期であったか。

　――手術？

「ライムさん」

「ハイ」

「ちょっと外してくれますか」

「ギャー！　まだグレンくんから拒絶発言!?　サーフェちゃんの真似したのに！」

　ゲル状の体がぶるぶる震えて抗議した。

「ライム。給料引くわよ」

「すぐ出ますデス！」

　ずるん！　と素早い動きで、スライム看護師は病室を出て行った。クトゥリフの一言は容よう赦しやがない。

　ライムには申し訳ないが、グレンが導き出した結論は、みだりに人に聞かせられるようなものではなかった。クトゥリフもそれを察して、ライムを遠ざけてくれたのだろう。

「答えが出たかしら？　では」

　ぬるり、とクトゥリフが触手で、グレンの頰ほおを撫なでる。

　スカディの手術の際、彼女の触手をやむを得ず切り落とす事態になってしまったが――再生力に優すぐれたスキュラ族の触手は、一ひと月つきですっかり元通りになっていた。

「採点の時間よ」




「ドッペルゲンガーの特徴を振り返ります」

　グレンの話を、クトゥリフは微笑を浮かべながら聞いている。

「一つ。変身、擬態の能力。証言によれば、親しい人が見ても違いがわからないほど精巧。これは変身することで有名なスライム族をも上回る、驚異的な能力です。この一点をもって、僕は未知の魔族がリンド・ヴルムにいると考えました」

「続けて」

「二つ。変身する以外に行動を起こしていないこと。目的が不明なこと。証言は全すべて『ドッペルゲンガーを見かけた』点と、『声をかけようとしたらどこかへ行ってしまった』点で共通しています。少なくともドッペルゲンガーは、街の人に対して、親しくすることも、害を成すこともしていない――あくまで現時点では、ですが」

「あら、そこに着目したのね」

　クトゥリフはくすくす笑う。彼女はいつだって、弟子の成長が楽しみで仕方ないのだ。だからしょっちゅう試す。試験を乗り越える弟子を見るのが、彼女の娯ご楽らくだ。

「擬態する。けれどそれ以外になにもしない存在。それがドッペルゲンガーの特徴です。そして僕は……いえ、僕らは、そんな存在に既に出会っていました」

「なにかしら」

「――心臓です」

　一月前の、スカディの心臓手術。

　心臓の切除は無事に完了した。

　だが――グレンにとっては、必ずしも納得のいく結果ではなかった。かのドラゴンに巣す食くっていた、心臓の正体を解き明かすことができなかったからだ。

　心臓病の原因――あの偽にせの心臓は、そもそもなんだったのか。

「あの心臓こそ……擬態した魔族だったのではありませんか？」

「根拠は？」

「スカディさんに取りついていた心臓は、見た目は本来の心臓と一いつ切さい変わりありませんでした。ただの腫しゆ瘍ようが自然に心臓の形をとることはありえない。意志を持つ何者かが擬態したと考えるのが自然ですし、そう考えた場合、ドッペルゲンガーの現象と一致します」

　そもそも手術中から、違和感はあったのだ。

　あの心臓は、あまりにも心臓らしすぎた。

　スカディの体をむしばむ病魔だというのに、スカディの心臓と寸すん分ぶんたがわず――ただし、肋ろつ骨こつの上という、本来ありえない位置に存在していた。

　ありえない場所に、あるはずのない心臓がある。

　まさしくドッペルゲンガー現象だ。

「さらに言えば、ライムさんから、例の切除した心臓が消えたという話を聞いてしまいまして」

「ああ……そうだったの。それは残念だわ。大ヒントじゃない。その話を聞かずに、答えに至ってほしかったのだけど。でもまあ、それはそれで、グレンの幸運と考えましょうか。素晴らしいわ、グレン・リトバイト。満点をあげましょう」

　クトゥリフは優秀な弟子を褒ほめ、にこりと微笑ほほえんだ。

　スカディの切除した心臓が、意志をもって動き、リンド・ヴルムにてドッペルゲンガー現象を引き起こしている。

　この結論が、クトゥリフの辿り着いた解答であり、グレンに求められていた答えそのものだったのだ。ヒントは少なかったが、なんとかなったらしい。

「……では、どうするのですか。ドッペルゲンガーがスカディさんの心臓だと判っているなら、こちらでもなにか対策を」

「え？　なにもしないけど？」

　しれっとクトゥリフは告げる。

「私は推論を、そのままスカディに伝えるだけよ。あとは心臓の試料サンプルを喪そう失しつした件について報告書をテキトーに書いて議会に提出。あとのことは議会に任せるわ。ま、引き続き頼みごとがあればスカディのほうから言ってくるでしょ」

　残りは知ーらない――とクトゥリフは笑う。

　確かに心臓を逃がしたことについては、重大な責任問題であるが――切除した心臓は、どうやらただの心臓ではないようだ。未知の魔族であったとなれば、この事態を予見することは難しかっただろう。

　ドッペルゲンガー騒ぎは、もはや病院の手に余る。

　――それは確かなのだが、クトゥリフの態度からはやる気も使命感も見いだせない。決して情のない、無責任な性格ではないのだが、それを態度に出さないから誤解されてしまうのだ。クトゥリフにとっても損そんだろう。

　だから。

　ちょっとその点を指し摘てきしてみたくなったグレンだった。

「いえ――それはマズいと思いますよ、先生」

「あら？」

　クトゥリフが意外そうな顔をしてみせた。

　あるいはそれは、長い付き合いのグレンだから読み取れた表情だったかもしれない。

「私に意見をするの？　一体なにがマズいのかしら」

「スカディさんが求めているのは、ドッペルゲンガーの正体を知ること――だけではなくて、ドッペルゲンガーの騒ぎを収拾させることですよね」

「それこそ議会代表のお仕事。医者の領分じゃないわよ」

「……そう、ですね。でも、僕たちもこの騒ぎと無関係ではいられません。なにしろ診療所にも、ドッペルゲンガーを見たことで体の不調を訴える人が増えているんですから」

　う、とクトゥリフが呻うめいた。

　そもそも、グレンの過労の原因もそこにあるのだ。その多くは思い込みや錯さつ覚かくに過ぎないが、得え体たいの知れないドッペルゲンガーの話が広がるほどに、不調を訴えるものは増えていくだろう。

「……患者が増えるのは……確かにマズいわね」

　常つねに激務のリンド・ヴルム中央病院。

　真に体調を崩くずしたものであれば全力で治療に当たるが――ドッペルゲンガーの噂に惑まどわされ、どこも悪くないのに体調不良を訴える患者が増えるのは、クトゥリフとしては避けたい事態に違いない。

「ならばどうするというの。事態収拾に関して手がかりが？」

「あります」

「…………なんですって？」

　さすがにこの返答は予想していなかったのか、クトゥリフは啞あ然ぜんとした。

「ドッペルゲンガーが何者か、という点に関してはこれ以上の考察はできません。スカディさんも、どうにかドッペルゲンガーと接触し……可能ならば、逮捕する気だと思うのですが……」

　リンド・ヴルムにおける逮捕権は、議会直ちよつ轄かつである警けい邏ら隊が有している。

　ドッペルゲンガーが魔族ならば街の条例が適用されるはずで、いたずらに街を騒がしたとなれば騒乱罪による逮捕も十分ありうることだろう。ただ、これはグレンの想像であり、警邏隊を指揮できるスカディがどこまで考えているかはわからない。

　そもそも、ドッペルゲンガーが逮捕できるような相手か、という問題もある。

「逮捕拘こう束そくはともかく、対話や説得は試こころみる気でしょうね、スカディは」

「では、とにかくドッペルゲンガーの居場所を見つける必要がありますね」

「それができないから、スカディも困っているんでしょうよ」

　そうか。

　スカディも気づいてはいないのか。それとも、気づいてはいても確信まで至っていないのか。ドッペルゲンガーを見つけていない事実を考えれば、前者の可能性が高い。

「手がかりは水です」

「水……？」

「先ほどの証言、全て水に関するものがありました。マーメイドを見かけた証言。水路街での目撃証言。どちらも水に関係しています」

「待って。ちょっと待ちなさい。農場は？　水なんて――」

　クトゥリフの指摘は鋭い。

　だが、指摘した本人が途中ではっと気づいたように、声を上げた。

「用水路……」

「そうです。農場には、作物を育てるために水路を引いていますよね。だからドッペルゲンガーは水と大いに関係が――」

「いえ、違うわきっと。その推測では点はあげられない」

　クトゥリフが首を振った。

「スカディは、街での全ての証言を集めていたわ。水の近くにしか出没しないなんて話は聞いていないし、実際、水に無関係な場所でも証言はあったはず。出現箇所が偏かたよっていれば、すぐにスカディが気づくでしょう。だからグレン、その推測は――」

「先生、僕は水の近くにしか出没しないとは言っていませんよ」

「……え？」

　やはりスカディは、気づいていないのだ。

　グレンはずっと考えていた。ドッペルゲンガーは、何故神しん出しゆつ鬼き没ぼつなのか。街の住人に擬態していたとしても、不ふ審しん人物がいれば、網あみを張っているであろう警邏隊にすぐに捕まってしまうはずなのだ。

　では、ドッペルゲンガーは何故捕まらないのか。

「おそらく、ドッペルゲンガーは水路や川を使って移動しています」

「……何故わかるの？」

「これだけ目撃情報があるにも拘かかわらず、警邏隊に捕まっていないことがその証拠です。警邏隊所属の水すい棲せい魔族の数はさほど多くないですよね？　ドッペルゲンガーを探すのに、水中は盲点になっているはず。警邏隊の隙をついています」

「グレン、待ちなさい。その理屈だと」

「ええ――ドッペルゲンガーは、明らかに警邏隊から逃げています」

「……！」

　ただ目的もなく擬態をするだけの生物――ではない。

　ドッペルゲンガーは、警邏隊の目を逃れて動いている。そのために、移動経路を水路に限定しているのだ。水路ならば警邏隊の目が少ないことを、理解している。

「実は先日、闘技場でドッペルゲンガーを目撃しました。ティサリアさんの昇格の時です」

「ああ、スカディが乱入したアレね――って、闘技場に侵入したの？　警備は厳重でしょう」

「そうなんです。警備員が交代するタイミングや、死角となる通路を理解していたとしか思えません。警備員から逃げているどころか、裏をかいて行動しています」

　軍の諜報員のような行動だ。まったく無駄がない。

　ドッペルゲンガーは侮あなどれない知性を有している。闘技場の警備さえ搔かい潜くぐったのであれば、おそらくリンド・ヴルムの警邏隊も。

「警邏隊の人員の配置、交代時間、巡回路、全て把握している。それらの裏をかいた結果、水路を使って行動している、ということね」

「はい。どうしてそれを知っているのか、という点は疑問ではありますが。水路街ほどではなくとも、大小の水路がリンド・ヴルムの至るところにあります。ドッペルゲンガーが神出鬼没なのは、それも理由でしょう」

「……スカディに伝えたほうがいいわね」

　本当に、単一の魔族の仕業なのだろうか？

　街全体にいるはずの警邏の動向を把握し、分ぶん析せきする。そんなことが可能なのだろうか。それこそ諜報部隊のような、集団でなければ不可能ではないのか。

「今はまだ、ドッペルゲンガーが直接誰かに危害を加えたという話はないですが……警邏隊の目を盗んでいるなら、そうなる前に確保しておきたいですね」

「いいえ、グレン。それは甘いわ。アレはすでに、危害を加えている」

「……え？」

　目撃証言にそのような話があっただろうか。

「なにを言ってるのよ。スカディに寄き生せいしていたのを忘れたの。ドッペルゲンガーに害意があったかどうかはともかく……自発的に病院を抜け出したのは確かよ。スカディの主治医として見過ごせないわ。誰かがスカディと同じような病やまいに罹かかることもね」

　グレンは安心した。

　無責任などとんでもない。彼女は大手術のあとも、スカディの身を案じている。そして今も、ドッペルゲンガーが同じような患者を生み出すことを危き惧ぐしている。

　医者としての矜きよう持じは、クトゥリフにもまた存在している。

　――ならば最初から「残りは知らない」などと言わずに、ちゃんと話してくれればいいのに。そんなだから怠なまけ者の医者と誤解されてしまうのだ。

「ドッペルゲンガーの行動を絞しぼれたのは大きいわ。スカディも喜ぶわね」

「はい、上手うまく運ぶといいのですが」

「グレンも、スカディからなにか要よう請せいがあれば協力してあげてね」

「……努力します」

　グレンは頷いた。それはもちろんのことだ。

　スカディの病の原因であったとなれば、決して放置しておいていい問題ではない。

「そのためにも……先生。僕は一刻も早く退院しなくてはならないのですが」

「ああ、そのことなのだけど……グレン」

　クトゥリフは、ずるりと八本の触手をグレンに伸ばしてきた。

　嫌な予感がした。

　アカデミー時代の経験が、グレンに警告を発した。

「まんまと正解されてしまうどころか……私が考えようともしなかった水路の存在に気づくなんて。成長したわねえグレン。それとも私が年をとったのかしら」

「い、いえ、ただ観点の相違が」

「でもグレン。貴方には休息が必要なのよ。どうかゆっくり休んで」

「や、約束が違います！」

「ええ。私は噓つきで約束を守らない、酷ひどい女なの」

　臆おく面めんもなくクトゥリフが言い放つ。

　グレンはベッドから飛び降り、クトゥリフの魔手から逃れようと走った。が、グレンの貧弱な身体能力より、伸しん縮しゆく自じ在ざいのクトゥリフの触手のほうが何倍も速かった。

「うっ、くっ」

「なんだったら添い寝してあげるわよ。ええ、院長としてね」

　粘ねん液えきにまみれた触手が、グレンの足を摑つかむ。

　足を取られ、あわや転倒するかと思ったが、そんなグレンの胴を別の触手が支え、そのままがっしりと巻きついてきた。こうなるともはや、クトゥリフに身を任せるしかない。苦痛よりも、懐なつかしさが先に来る。

　自慢ではないが。

　グレンも職業柄、色々なものに巻きつかれる経験があった。

　例たとえばサーフェの蛇へびの体。アラーニャのクモ糸など。だが、グレンが人生でもっとも多く巻きつかれたのは、なにを隠そうクトゥリフの触手である。

　吸盤が痛いほど吸いついてくる触手は、グレンにとってはアカデミー時代から馴な染じみの感触なのであった。

「最初から……約束を守る気はなかったのですね」

「ええ。ドッペルゲンガーの難問で、グレンが頭を悩ませてくれればいいと思ってたのよ。その間はベッドで大人しくしてくれると思ったから。でも……こんなに早く答えてしまうなんて。それも私の予想以上の答えで。百二十点よ、グレン」

　一日もかからず正解するとは思わなかったらしい。

　グレンは触手に絡からめ取られ、ベッドへと引き戻される。スキュラ族の触手は筋肉の塊かたまりであり、振りほどくことは容易ではない。

　というか入院着が粘液で濡ぬれるのであまりべたべた触るのはやめてほしい。

　グレンは抵抗を試みるが――グレンが抗あらがおうとするほどに、触手も巻きつく力を強めてきた。

「だぁめ」

　クトゥリフは、グレンの抵抗など児じ戯ぎとばかりに笑う。

「暴れる悪い子には、子こ守もり唄うたを歌ってあげましょうか」

　うじゅる、と音を立てながらの移動。クトゥリフがグレンに顔を近づけた。伸縮自在の触手は、クトゥリフの体を運ぶのにも一役買っている。

　そのままクトゥリフは、両腕でグレンを抱ほう擁ようした。

　――というよりも、前から羽は交がい絞じめにしてそのままベッドに押し倒したのだ。

　触手は腕から外されたが――かといって、全身を乗せてくるクトゥリフを、グレンの細腕ではどかせない。

「せ、先生……重いですよ」

「失礼ね」

「いや、でも」

「医学ばかり仕込んできたせいで、女性に対する扱いは教えてこなかったわね。いい機会だから、この場でみっちり教えてあげましょうか」

　クトゥリフのスカートから覗のぞく、触手同士の合間には水かきのような膜まくがついている。

　この膜がまるで布ふ団とんのようにグレンに覆おおいかぶさった。小さなテントのようにさえ見える。

　ひんやり冷たく、その感触は妙なクセになってしまいそうだ。

「もう少年ではないけれど、同じように愛してあげるわ」

　年とし端はのいかない少年ばかり『食べて』いたというクトゥリフ。

　顔を寄せ、恋人のように囁ささやいた。自分はサーフェに散さん々ざん、診療所での睦むつ言ごとを禁止していたくせに――部下たちが見てない病院の個室で、こんなことを言ってくるのだ。

「せ、先生。まさか患者にもこんなことしてないでしょうね……」

「む。失礼ね。お気に入りの子が来ても手は出してないわよ……最近は、ね」

　だんだん腹が立ってきた。

　本当に自分勝手な師匠。好き放題の行動をして反省もしない。

　約束を反ほ故ごにし、仕事中にも拘わらずグレンを押し倒してくる。療養しろと言いつつ、グレンを触手で拘束してくる。

　――師匠であればこそ、今までの暴ぼう虐ぎやくも甘んじて受けてきたが。

　グレンは決めた。

　今度という今度は、少し反省してもらわねばならない。

「えい」

　グレンは、間ま近ぢかに迫ったクトゥリフの眼鏡をとった。

「あら？」

　幸い、両手は既に自由だ。腹から下は、クトゥリフの触手でベッドに押さえつけられてしまっているが。

「なあにグレン。眼鏡をとったら逃げられると思った？　残念ね、私は近眼だけれど、触手があれば目をつむっていたって貴方の居場所が……」

「ええ、そうでしょうね」

　別にクトゥリフの視界を奪いたかったわけではない。

　単に、これから攻撃するにおいて――眼鏡が邪魔だっただけだ。

「先生、失礼」

「？　なっ――みぎゃあああああああっ!?」

　グレンが、すっと。

　クトゥリフの無防備になった眉み間けんに触れた。

「なっ、グレっ、貴方――ひぐぅっ！」

　クトゥリフの声が、狭い室内に響く。

　聞いたことのない甲かん高だかい声。もしこの様子を見ているものがあれば、一体何をしているのかと思うだろう。

「んんぁぁぁぁっ!?」

　グレンがクトゥリフの両目の間に触れるたびに。

　クトゥリフの体が、びくびくんと跳はねる。

　グレンはただただ、軽く突つついているだけだというのに、クトゥリフは激しい刺激を受けたように、全身を痙けい攣れんさせる。触手はびくんと跳ね、先端までその筋肉を突っ張らせてから、だらりと弛し緩かんする。

　魔法でも使っているようだが、グレンは顔色一つ変えていなかった。

　つんつん。

「んぁっ！　ふああぁ！」

　つんつんつんつんつんつん。

「ひぐぅ！　ひぎっ！　んおっ！　くひぃ！　んあああっ！」

　クトゥリフの痙攣は止やまない。

　既に彼女の全身は、硬直と脱力を繰り返すことで、グレンでさえ押しのけられるほど力を失っていた。グレンは覆いかぶさるクトゥリフから抜け出す。

　今度は脱力したクトゥリフがベッドに寝そべる形になった。

「はあっ……はぁ――――っ！　ぐ、グレン……私にこんなことをして、あ、後でどうなるかわかっているんでしょうね……！」

「はい。たしかに後が怖いのでもう少しやっておきますね」

「え、ちょ、嫌――んほぉぉぉぉううっ!?」

　クトゥリフは、グレンも聞いたことのないような声をあげ、為なす術すべなくされるがままであった。

　何故こんなことになってしまうのか。

　たかが眉間を突いた程度で、クトゥリフは何故全身に及ぶ痙攣を繰り返すのか。

　その答えは、スキュラの高度に発達した神経系にある。

「スキュラ族の触手は、まるで独立した生物であるかのように、複雑で繊せん細さいな動きが可能です。それを達成しているのは、体の各所に存在する、神経の塊――つまり、副ふく脳のうですね」

「んんんっ！　わ、わかってる！　そんなことわかってるわよぉ！」

「そして、副脳の一つは眉間にあります」

　スキュラの上半身は骨で支えられている――が、実は硬こう骨こつはない。

　肉体を支えているのは全て軟なん骨こつだ。下半身に至っては筋肉のみでできている。上体が人間に近しく見え、機能的にも問題はないとしても――スキュラの本質は軟体動物である。

　逆に言えば、スキュラ族の軟骨は、軽くて丈じよう夫ぶであり、脳や内臓、神経を外敵から保護する。あるいは重力に逆らい体を支えられるほどに強きよう靭じんな軟骨であるということなのだが――。

　しかし、スキュラの眉間は、比較的守りが弱い。

　グレンくらいスキュラの構造を知り尽くしたものが、眉間に触れると――コリコリとした軟骨の下にある副脳へと、直接刺激を与えられるのだ。

「おっ！　おほぉおぉぅっっ!?　お願いぃぃ！　グレン、もうやめてぇぇ！」

　既に涙目の悲鳴であった。

　副脳を刺激されただけで、スキュラは触手の制せい御ぎよを失い、全身が痛みとも快感ともつかない強烈な感覚に襲おそわれる。クトゥリフが眼鏡をかけているのは、この弱点を守る意味もあることを、グレンは知っていた。

　クトゥリフはベッドに涙目で横たわったまま、弛緩した口からわずかながら唾だ液えきを垂たらしている。反論することさえままならない。

　触手はもはや、だらりと八方に投げ出されている。触手を繊細に操作するはずの副脳に刺激を与えているので、触手が制御を失うのは当然であった。

「ちょっと楽しくなってきました、先生」

「んんぅぅぅっ!?　こ、この外げ道どうっっ！　アンタ実は加か虐ぎやく趣味――んぎゃひぃぃぃぅっ!?」

　びくびく跳ねるクトゥリフを見て、グレンはまた、ついつい眉間へ刺激を加えてしまう。

　――グレンが何気なくやっているこの技は、実は決して安易にできるものではない。その事実に、グレン自身も気づいていない。

「んっ！　んんっっ！　あっ！　はーっ！」

　軟骨とはいえ、眉間の副脳も、軽くて丈夫な骨に守られている。

　その骨を越えて刺激を与えるとはいっても、ただ強くするだけではいけない。過度な刺激は痛つう覚かくとなり、反射による手加減なしの攻撃が飛んでくる。

　グレンは副脳に対し、激しい責めではあるが、防ぼう衛えい本能を呼び起こさない程度の――実に微妙なさじ加減の刺激を与え続けているのだった。

　グレン本人も無意識の妙みよう技ぎであった。

「んん！　ひい！　んひぃ！」

　びくびくと跳ねる触手が、クトゥリフの動揺を伝えるように、色を変えていく。濃い赤から、ほぼ白に近いピンクにまで。

　スキュラの触手はタコと同様、その色を変えることができる。筋肉を緩ゆるめると濃い色に、筋肉を縮ちぢめると色が薄くなる。筋肉は弛緩と収縮を繰り返して、その色を様々に変えていく。

　涎よだれを垂らすまいと口を閉じているクトゥリフだが、その表情以上に、色の変わる触手が正直にこの『お仕し置おき』が効きいていることを示しているのだった。

　そして――。

「あーっ！　はっ……あー……んんんぁ……！」

　気づけば。

　クトゥリフはすっかり虚うつろな目で、その肢し体たいをベッドに投げ出していた。

　度たび重かさなる刺激に、体力がついていかなかったのだろう。触手はわずかにびくびくと跳ねるが、もはや立ち上がる力さえ残ってないようだ。グレンは眼鏡をクトゥリフに返し、『お仕置き』を終わりにした。

「ぐ、グレンてば……テクニシャン……なんだから」

　グレンもさすがにやりすぎた、とは思ったが。

　一方で、クトゥリフはこれくらいしないと懲こりてくれないだろう、とも思った。元々、マイペースな部分が多々ある女性だ。

　これで少しは、グレンを振り回すことも減ってくれればいいのだが。

「では、退院を認めていただけますね」

「し、仕方ないわ……ていうか、動く気力がない……から……」

　副脳を徹底的に刺激した以上、触手を動かせるようになるにはもう少し時間がかかるだろう。グレンが診療所に戻っても、それを咎とがめる者はいない。

「成長しているようで嬉うれしいわ、グレン……」

「はあ、どうも」

「でも……私を出し抜いたくらいで……好いい気になってはダメよ。このままなんの問題もなく……仕事できるなんて思わないことね……」

　負け惜おしみだろうか。

　クトゥリフはそれだけ言うと、力尽きたのだろう、くたりと寝入ってしまった。

　院長の許可も出たのだから、グレンとしては診療所に帰るのみ。仕事は全てサーフェと妖精が肩代わりしているだろうから、グレンは急ぎ戻って彼女たちの負担を減らさねばならない。
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「なんなんだろ……」

　すうすう寝息を立て始めたクトゥリフ。

　初めて師匠に一杯食わせたことよりも――彼女の謎の捨すて台詞ぜりふが気になって仕方のないグレンであった。




　中央病院から徒歩で戻ると。

　既に時間は夕刻であった。一日半も診療所にいなかった計算になる。

「お待ちしていましたよ、先生」

　出迎えてくれたのは、優秀なる助手のサーフェ――なのだが。

　何故か、彼女はその長い下半身でもって上体を持ち上げ、グレンを見下ろしていた。彼女の頭は天井に届きそうだ。

　しかもサーフェの表情は――いつになく硬かたい。カエルを睨にらみつけるヘビの視線だ。

「あ……あの、サーフェ」

「聞きましたよ先生。絶対安静と言われたのに、クトゥリフ先生から強引に退院の許可を取ったそうですね。三日間は入院してなければならない状態だったとか」

「なっ、え？」

　グレンは焦あせる。なんでそれを知っているのだ。仮に病院の職員から聞いたとしても、病院から寄り道せずに帰ってきたグレンより情報が早いなんて。

「妖精さんを一人つけておいて、正解でしたね」

　サーフェが、掌てのひらを広げると。

　その上に、妖精がぴょんと飛び乗った。サーフェが心配のあまり、グレンを見張らせていたのだろう。

　素早い妖精ならば、グレンなど容易く追い越して、診療所に報告を持ち帰ってしまうだろう。

「い、いや、サーフェ。退院の許可はちゃんとね、クトゥリフ先生からもらってね」

「ええ。ええ。存じていますとも。なんでもクトゥリフ様の眉間を攻撃することで出し抜き、強引に得た退院許可だとか。いけませんよ先生、医療に携たずさわる身でありながら、医者の判断を軽視するなど」

　全て筒抜けであった。

　サーフェの手の上の妖精は、相変わらず表情が読めないが――なんとなく得意げに見えたのはグレンの気のせいだろうか。

「しかし退院してしまったものは仕方ありません」

　サーフェははあ、とため息をつく。

「え？」

「曲がりなりにも、クトゥリフ様とて院長。彼女が退院を認めたのならば……たとえグレン先生が卑ひ怯きようでいやらしい手を使ったとしても、今さら病院に戻るわけにはいきませんね」

「そ、そうだよ。ほら、それに仕事がたまってるからさ」

「……では、お選びください」

　サーフェが手に持っているのは、注射器であった。

　中にはなにかの薬剤が充じゆう塡てんされている。サーフェの顔はまったく笑っていない。

「あと一日、大事をとってベッドでしっかりと療養するか――それともこのオーガ族さえすぐに眠らせる私の特製麻酔薬を打って、強制的に眠るか、どちらがよろしいですか」

「えっ……いや、え？」

「逃げても無駄ですよ。この麻酔薬、ダーツに塗って投とう擲てきできますから。誰であろうと一瞬でコロリです」

　そんな強力な魔族用の薬を打たれてしまえば、休むどころか永眠であろうと思われた。グレンのようなただの人間には劇薬だ。

　サーフェの脅きよう迫はくに、グレンが逆らうことはできそうになかった。

「い、いや、あの」

「どちらですか。さあ、ご決断を」

「あの」

「さあ」

　有う無むを言わせぬサーフェの視線。

「ええっと……はい……大人しく……寝てます」

「是ぜ非ひともそうしてください。医者だって病気になる。疲れもする。自分だけが特別などと思わず、ご自愛してくださいね」

「はい……今回は、僕が悪かったです」

　殊しゆ勝しような様子を見せると、サーフェがようやくにこりと笑った。

　クトゥリフには、こうなることがわかっていたのだろうか。だからグレンをあっさり帰したのかもしれない。診療所のほうが、中央病院よりもよほど厳重な監視がついているとわかっていたから。

「仕事は私が済ませておきます。ごゆっくりお休みください」

　サーフェが言う。

　ヘビが鎌かま首くびをもたげたような姿勢は変わっていない――サーフェが目線を下げてくれるのは、きっとグレンがしっかりと療養した時だろう。

　グレンは観念し、自室へと戻るのだった。




　――その後。

　ほぼ丸一日、グレンはベッドで休みながら、考えていた。

　ドッペルゲンガーのこと。

　ドッペルゲンガーが、スカディの心臓であることはわかった。それは街の何処どこかにいて、街の住人たちの姿を模も倣ほうしていることも。ドッペルゲンガーには意思がある。

　どのような意思だろうか。

　スカディの時のように、また魔族の体に巣食うのか。だが、そんな症例の報告はグレンのもとには来ていない。そんな患者がいたら、まず医者の耳に届くだろう。

　では。

　模倣ばかりを繰り返すドッペルゲンガーは、その意思で最終的にいったいなにを成そうとしているのだろう。

　なにを――考えているのだろう。

　ベッドで休みながらも、グレンはそんなことばかり頭を巡めぐらせていた。

　つくづく、休養することに慣れていない、不ふ養よう生じような医者なのであった。














　症例４　魔改造のフレッシュゴーレム









　リンド・ヴルムは、巨大な外壁に囲まれた街である。

　かつて要よう塞さいであったリンド・ヴルムには、オーガやミノタウロスのような巨大魔族の侵しん攻こうにも耐えられるようにと、見上げるほどの高さの防壁が造つくられている。

　街壁で区切られた内部が、リンド・ヴルムの中心部ということになるが――行政区としては、壁の外側にあるハーピーの里や、『アルルーナ農園』などもまとめてリンド・ヴルム市として区分されている。

　壁の内側と、壁の外側。

　リンド・ヴルムであっても、中と外では、少々事情が異なる。

　中と外を繫つなぐ門もやはり巨大だ。外壁に合わせた作りになっている。かつては人間だけが通れる大きさだったらしいが、リンド・ヴルムに魔族も住むようになってからは、どのような種族でも通れるように改修されたらしい。

　グレン・リトバイトはその日、街の北門へと足を運んでいた。

「おお……」

　門での賑にぎわいを見て、グレンは思わず感かん嘆たんの息を吐いた。

　市街の境さかいとなる門では、多くの住人たちの喧けん騒そうが聞こえてくる。出入りの商人たちや、それを検査する門番、衛えい兵へいら。品物を見定めているのは税ぜい官かん吏りだろう。

　リンド・ヴルムは食料に対して関税が安いため、大陸各地の特産品を持ち込む商人が多い。門番や衛兵たちは武器や毒薬など、危険なものが持ち込まれることがないよう厳きびしく検査している。

　逆に出ていく商人もいる。リンド・ヴルムからはメロウ水路街のガラス製品や、サイクロプス製の刃物、アラクネの織おり物ものなどが各地で取引されているという。

　武装したケンタウロスの一団もいるが、あれは『スキュテイアー運送』の誇るキャラバン隊だろうか。彼らは品物を運ぶだけでなく、途中で荷物を狙ねらう野や盗とう、山さん賊ぞくなどから荷物を守ってくれるため、大変信頼されているという。これから山を越えて、長距離輸送に出るところだと思われた。

　旅行者、観光客と思おぼしきものたちもいる。北門や西門を出ると魔族領に繫つながる山道があるので、山越えを苦としない魔族らはこのルートでもって旅行に来るという。闘技場や水路街など、観光業はリンド・ヴルムでも重要な産業となっている。

「グレン医師」

　そんな関せき所しよの様子を眺ながめていると、声をかけられた。

　待ち合わせの相手だ。

「すまない、待たせただろうか。最近、色々と立て込んでいてな」

「いえ、僕も今来たばかりですから」

「そうか？　――ならいいが」

　苦く無ない・ゼナウ。

　死体を繫げて作られた、フレッシュゴーレムの女性。

　議会代表スカディの護ご衛えいであるが、最近は、元気を取り戻したスカディに振り回されることが増えているらしい。そのせいか、あまり顔色も良くないようで――いや、顔色が悪いのは元々であったか。

「過労で入院したと聞いたが、もういいのか？」

「そもそも、そんな大げさな話ではありません……サーフェもやっと許可を出してくれましたから、もう大丈夫です」

「サーフェか」

　苦無は目を細めて。

「今日、北門に行くと言って――サーフェになにか言われなかったか？」

「言われました……私を差し置いて苦無さんと逢あい引びきですか、二人でどこに行こうというのですか、と」

「なんと答えた」

「行き先を告げただけです。あっさり黙りました」

「だろうな」

　苦無はくっくと笑いながら、門を越えた。本来なら門を出入りするのに、門番の調べがあるが――さすがに苦無ほど身分が保証されていれば、無条件で通してくれるらしい。

「なにしろ――墓場街で逢引きをしようなどというものは、そうはいないだろうからな」

　そう言って微笑ほほえむ苦無。

　彼女の右腕から先は、話に聞いていた通り、綺き麗れいに寸断されているのだった。




　正式名は、『デッドリッチ墓場街』。

　あるいは単に、墓場街、墓場街区とも呼ばれるその場所は、街の北門を抜け、しばらく進んだところにある。

　簡単に言えば、郊外に作られた集団墓地である。

　山から流れてくるヴィヴル川は、その一部を水路街へと流し、主流はそのまま街の北側を抜けてから、湾わん曲きよくしつつ街の西側へと伸びていく。ヴィヴル川に渡されたアーチ状の石橋を越えれば、そこは既すでに墓場街区だ。

　広い丘きゆう陵りよう地ちに墓が並び、街で亡くなった多くの者たちが埋葬されている。人間だろうと魔族だろうと、死ぬことからは逃れられない。街の死者が最後に辿たどり着くのが、この墓場街である。

　――そんな郊外墓地としての機能を有する一方。

「レイスやゴーストといった霊れい体たい魔族。ゾンビやスケルトン、リッチといったアンデッド系魔族の居住区でもある――と」

「ああ。まあ、医者にはあまり縁えんのない街区かもしれんが」

「そうですね。医者の仕事は、死亡診断までなので」

　グレンとて、多くの患者を診みてきた。手を尽くしてもかなわず、死亡診断書を書かなければならなかったことはもちろんある。だが、死後の処置は葬そう儀ぎ屋のものだ。

「人間と魔族が共に住める街を目指した竜りゆう闘とう女じよ様だが、難題の一つがアンデッドの扱いでな、差別するわけにもいかないが、かといって街の中に住むとなればトラブルが予想される。腐ふ臭しゆう、死臭などの匂においに、老人たちは不吉だなんだと騒ぐ。ゴーストどもは暇ひまさえあれば他の住人に憑ひよう依いする……などとな」

「いやあ、改めて聞くと問題ばかりですね……」

　リンド・ヴルムを内と外に分けた場合。

　壁の外には、山にある『ハーピーの里』、平野に広がる『アルルーナ農場』の他に、丘陵地帯に『デッドリッチ墓場街』が存在する。

「街に住んでいるアンデッドも、皆かい無むではないがな」

「ええ、診療所近くにも、フランクさんというゾンビがいらっしゃいますね」

　定期的に防ぼう腐ふ剤ざいを受け取りにくる常連のことを思い出す。穏おだやかで紳士然としたゾンビの男性だ。

「しかし、そうしたアンデッドはどちらかといえば例外だ。身み嗜だしなみや匂いに気を遣つかわなくてはならないし、そうでなくても死者に対する視線は曰いわく言い難がたいものがある。リンド・ヴルムでさえそうだからな」

「人間と魔族、ではなく、死者と生せい者じやの区別ですからね……」

　街で普通に暮らしているフランク氏が変わり者ともいえる。

　墓場街へと続く道は、なだらかな傾斜をもった街道だ。少し歩けばすぐに、柵さくに囲まれた墓地が見えてくる。だがそれはただの墓地にすぎず、リンド・ヴルムの住人が墓参りに使う場所――表向きの墓場街だ。

　居住区としての墓場街は、更さらに奥の廃はい墟きよになる。

「そんなわけで、竜闘女様は、使われていない廃墟をアンデッドが住める地区――墓場街にした。元は小さな村だったらしいが、戦争の影響で人が住まなくなったそうだ。私も、墓場街にアパートを借りている――中央議会で不ふ寝しん番ばんをすることが多いから、ほとんど利用していないが」

「ああ、なるほど」

　苦無もまたアンデッドだ。墓場街に家を借りていてもおかしいことはない。

「街との間に川があるのも、わかりやすくていいな」

「？　どういう……」

「死者や吸血鬼は、流れる川を渡れないと言われる。迷信の類たぐいではあるが、生死を区切る境界線として、川は丁ちよう度どいいということだろう」

　橋を間に挟はさむことで、境界を明確にしているということか。

　丁度、その石橋を渡るところだ。ヴィヴル川では、水すい棲せい魔族たちが漁をしたり、水草の養殖を行っていた。内陸にあるリンド・ヴルムにとって、ヴィヴル川は水産資源がとれる貴重な場所である。

「私もそうだが――住人は、どちらかといえば自分から進んで墓場街に住んでいるな。アンデッドが多くては街のためにならんだろう、と。実際、同族ばかりの墓場街のほうが気楽だ、という者もいる」

　不死。あるいは既に死んでいるということ。

　その事実に対する苦労は並々ならぬものがあるだろう。アンデッドたちが郊外に住みたいという気持ちもわかる気がした。

　橋を渡り終え、なだらかな丘を進んでいく。

　やがて、朽くちた門と、周りを取り囲む鉄てつ柵さくが見えてきた。

　門の周囲には、蔦つたが生おい茂っている。小さなトカゲが来客を出迎えるように、ずささと這はいずっていった。

　昼間だというのに、なぜか暗い。リンド・ヴルムにいた時は快晴だったはずだが――今の空は薄うす曇ぐもりだ。これほど短時間で天気が変わるものだろうか。

「暗いのは瘴しよう気きのせいだ。気にするな」

「そ、そう言われましても」

「今は私が墓場街の支配人代理だ。そうそう変なことは起こさせん」

　ぎぃぃぃぃぃぃい――――と。

　苦無が門を開ける音が、まるで生き物の叫び声のように聞こえてしまった。錆さびついた鉄てつ門もん扉ぴが、その大口を開ける。

「ようこそ、デッドリッチ墓場街へ。医者の要いらぬ街へ」

　あたかも演劇のセリフのようにそう告げて。

　言ってから恥はずかしくなったのか、こほん、と咳せきばらいをした。

「いや、その……私は顎あごや首は、死んだ舞台役者のものでな。だが慣れないことはするものではないな」

「とんでもない、お上手ですよ」

「世せ辞じはいい」

　苦無はふい、と顔を背そむけてしまった。

　門の中に入っていくと、そこは廃墟の連なる街であった。

　小さな広場の前に、朽ちた民家やアパートが並んでいる。飲食店らしき屋台もあったが、外壁は剝はがれ落ち、営業している様子はない。

「正面に見える洋館を、デッドリッチ・ホテルと呼んでいる。あれだけは観光客用に整備されているから、中も清掃されている。墓場街では、唯ゆい一いつ、外からの客を案内する場所だ」

「か、観光客が来るんですか？」

「たまに来るぞ？　肝きも試だめしにな」

　グレンは啞あ然ぜんとした。水路街ほどではないにしろ、ここも観光地だったのだ。

　とはいえ――。グレンは周囲を見回す。

　廃墟から出入りしているのは、体の半分が腐ったゾンビだ。グレンと目が合った瞬間に会え釈しやくした。腐らず残った目が真まっ直すぐにグレンを見たところからして、死しても正気をしっかりと保っているようだった。

　目立つ巨大な洋館――デッドリッチ・ホテルのほうから、視線を感じた。グレンがそちらを見ると、輝く目がじいいいとこちらを見ていた。夜行性の肉食動物の目だ。

「あまり見るな。半年ほど前から吸血鬼の一家が泊まっている」

「きゅ、吸血……!?」

「むやみに人を襲おそうようなことはないがな。新鮮な血はやはり注目されるぞ」

　なんでもないことのように言うが、グレンはさすがに血の気が引いた。

　人――というか、アンデッドたちはそれぞれ思い思いの形で生活しているらしい。

「僕には霊感がないのでわからないのですが……ゴーストやレイスといった死霊系魔族も？」

「もちろんだ。そこら中にいるぞ？」

「え……」

　苦無がグレンの背後を指した。

　グレンは振り返ってみるが――そこには誰もいない。

　魔術の心こころ得えがないためグレンにはわからないが、苦無がいると言うならいるのだろう。

　人間も魔族も、怨えん恨こんを持ったまま死ぬと死霊となるという。いわゆる魂たましいというものが抜け出して、独ひとり歩きする。

「魔法や呪じゆ力りよくによって、死体や白骨が動いているのは理解はできます。苦無さんもそうですし。しかし、死霊系の魔族というのは……存在は資料などで確認していますが……僕は見たことがないですし……」

「彼らはそういうものだ。連中も、自分を見えないものにわざわざ近づいてくることはないだろう。死霊祓ばらいは聖職者の仕事だ――ただ、これは持っておけ」

　苦無は左腕でなにか渡してきた。

　宝石の嵌はめ込まれた小さな護符アミユレツトであった。本来はペンダントのように首から下げるのだろうが、紐ひもも鎖くさりもついていない。

　グレンは仕方なく、白衣のポケットにそれをしまった。

「竜闘女様手ずから作ったお守りだ。気休め以上の効果はあるだろう。ゴーストどもに憑依されないよう気をつけろ」

「やはり危険な場所なのですね……」

「いや、支配人がいたときはもう少し秩序があったが、今は……いや、それも含めて説明するか。教会に着いたぞ」

　苦無が不気味な墓場街の中で、目的地を教えてくれる。

　そこは、墓場街の中でもいくつか見たような教会であった。石造りの壁には苔こけが生はえ、年代物であることを感じさせる――が、入口の花壇には花が咲いていた。最近まで誰かが熱心に手を入れていた証拠だろう。

　不思議なのは、教会の扉の前に、棺ひつぎが置かれていることだった。いや、墓場街なのだから棺くらいあってもおかしくないのだろうか。

　棺は真新しく、最近用意されたものだ。新しい棺とは縁えん起ぎが良くない。棺が入用になるということは、誰かが死んだということだ。

「デッドリッチ墓場街は、察しの通り無秩序な場所だ。竜闘女様も墓場街を作ると決意なされた時、まず真っ先に、人を襲うものどもが跋ばつ扈こする街になることを恐れた。たとえ郊外にあろうとも、ここもまたリンド・ヴルムの一部。治安の悪化は看かん過かできん」

「は、はい」

「だから、一人のスケルトンに管理を任せていた。住人に秩序を守らせ、街の中では暮らせなくとも、街の一員であるよう管理する役割だ。だが、先日、このスケルトンの魂が昇天してしまってな。そこの棺に骨のみが入っている」

　魂――。

　形のない観念的なもの。だというのに、命を象徴するもの。あるいは心も、精神も、魂に宿るのだろうか。

　グレンにはなんとも答えられない。医者のグレンにとって命とは、心臓や脳をはじめとする全身の器官が有機的に機能している状態だ。生物の肉体が好循環で代たい謝しやしていることこそ命であり、健康であるということだ。

　魂がなくとも、人は生きられる。

　解かい剖ぼうした時に、魂はどこにもない。

　であるというのに――墓場街の住人たちは、魂がなくとも生きている。あるいは魂だけで生きているのだろうか。

　生とは何かという、哲学的な落とし穴に陥おちいりそうになる。

「支配人さんは……亡くなったのですか？」

「東の言葉を借りれば『ジョウブツ』だろうな。スケルトンを動かしていた魂が、未練を失い消滅した。ここにあるのはただの白骨だ」

　苦無は棺を開けてみせる。

　その中には、丁てい寧ねいに両手を重ね合わせた白骨が横たわっていた。一緒に大きなスコップが入っている。そのスケルトンの遺品だろうか。

「今は私が支配人を代行しているが、なかなか先代のようにはいかなくてな」

　苦無は肩をすくめた。

　支配人という仕事がどういうものかわからないが――管理職は苦無には向かないだろう、ということくらいはわかった。

「正直、ゴーストやレイスは私の命令など聞かず好き勝手に振る舞っている。私も墓場街に常駐できないからな……ゾンビやスケルトンは、まだ話は聞いてくれるが……」

「そ、それはマズいのでは」

「ああ。非常にマズい。居心地が悪いと、住人どもが呪じゆ防ぼう柵さくを壊しかねない。ゴーストがリンド・ヴルムの街の中に入ってくれば、大きな騒動になる。私も巡回を強化してはいるのだが――」

　苦無が頭を抱える。

「先代がどのように、アイツらを統とう率そつしていたのかわからんのだ。私は殴る蹴けるで言うことを聞かせることしか知らん……どうしたらいいものやら」

「スカディさんはなんと？」

「なるべく早く後任を見つけるから、それまで頑張って、と」

　苦無は渋い顔だ。

　スカディからの仕事である以上、手を抜くことはないだろうが――相性というものがある。苦無が得え手てとするのはもっぱら戦闘であり、内政業務など縁がないのだろう。

「が、頑張ってくださいね……」

「うむぅ」

　返事に力がなかった。とはいえ一いつ介かいの医者に過ぎないグレンが行政に関かかわるわけにもいかず、励はげますことくらいしかできない。

「しかし、管理人や区長といった呼び方ならわかりますが……なぜ支配人なのですか？」

「本来は、墓場街の中心たるデッドリッチ・ホテルの支配人、という意味だ。先任者は接客や観光客への対応も上手うまいことやっていて、ホテルも評判だったらしいのだが――代役とはいえ、まず私には勤まらん」

「はあ」

　墓場街も色々と大変らしい。

「話しすぎたな。本題に入ろう」

「あ、そ、そうですね」

　墓場街の独特な光景ばかり目に焼き付くので、グレンは忘れかけていた。

　グレンが何な故ぜ、墓場街まで足を運んだのか。苦無の右腕が途中から失われているのが、その理由である。やっといつもの仕事を始められる。

　苦無は先代支配人の入った棺かん桶おけを閉めて、教会の裏手へと回った。グレンも彼女についていく。

「う」

　そこにあった光景に、グレンは呻うめく。

「今日のために集めた死肉だ。どうだ、見事なものだろう」

　なぜか自慢げな苦無。

　裏庭には、おびただしい数の死肉――老ろう若にやく男なん女によの区別なく、ただ右腕ばかりが山と積まれて置いてあった。

「む。気分が悪いか？」

「い、いえ……」

　今日ここに来た理由。

　苦無・ゼナウが、今まで使っていた右腕を埋葬した。

　彼女が言うには、死肉であっても、魂のようなものが宿っているらしい。その時、苦無は使っていた箇所の死肉を丁寧に埋葬した上で、新たに自分の肉体に接続する死肉を探すという。

　今日のグレンの仕事は――苦無の新たな右腕、その調達と縫ほう合ごうだ。

「こ、これほどの量だとは……」

「私に限らず、死体を利用するアンデッドは多い。先代の支配人は、埋葬されることのなかった死体を教会に保管し、必要とあればアンデッドらに供きよう与よしていた。私もたびたび世話になっていたが……」

「そうだったのですか。わ、すごい。この腕なんか防腐処理が完かん璧ぺきです」

「先代は、エンバーミングに長たけていたそうだ」

　一目見ただけでも、先代支配人の高い技術が判わかる。

　元々、リンド・ヴルムは冷れい涼りようで乾燥した気候であり、遺体は腐らず屍し蠟ろう化することも多いという。その上で、埋葬技術に長けたものが適切な処置を施ほどこせば、何年何十年と遺体を保存することが可能だろう。

「ここの腕は、主に大戦時、兵士だった人間や魔族の遺体を集めたものだそうだ」

「墓を作り、きちんと弔とむらうことのできなかった死体……ということですか」

「ああ。あるいは損そん傷しようが激しく、名前さえ識別できなかった死体もある」

　戦乱の中では、兵の死体がまともな状態であることのほうが少ないだろう。

　刃物によって刻きざまれ、鈍どん器きによって潰つぶれ、矢や槍やりによって傷つく。焼死体もあるだろうし、疫えき病びようで蝕むしばまれた死体もあるだろう。全身が満足に揃そろっている死体は少ないはずだ。

「そんな死体を保管し、時に住人に提供するのも、支配人の仕事だった。それが戦死した兵たちの供く養ようとなるという考えだったらしくてな」

「そうですか……」

　グレンは面識どころか、支配人という存在さえ知らなかったが――どうやら命への敬意と、アンデッド魔族に対する深い知識を持った人物らしい。

　昇天してしまう前に会っておくべきだったと、グレンは後悔した。

「グレン医師、良さそうな腕が見つかったら縫合を頼むぞ」

「はい」

　グレンは頷うなずく。

　医者嫌いだった苦無が、自分を信頼してわざわざ指名してくれたことが、グレンには単純に嬉うれしかった。

「では、腕を見みつ繕くろうとするか」




「グレン医師！　グレン医師！」

　教会の玄関にある石段で休んでいると、はしゃいだような苦無の声が聞こえてくる。

「この腕はどうだ！　かつてリンド・ヴルムを攻めたオーガ兵士の腕らしいぞ！　これほどのものであれば竜闘女様の護衛として申し分ない働きが……！」

　苦無が持ってきたのは――。

　苦無自身の身長ほどもありそうな、巨大な腕であった。さすがに巨神ディオネほどではないとはいえ、かなり大柄な魔族の腕だろう。腕には細かい傷がいくつもついている。よほど歴戦の兵士だったのだろうと思われた。

　しかも頑がん健けんで筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう。まぎれもない男オーガの腕だ。

　埋葬した右腕の代わりとなる、新たな腕を探すために、墓場街までやってきたグレンだが――いきなり苦無が持ってきたのは、そんな大物であった。

「いえ、さすがにそれはちょっと……」

「なんだ。おかしいか」

「重すぎます。縫合しても、糸が重量に耐えきれず千ち切ぎれてしまいます」

「む……いいと思ったのだが」

「仮にワイヤーなどで縫合できたとしても、今度は重量のバランスが問題になります。片側に重心が寄りすぎてしまうので、立つことさえ困難になるかと……」

「そ、それでは意味がないな。わかった、小さい腕を探そう」

　新しい腕選び。

　苦無はどうやら戦闘力が高いか否いなか。そればかりを基準に考えているようだった。日常生活の利便性などは無視か。

　もし放っておいたら、苦無はひたすら強そうな魔族のパーツばかりを繫げていくかもしれない。

　グレンは想像してみる。巨人族の右腕。獣じゆう人じん族の左腕。人じん馬ばの下半身。爬は虫ちゆう系魔族の鱗うろこ。ハーピーの翼。ありとあらゆる魔族の強い部分を繫げていき、最終的には合成獣さながらになってしまった苦無の姿を。

　街の代表スカディの護衛としては――あまりに目立ちすぎるだろう。普段の生活にも多大な支障が出るはずだ。

　放っておくと奇き抜ばつなほうにばかり向かってしまう苦無にブレーキをかけるのも、グレンの仕事だろう。

「グレン医師！　ならばこれはどうだ！」

　苦無はすぐに次の腕を持ってくる。明らかに声がはしゃいでいる。

　苦無にとっては、新たな肉体を繫ぐのはわくわくすることなのかもしれない。

「ああ、人間の腕ですね。これならば」

「だろう！　そしてだな、肘ひじの部分をこうすると」

　がぎん！

　およそ死肉からとは考えられないような金属音が響いた。肘の関節がありえない方向に折れ曲がり、その内部から刀とう身しんのようなものが伸びている。

　――刀身？

「し、仕込み刀がたなですか……!?」

「ああ。戦時中、人間側には肉体改造を施した軍勢があったとは聞いたが――おそらくその一人だろう。これは相当な技術だ。工房で整備してもらえれば実用に足る」

「そんな話――」

　聞いたことがない。そう言いかけて、グレンははっと気づいた。

　苦無・ゼナウ自身が、不死身の兵士を生み出すことを目的として作られたと聞いている。そういう研究がおこなわれていたならば、人体改造に手を染めることがあってもおかしくないだろう。

　死肉から生命を生み出すことに比べれば、まだ生きている肉体に刀を埋め込むほうが簡単――なのだろうか？

「まったく、業ごうの深いことだ。だが私には役に立つ」

　言いながら、苦無はどこか楽しそうだ。

　格闘術を修めた苦無であれば、この刀身を仕込んだ腕も使いこなせるだろう。問題は。

「うーん……」

「無理か？」

「やはり重量が心配ですね」

　グレンは腕を受け取ってみた。オーガの腕ほどではないとはいえ、金属を内蔵した腕となるとそれなりの重量になる。

「本気で使いたいというのであれば、苦無さん本体にも金属を内蔵したほうが確実かもしれませんが……そこまでいくと医者ではなくて工房の分野でしょうか」

「む。本体はなるべく弄いじりたくないな」

「はあ」

「それに工房では大型の外がい骨こつ格かく兵装を発注している。いずれ私が乗り込んで巨人族以上の活躍を見せる予定だからな。これ以上注文できん」

「なにをやってるんですか……」

「図面もあるぞ。見るか」

　なんでそんなものを持ち歩いているのか。

　苦無が取り出した羊よう皮ひ紙しには、外骨格兵装とやらの設計図が記されていた。メモ書き程度のもののようだが――グレンが察するに、巨大な鋼こう鉄てつの鎧よろいを着こむようなものらしい。記載されている全長は巨人にも匹ひつ敵てきする。

「これは……動くのですか？」

「蒸気式だそうだ。排はい熱ねつで搭乗者は蒸むし風呂状態になるらしいが、私なら問題ない」

「そ、そうでしょうね」

「ちなみに完成に十年かかると言われた」

「……もうちょっと現実的な武装を提案してあげてください」

　苦無は至いたって真ま面じ目めなのだろうが、作らされるサイクロプスたちはたまったものではないだろう。この図面を見た親方やメメはどんな顔をしていたのだろうか。

「すみません。なんというか、戦闘能力も大事なのですが……今までの苦無さんも大事にするような腕選びをお願いします。大きさや重量が適切でないと、そもそも縫合することができませんし」

「むう。あちらには小指に小型銃を仕込んだ腕もあったのだが」

「いや、それもやはりどうかと……苦無さんの体の一部になるんですから。きっと今まで使っていた右腕のように、苦無さんと相性のいいものがきっとありますよ」

「む。む。む……」

　苦無はしばらく唸うなっていた。

　頭を抱え、右に左に振る。苦無がそんな仕し草ぐさをすると首がぽろりと落ちてしまいそうだ。

　が、やがて積み上げられた死肉の山に近づいていき、ああでもないこうでもないと腕を手に取り始めた。人間、あるいは比較的それに近い魔族の腕ばかりを選んでいるようだった。

　ただ、苦無をよく見ていると、なにやらぶつぶつと言っている。

　グレンが聞き耳を立ててみると。

「お前は……ふむ、やはり戦争で死んだか。なに、女の体の一部になるのは嫌だ？　贅ぜい沢たくを言うな。そちらのお前はどうだ……元の体に戻りたい。ではしばらくそのままだな。そちらの若いのはどうだ。ふむふむ、なるほど故郷に帰りたいと……」

　会話している。

　死肉と会話などできるはずがないと思いつつも――現にあれこれ喋しやべっている苦無を見ると否定はしづらい。

　グレンの耳に死肉の声が聞き取れない以上、なんらかの手段で苦無はその意思を汲くみ取っているのだろう――。

　デッドリッチ墓場街。

　今日、ここを訪れてから、グレンには驚くべきことばかりだ。死体が動き、魂が彷徨さまよい、死肉と対話するものがいる。それもまた死体だ。

　死がここまで溢あふれた場所。

　だが、決して生者の立ち入りを禁じているわけではない。墓場街はあくまで現実に存在する街であり、天国でも冥めい界かいでもない。

　ここもまたリンド・ヴルムの一部であり、ならばグレンの仕事もきっとある。

　ただ――。

　死肉と会話する苦無の言葉は、あまり聞くべきでないように感じた。それは苦無と、これから苦無の一部となる死肉の、とても個人的な内容になるだろう。だから苦無もぼそぼそと、聞き取れないほどの声で話しているのだ。

　グレンは苦無からそっと離れ、遠くを見る。

　教会の前では、ぼっと光が灯ともっていた。鬼おに火びだ。暗い墓場街の光景においては、鬼火はよく目立つ。

「う」

　鬼火は、ゴーストが作り出すものである。霊体を目にすることはできないグレンだが、それらが作り出す現象を目にすることはできる。

　少し嫌な予感がした。鬼火が、ゆらゆらと揺れながら近づいてくる。

「これは……」

　逃げなければ。

　そう思ったが、動くことができない。金かな縛しばりだ。あの鬼火――を作り出したゴーストは、明らかにグレンを狙っている。ゴーストに憑依された場合、悪お寒かん、嘔おう吐と、頭痛、幻覚などの症状があらわれ、最終的には意識を失い生命力を奪われてしまう。

　しまった。

　苦無から離れるべきではなかった。

　――そう思ったが、ゆらゆらと近づいてくる鬼火が、ぴたりとその動きを止めた。

「…………？」

　なんだ？

　何かを恐れるように動かない鬼火――グレンは、自分のポケットに入っているものを思い出して、取り出した。

　スカディ手製のお守りだ。

「……すみませんが、憑依されるわけにはいきません」

　護符アミユレツトをかざしてみせると、やはり鬼火には効果覿てき面めんだったのだろう。鬼火は逃げるようにそそくさと、墓場街の奥の暗くら闇やみに消えていくのだった。さすが竜闘女のお守り、その効果は抜ばつ群ぐんであったらしい。

「安全というわけではないようですね」

　わざわざ郊外に作られた意義もわかる。

　これまで墓場街に関するトラブルを聞かなかったのは、やはり先代支配人の手腕によるものだろう。先代は相当なやり手だったのた。

「グレン医師、なにかあったか？」

「いえ、大丈夫ですよ」

　裏庭から、苦無の声が聞こえる。グレンは適当に誤ご魔ま化かしつつも、また憑依されてはたまらないと苦無のもとへ戻ることにした。

　教会の裏では、苦無がようやく良い腕を見つけたと、満足げな笑みを浮かべていたのだった。




「……どうでしょうか？」

　縫合を終えて、グレンは聞いた。

　苦無が死肉との対話を繰り返し、やっと見つけた一つの右腕。

　以前、苦無が使っていた右腕よりも、やや細身だ。それでいながらしっかりと引き締まった筋肉が見られ、これもまた大戦で死んだ兵士の腕なのだろうと思われた。

　オーガの腕のように、わかりやすい戦闘力はないが、細身の腕は苦無の本体ともうまく嚙かみ合うように思えた。

　右腕の切り口を手術用ナイフで整えてから、糸と針による縫合を行った。すると、まるで初めから同じ肉体であったかのようにすんなりと縫合することができたのだ。

　グレンにはわからないが。

　まるで死肉同士が、繫がることを受け入れたようにも思えたのだった。

　結果――今まで幾いく度どとなく苦無の肉体を縫合してきたグレンをして、会かい心しんの出来とも思えるほどに、苦無の新たな右腕は美しく縫合された。

「……ふむ？」

「縫ぬい目も、僕にしてはかなり美しくできた自信があるのですが……」

「確かに……新しい腕にしては怖いくらいの一体感だ。さすがだ、グレン医師」

　褒ほめてもらえた。

　――が、それにしては苦無の表情が硬かたい。さすがと賞賛したその顔は、何故か腑ふに落ちないようで、何度も掌てのひらを握ったり開いたり。あるいは空中に殴りかかっていく。

「だが……むうう。なにか変だ」

「なにか、とは」

「軽い。腕が軽すぎる」

　苦無は軽快な動きでステップを踏みながら、拳こぶしを打ちこみ、回し蹴りまで。

　グレンの目から見てもその演えん武ぶは美しいものであったが、苦無はまだ納得いかないようでしきりに首を捻ひねっている。

「むうう……！　何故だ、いまいち重心が安定しない！」

　悔くやしそうに歯は嚙がみしながら、次々に技わざを繰りだし、右腕を馴な染じませようとする苦無。

　縫合は文句なしの出来だ。実際、これだけ激しい動きを繰り返していながら、右腕は問題なく機能している。既に苦無の体の一部だと言っていいだろう。

　軽い、という表現が気になる。

　新しい右腕は、以前のものより細いが、それでも男性の腕だ。少し筋肉量は落ちるが、かといって大きな重量の違いがあるとも思えないのだが。

「重心ですか……苦無さん、背せ筋すじを伸ばして立ってみてもらえますか？　ええ、そうです……両腕は伸ばして太ももに。ああ、さすがですね」

　グレンの指示通り、苦無は直立不動の姿勢となる。

　さすが護衛だけあって、直立の姿勢は美しいものであった。だが、グレンはそこにある違和感にすぐに気づくことができた。

　――傾いている。

「歪ゆがんでいますね」

「む……っ？」

「背骨が、わずかに左側に傾いています。骨が歪んでいるので、重心もズレているように感じるんです」

「な……ま、まさか！　今まではそんなことなかったぞ」

「ええ。問題なかったはずです、今までは」

　背骨の歪み。

　人間、魔族に限らず、多くの生物で起こり得ることだ。長時間同じ姿勢であったり、無理な運動を続けていると、筋肉が強こわ張ばり骨が歪んでしまう。

　もっと早く気づくべきだった。

　苦無は死体。彼女の筋肉は全すべて防腐処理されており、硬直している。つまり体を支えるのに必要な力や柔軟性は失われている。

　つまり、苦無は骨と呪力のみで肉体を支えているのだ。更さらに苦無は護衛として直立不動の姿勢をとり、その一方で激しい戦闘を行うこともあるだろう。骨にどれほど負担がかかるか計り知れない。

　結果、苦無の骨が歪んでしまっている。

「以前は、右腕が大きく重かったので、背骨が無意識にバランスをとろうとして左側に傾いてしまったんです。人間であれば骨が歪んでいたら、コリや痛みを感じることもありますが、苦無さんには痛つう覚かくがないから自覚できなかったのでしょう」

「むう……」

「フレッシュゴーレムだからこそ今まで問題なかったとも言えますが……」

　背骨の歪みは、人間であれば様々な箇所に影響を及ぼす。

　頸けい椎つい、腰よう椎つい。さらに酷ひどくなれば肩や下半身に自覚症状が現れてくる。もちろん人間のみならず、脊せき椎ついを持つ魔族にも言えることである。毎日、適度な運動や柔軟体操をこなしていれば防げるが――。

　では死体であるフレッシュゴーレムはどうか。

　そもそも筋肉が硬直しているので、柔軟体操に意味がないのは明白だろう。一方で、骨の歪みから発生する痛みは気にしなくてもいい。

　苦無の問題は、歪みからくる重心の不安定さだけだ。

「新しい腕は軽いから、今までのようにバランスがとれず、重心が左に寄ってしまった。私の違和感もそれが理由、ということか？」

「ええ、そうです」

「弱ったな……これでは護衛の任さえ……」

　悩みながらも、拳で空気を殴り続ける苦無。

　グレンから見れば、相変わらずそこらの賊ぞく徒となど一瞬でねじ伏せられそうに見えるが――苦無本人にしかわからない不満があるのかもしれない。

「大丈夫ですよ、苦無さん。治療できますから」

「なに、本当か」

「もちろんです。処置の方法はあります」

　苦無の筋肉は硬直している以上、一度歪んでしまった脊椎は自然に治るとは思えない。放っておくと更に歪みが大きくなる可能性もある。

「処置とは？」

　グレンは軽く頷いて、苦無の目を見る。

「はい、もちろん――整体です」




　グレンは、苦無を連れて教会の中へと入った。

　外観もそれなりに整備されていたが、内部は更に整えられていた。礼れい拝はい用の長椅い子すも、しっかりと掃除されている。今でも使われている教会にしか見えない。

「この教会には先代支配人が住んでいたからな。中はこんなものだ」

「はあ」

「それで……うつ伏せになれば良かったのだったか？」

「はい。よろしくお願いいたします」

　苦無は礼拝用の長椅子に、体を寝かせる。

　グレンはあらかじめ用意していた清潔な木も綿めん布ふを、苦無の背中にかぶせた。この姿勢だと、当然ながら苦無の顔は見えない。

「その姿勢だと辛つらいと思いますので……そうですね、これを」

「う。む」

　グレンはその辺あたりに置いてあったクッションを、苦無に手渡した。

　苦無はそれを抱いて、全身の力を抜く。わずかに上体を反そらした姿勢となった。

　改めて見ると、やはりよく引き締まった肉体だ。本来はバラバラだったはずの死体が、苦無・ゼナウという形を成している姿は、一つの芸術とさえ思える。

　苦無を製作したという医者には一いつ切さい共感したくもないグレンだが、苦無の肉体をこのような形に整える技術には素直に感嘆してしまう。

「本当はちゃんとしたベッドで施し術じゆつしたほうがいいのですが……とりあえずはお試しということで」

「ああ。前置きはいい。進めてくれ」

「はい、では失礼します」

　グレンは、苦無の背中に手を当てていく。

　死肉である苦無の体は、死者の冷たさを伝えてくる。

　脊椎を中心に、両側の筋肉をさするように触っていく。直じかに触ることで筋肉の形、骨の歪みがはっきりとわかる。苦無の背骨は、左側へと曲がっているのだった。

「ふむ……」

「どうだ？」

「やはり曲がっていますね、これは……頑がん固こな……」

　骨を、施術のみで矯きよう正せいするのは容易ではない。

　本来は長い時間をかけ、筋肉をほぐし、柔軟体操を繰り返し、徐じよ々じよに矯正していくものであるが――。

　しかし、フレッシュゴーレムの場合は少々違う。

　苦無が感じているのは、体の重心に関する違和感のみ。骨が歪んでいようと、神経が圧迫されようと、痛みを感じないフレッシュゴーレムには問題ない。呪力で体を動かしているから、たとえ骨が折れてもどうということはないはずだ。

　ならば。

「苦無さん。少し強めのマッサージをしてもいいですか」

「む？　ああ、構わんぞ」

「では」

「ンンンっ!?」

　グレンはおもむろに、苦無に跨またがった。

　ちょうど苦無の臀でん部ぶの上に乗るような形になる。苦無も焦あせったのか、目を見開いてグレンのほうを見てきた。

「な、う、上に乗るのか!?」

「はい。力を込めるならこの姿勢が一番いいので。申し訳ありませんが失礼いたします。重いですか？」

「い、いや、重くはないが……」

　苦無は戸と惑まどったような声をあげるが、拒否はされなかった。

　グレンはその姿勢のまま、背骨の両側の筋肉をさすっていく。やがて、徐々に力を込めながら、骨が正しい形になるよう力をかけていく。

「んんっ」

　苦無の声が漏もれた。

　グレンは構わず続けた。非力なグレンではあるが、どこにどう力をかければ効果的であるか、ということは医者として理解していた。

「ちょっと強めにしますねー」

「んんぎひぃぃぃっ!?」

　甲かん高だかい声が出た。

　いつも硬い表情の苦無からは、想像もできないような声だった。

「あ、い、痛かったですか!?」

「い、いや……そ、その、痛くはないが不思議な感覚が……」

　苦無自身も、自分が出した声に驚いたようだ。

「なんだか、その、体の内部に指を挿いれられたような……」

「効きいているようです。では続けますね」

「いやそれはちょっと待――んほぉぉっ！」

　ごきり、と苦無の骨が鳴る。

　筋肉が硬直しているから骨も微動だにしないかと思ったが――グレンの整骨の技も、それなりに効果があるようだった。グレンは肩けん甲こう骨こつ周辺から、背骨にわたって筋肉をさすりつつ、必要なタイミングで体重をかけて整骨を施していく。

　ごきごきごき。

「ぎひにぃぃっ!?」

　苦無の体が跳はね、悲鳴が上がる。

「いかがですか」

「い、いや、いかがと言われても……声が勝手にぃ！　グレン医師、なんだこれは、一体どういう武術だ!?」

「いえ、単なる整骨ですが」

「う、うう……そ、そんなバカな、これは……だが……んんんあぁぁっ！」

　ごきごきごきごき。

「ひぐぅぅぅぅっ！」

　ここまでよく効くとは思わなかった。

　グレンは苦無に触れる掌の感触から、想定以上に骨が直っていくのがわかった。筋肉が硬直しているとは思えないほど、骨がよく動き、正しい位置へと戻っていく。まるで直接、骨に触れているかと思うほどの効き方だ。

「ぐ、グレン医師……呪じゆ術じゆつへの理解はないと言ったな……？」

「え？　ああ、はい、もちろんです」

「むう……！　だ、だが、おそらく貴き殿でんは今、私の体を支えている呪術に干かん渉しようしている……」

　はあはあと息を荒らげつつも、苦無は解説を始めてくれた。

「な、何故でしょう？」

「んんんっ！　わ、私が知るか！　私の体の奥底まで触られているような、妙な感覚だ！」

「ふむ……」

　例たとえば、マッサージには癒いやしの効果がある。

　生き物が本来持っている生命力を助ける効果だ。同じような効果は、温泉や鍼はり、灸きゆうなどでも見られる。生命力を補助するという考え方は、主に東で発達した医療であり、グレンは専門ではないが――。

「生命力……」

　苦無の体は既に死んでいる。

　しかし――苦無自身は思考して、活動している。それは呪術によるものであるが、それもまた生命の在あり様の一つなのだとしたら。

「苦無さん自身の力かもしれません」

「なに？」

「なるほど。マッサージによって、苦無さんの生命力を刺激している。苦無さん自身の、生きようとする力が、呪術に影響して、骨を正しい形に直しているのかも……」

「わ、私が自分で……？」

　グレンの整骨術がきっかけとなって、歪んだ苦無の骨を直そうとしている。グレンの力ではなく、それをきっかけにして苦無自身が骨の位置を修正しているのだとしたら――それは大変興味深い現象だ。

「い、いや待て。だったらこの痺しびれるような感覚は……」

「おそらく呪術で作られる力場に干渉した影響ではないかと……」

　苦無の根幹たる呪術に、意図したわけではないとはいえ影響している。

　ならば、苦無自身にもそれなりの刺激があってもおかしくはないだろう。苦無は困こん惑わくしているが、グレンは馬乗りの状態で更に力を込めた。

「んぎぎいい……ッ！　ふひぃぃ！　お、おい、続けるのか!?」

「もちろんです。想像以上に苦無さんには整骨術が効果的であることが判明しました。これは骨の歪みを直すだけでなく、苦無さんの肉体を長時間維い持じするための健康法である可能性もあります。マッサージはフレッシュゴーレムに有効。臨床データを集めたなら、論文を書けるほどのテーマです」

「私を実験台にする気か！」

　非道の医者の実験で生み出された過去があるせいだろうか。

　実験という言葉を自分で発した瞬間、苦無の全身が固くなったように思えた。

「違います」

　グレンは間かん髪はついれず否定する。

「僕は学者ではなく、医者です。臨床の症例を集めるにしても、まずは苦無さんの健康が第一です……症例を集めるために患者さんを診るなど本末転倒、絶対にしません」

「む……そ、そうか。貴殿が言うなら、そうなのだろうな……」

「というわけで続けますね」

「ま、待て、私にも心の準備というものが――――んほぉぉぉぉぉおっ!?」

　ごきごきごき。

　べきべきべき。

　骨が折れているのではというほどの、凄すさまじい音が響く。

「ひぎいっぃ！　ひ！　ぐぅぅああっ！」

　整骨の音が響くたびに、苦無からも嬌きよう声せいとも悲鳴ともつかない声が上がる。

　グレンは骨を正しい位置に戻すことよりも、マッサージによるリラックス効果を意識して施術を続けることにした。

「んんにぃぃぃ[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「いかがですか？」

「い、いかがもなにもぉぉぉ！　背中から、ひっぐ！　電撃、受けたっ！　ような！」

「不快であれば言ってください」

「き、気持ち悪……いわけではぁ……！　ない！　けどぉ！」

　では続けていいな、とグレンは思った。

　数十回にわたる揉もみほぐしによって、苦無の背中はかなり改善が見られた。本来であればこんな短時間の施術で効果が出ることはありえない。

　苦無の体を調整しているというより、苦無にかけられた呪術を調整しているようなものなのだろう。

「はっ、はあぁっ……お、終わったか……」

　グレンが力を抜いたことが、苦無にも伝わったのだろう。

　安あん堵どのため息が、苦無から吐き出された。心なしか吐いた息も力強く感じられる。

「はい。お疲れ様でした」

「いや……こちらも助かった。礼を言う。それでは」

　いそいそと話を終わらせようとする苦無。

「ところで、苦無さんは経けい穴けつというものをご存じですか」

「――――なに？」

　グレンが苦無の背からどいたことで、苦無もまた起き上がろうとするが。

　グレンはそれを手で制した。

「経穴というのは……いわゆるツボのことだろう？　こちらではあまり知られていないようだが……」

「ええ、東のほうでは知られた健康法です。体の各所にあるツボを刺激することで、健康を保ちます。僕の故郷でもよく行われていました」

　苦無はさすがによく知っている。

　経穴への刺激が心身を健康にし、内臓に活力を取り戻すことは明白である――が、『なぜ効果があるのか』という点においては科学的な立証ができていない。人体を解剖しても、経穴やツボなどという器官は見つからないからだ。

　クトゥリフも、経穴による治療には一定の理解を示しつつも、由ゆ来らいの不明瞭な技術であるとして魔族医療には持ち込まなかった。そもそも経穴の位置は魔族によってそれぞれ違う。全ての魔族の、全ての経穴の位置を探し出すのは現実的ではない。

　だが。

　人間に近い姿を持ち、体の多くも人間で構成されている苦無ならば。

「少し試してみたいのですが――いかがですか」

「だが、その……骨の歪みはもういいのだろう？」

「死体である苦無さんにも、マッサージの効果があることは判明しました。だとしたら経穴も効果があるかもしれません。経穴には疲労改善の効果も期待できます」

「んん……む……う……」

　苦無は悩んでいる様子だ。だが、グレンには確信があった。

　経穴の刺激もまた、苦無の生命力を呼び起こすだろうと。

「――では、頼む」

「はい、任せてください。それでは今度は仰あお向むけに」

「う、むう」

　苦無が体勢を変えた。グレンは苦無の足側に座り、彼女の履はき物ものを脱がす。

　青白い苦無の素足に、グレンはそっと触れた。この位置からだと、苦無の足の付け根まで見えてしまいそうだ。グレンは彼女の腰に布をかぶせ、その辺りは見えないようにする。

「では――始めます」




「いだだだだだだ――――っ！」

　足の裏の経穴を押した瞬間、苦無から大きな声が漏れた。

　並み居る猛も者さたちを屠ほふってきた元闘士とは思えない声だった。

「……痛かったですか？」

「いっ……痛いぞ！　バカな！　私に痛覚など――あぐぅう！」

　試しにグレンは、一ひと際きわ痛いとされる経穴を押してみる。

　苦無は痛みに身み悶もだえ、顔をしかめた。腕が千切れても足が取れてもけろっとしていたフレッシュゴーレムとは思えない。

「いいぎぎいいい！」

「ふむ。何故でしょうか……？」

「わ、私にもまったく痛覚がないわけではない。痛みを感じないのは、呪術でそのように『設定』しているだけだ……例えば、外からの傷には反応しないよう設定にしてあるが……これは……あぐぐうううっ！」

「なるほど。事前に苦無さんが遮しや断だんしている痛覚とは別種の痛みというわけですね。まあツボ押しの痛みなんて想定していないでしょうから……」

「しれっとした顔で続けるんじゃない――――んぎゃああああぁっ!?」

　経穴は、全身の各内臓に効果があるとされる。

　対応した部ぶ位いが悪ければ悪いほど、経穴を刺激した時に痛みが現れる。つまり痛いということは効いている証拠なのだ。

　苦無の体は全て死んでいるわけで、つまり全身が健康とは程遠い状態ということになる。とすれば痛みも相当なものになるだろう。

　腕をばたばたさせ、苦無は仕草で痛みを伝えた。

「だ、だからぁ！　ちょっと手加減――ぎゃあうっ!?」

「優しくしてますよ」

「う、噓うそっ！　つくなぁひぎぃ！」

　グレンがツボを押すたびに、苦無が痛みに仰のけ反ぞる。

　実際、グレンはさほど力を入れているわけではない。だが苦無の硬直した足あし裏うらでは、弱い刺激でもよく効いてしまうのだろう。

　それほど苦無の痛がり方は尋じん常じようではない。

「ぎっ！　ふぎぃ！　やぁぁっ！」

「痛いのは効いてる証拠です。我が慢まんしてください」

「こ、このぉぉ！　あとで覚えてろほぉぉぉ!?」

　仕返しが怖いので、少し強めに経穴を押してみた。跳ねるように背を曲げて、苦無が痛みに硬直した。

　既に苦無にかぶせていた布は、彼女が暴れるせいでずり落ちている。

　彼女の立りつ派ぱな胸部が揺れるのもグレンの位置からよく見えてしまう。服の裾すそもはだけ、下着がちらちら見えてしまうのも良くない。

　グレンはなるべく手早く終わらせようと思った。

「う……うううぅ[image: ～][image: ～][image: ～]、こ、こんな……この私が……闘士でもない男にぃぃ……！」

「な、なにも泣かなくても！」

「馬ば鹿か者ものぉ！　誰が泣くか！　これは眼球の保護液だ！」

　苦無は強がるように抗議した。

　こんな教会で女性と二人きり。しかも服は乱れ、息は荒く、涙――本人いわく保護液らしいが――を流しているのを、サーフェに知られたらはたしてどうなるだろうか。

　あまり考えたくはない。

　せめて悶えたせいで乱れた着衣だけでも直そうかと思ったが、普段から薄着の苦無に直接触れることになるわけで――それはそれで倫りん理り的に問題がありそうだと思った。

「も、もういい。さっさと終わらせてくれ……」

「ですが……」

「あれだ、いわゆる万ばん能のうのツボというのがあるんだろう？　そういうのを使えばすぐ終わるんじゃないのか」

　痛みに慣れていないせいか、苦無は焦ったようにそんなことを言いだす。

「万能……ですか、確かにありますが」

「ではそれで頼む」

「はあ」

　確かに、多様な症状に効果を示す経穴はある。

　苦無自身が頼むというのだから、グレンが躊躇ためらう理由はないはずなのだが――しかし本当にいいのだろうか。

「では失礼します」

「むっ……足の裏ではないのか？」

「はい。これは膝ひざの少し下にある経穴です。疲労回復、体力増強などに効果があります」

「足……」

　グレンは経穴の位置を指で探り当てる。

「あ、あの、グレン医師。ちょっと待て。なんだか嫌な予感が」

「いえ、大丈夫ですよ。大変効果のある経穴ですから」

「そ、そういうことではなくて――ひぎゃああああっ!?」

　ツボを押すと、すぐに反応があった。

「あっ、いた、痛いぃぃぃ！」

「やはり疲れがたまっているようですね。このまま三分ほど指し圧あつします」

「さ、さんぷん、だとう……っ!?」

　苦無が唇くちびるを嚙みしめ痛みに耐えている。

　が、痛いものは痛いのか、腕を振り回して悶えていた。

「むりぃいいぃ！　痛いのむりぃいい！」

「大丈夫ですよ。苦無さん。ツボ押しはあくまでも健康法です。痛いのは確かですが、その中には確かに心身が健康になっていく快感があるはずです」

「うううぅぅ!?　ほ、ほんとぉ……か？」

「はい。もちろんです」

　グレンは更に指圧を強くする。

「い、いたああぁい！　痛いじゃないかー！」

　子供のように喚わめく。すっかりいつもの冷静さはなくなっている。

「そうですか？　だんだん気持ちよくなってきませんか？」

「んぎぃぃ……!?　い、言われてみたら……確かに……ちょっとだけ……？」

　一瞬だけ快感を覚えたようだ。

　こうなると、あとは楽だ。文字通り、グレンも指先の微細な感覚でもって、苦無の快感のツボを探り当てるだけである。

　経穴の大まかな位置は、グレンにもわかる。

　しかし、真に効果的なツボは個人差があり、腕の立つ鍼しん灸きゆう師しでもなければその位置を十全に見み極きわめることはできない。グレンはあくまで多少心こころ得えがある程度だが――どうやら、苦無のツボを発見することには成功したようだ。

「んん……ふぅ……ああぁぁ」

「あ、かなり良くなってきましたね」

「い、いやあ……まだぁ……いたぁ……んんんっ！　で、でも、あぁぁ……そこっ」

　明らかに先ほどまでと反応が違う。

　ぴくぴくと肩を震わせる苦無は、快感を伴ともなった痛みにどう反応すればいいかわからないようだった。

「んんっ――ひっ、ふぅ……！」

「そのまま力を抜いてください。ええ、良い感じです」

「ひっ、あんん！　んん……っ」

「そうです。続けますね」

「うっ……ふうん、んっ！　あっ……！」

　そろそろ三分経たっただろうか。

　二人しかいない教会で、ひたすら嬌声をあげる苦無。

　改めて教会でやるようなことではないな、と思った。教会での治療は真っ当なことのはずだが、声の甘くなる苦無は治療とは別のことを思わせる。

「んんんんっ！　んん！　んぅぅぅ……！」
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　幸い、この教会の女神像には頭部が欠けているので、苦無のあげる悲鳴も聞き届けることはないだろうと思われた。

「んんんんん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]――――――っ！」

　声を抑えるのに必死だが、苦無の吐と息いきは熱く漏れ出ている。

「あっ……はーっ……はーっ！」

「お疲れ様でした、苦無さん。これで終了です――苦無さん？」

「はうぅぅぅぅぅ……」

　グレンが離れても、苦無は動く気配を見せない。

　呼吸は荒い。虚うつろな視線がどこを見ているのかわからない。グレンは何度か呼びかけるが、苦無は夢心地であるようだった。

「気持ち……良かった……」

　誰にともなく、苦無はそんなことを呟つぶやく。

　聞かせる気はなかったかもしれないが、グレンにはしっかり聞こえてしまった。

　想定以上の成果である。無理に起こすのも申し訳ないので、グレンはしばらく彼女をそのままにしておくことにした。

　――暴れたせいで、はだけてしまった胸元や腰回りには、なるべく目を向けないようにしながら、だが。




「うっ……んん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　教会の外に出ると、苦無は気持ちよさそうに両腕を伸ばした。

「ふむ……右腕というか、全身が軽い。生まれ変わったような心地だ。死んでいるがな」

　はっはっは――と自分で言って笑う苦無だった。

　腕を回し、自分の体を確認する苦無。新しい右腕は、グレンの施術によって完全に彼女に馴染んだようだった。

「いえ、こちらも、苦無さんの健康の助けになれてなによりです。死体で作られたフレッシュゴーレムであっても、生命力――生きようとする力があるのではないか、という仮説も立てることができました」

「それは結構だ――だが」

　ぎろり、と苦無が睨にらみつけてくる。

「私が痛みで喚いていたことは忘れろ。すぐに忘れろ。絶対に忘れろ。今後話題に出したら貴き様さまを水路街に沈めてやる」

「それは人魚たちが怒るのでやめてください」

「まったく医者など。やはりろくでもない」

　そんな風に呟く。

　どうやら苦無の医者嫌いを再燃させてしまったらしい。体が軽くなったと言った以上、効果も出ているはずなのだが――。

「ま、まあ、少しは気持ちよかったが……」

「そうですか。ならば頑張った甲か斐いがあります」

「うるさい！　少しだけだ！　なんでもない！　独ひとり言に答えるな！」

　すぐ怒るのは理り不ふ尽じんだ、とグレンは思った。

　体の調子が良くなったとはいえ、彼女の生命力を喚かん起きさせるマッサージやツボ押しは、かなり刺激が強かったらしい。

「それでは、門まで送ろう」

「……苦無さんは街に帰らないのですか？」

「私は用意した腕どもを戻さねばならんし、それに支配人の代行業務もあるからな。こちらで仕事を片付ける」

「支配人代理も大変ですね……」。

「構わん。必要なことだ。墓場街は私の提案で作った場所でもあるし、この場所を維持する業務に関して文句はない」

「提案……？　作った……？」

「あー、どこから話すか」

　道すがら、苦無は頭をかきながら、語りだした。

　過去に思うところのある彼女が、昔の話をするのは珍めずらしい。

「もともと、私は東の生まれだ。私を作った医者のもとから逃げ出し、とにかく捕まりたくない一心で西を目指していた。幸い、私は死なずの兵士として作られたから戦うことができたし、食べ物も要いらない。ボロボロではあったが、『生き延のびるだけ』なら私にとっては簡単なことだったからな。襲ってくる野盗どもを返り討うちにして、私はリンド・ヴルムに辿たどり着いた」

「…………」

「最初は闘技場で闘士をやっていたが、竜闘女様が私の腕を買ってくださり、護衛として抜ばつ擢てきしてくださった」

「はい、それは聞いていますが……」

「だが、それは建たて前まえだ」

　苦無が、ふふと笑う。どこか悪戯いたずらっぽい笑みであった。

「そもそも、竜闘女様ほどの力があれば護衛は要らない。夜寝ているときの監視役を必要としていたから、フレッシュゴーレムの私が選ばれたという理由もあるが……」

「それだけではない、と？」

「最初に会ったのは私が殿堂入りを果たして、闘技場で表ひよう彰しようされた時のことだ。表彰状を手渡されながら、竜闘女様はこうお尋たずねになった。今、どこで寝泊まりをしているのか、と」

　話が見えない。

　闘技場の誉ほまれ、殿堂入り。それを果たした栄光を称たたえるときに、スカディがそんなことを尋ねる意味がわからない。

「ちょうど、あの時の私も、今のグレン医師のような顔だったろうな」

　ぽかんとしていたグレンを見て、苦無はくっくと笑う。

　墓場街にやってきてから、苦無はよく笑い、いっそはしゃいでいるようにさえ見える。

　街の中では厳しい表情でスカディのそばに立っていることが多いから、こうして気楽に笑う苦無には新鮮ささえ感じるのだった。

「私は、野宿していると答えた。ツギハギの死人がどこか一箇所を拠きよ点てんにしていると、住民も怖がるだろうから、と」

「……それは」

「そうだ。当時、竜闘女様は、リンド・ヴルムで暮らさんとするアンデッドたちの処しよ遇ぐうをお考えだった。他の魔族と暮らすには多くの問題が懸け念ねんされる。だが爪つま弾はじきにしては『人間と魔族がともに暮らす街』という、リンド・ヴルムの理念にそぐわない」

　グレンは頷いた。

　スカディが代表になってから、リンド・ヴルムは大陸各地から多くの魔族を受け入れた。ティサリアやルララなど、元々は他の場所で暮らしていた魔族も多い。アンデッドにも暮らしやすい街作りは必要なことだったのだろう。

「私もまた、郊外に拠点があったほうが気楽と話をしてな。竜闘女様もそれを受け入れ、ここに墓場街を作り、支配人を置いた」

「スカディさんは、アンデッドに関して意見を言ってくれる人が欲しかったのですね」

「はっきり仰おつしやらないが、おそらくはな。私も感謝している。死肉に過ぎない私に、ちゃんと住すみ処かと職を与えてくださった。私だけではなく、ここに住む多くのアンデッドたちにもな」

　グレンは、今まで自分が墓場街に関して無知だったことを反省する。

　ここは確かに、生者が居着くには少しそぐわない場所なのだろう。だが、ここのアンデッドたちも街の住人として確かに生きている。

「だが、やはり支配人がいないと荒れる」

「そう……なのですか」

「ああ。以前の墓場街はここまでではなかった。霊体の発する瘴気が満ちているから、早くなんとかせねば、柵が壊される。そうなると外へ出ていくものもいるし、ろくでもないものが住みつく恐れもあるからな……」

　門が見えた。

　今日はグレンにとっても有意義な一日だった。姿は見えないが霊体の住む街。魂の昇天してしまったスケルトン。そして、生命力ともいうべきものを喚起させたフレッシュゴーレム。

　内臓が活動し、新しん陳ちん代たい謝しやを行い、血が流れ、心臓が鼓こ動どうする――それら一切がなくとも、命を持っている存在を、グレンは確かに墓場街で見た。

　医者の要らぬ街、と苦無は言った。

　確かにここにグレンのような街医者は不要なのかもしれないが、グレンはまた来ようと決意した。墓場街に医者は要らずとも、墓場街で学べることはグレンの医療にとって必要になるだろうと確信した。

　――そこでふと、グレンは思い出すことがあった。霊体の悪事。今、街を席せつ巻けんしている噂うわさの一つ。

「あの、苦無さん。ずっと気になっていたことが」

「なんだ」

「支配人不在ということで、墓場街の霊体が外へ出ていったようなことはありませんでしたか。それでリンド・ヴルム市街で騒ぎを起こした……などは」

「ああ。ドッペルゲンガーのことか」

　苦無はすぐに頷いた。

　グレンの考えなどお見通しであったらしい。

「確かに、墓場街の荒れようは私の力不足。懸念ももっともな話だ」

「い、いえ、そういうつもりでは」

「だが、墓場街の外の柵には護ご符ふが貼はってある。野の良らゴーストどもは入って来れないし、一度墓場街に入ってきた霊体は墓場街の一員だ。外に出て悪さをすることはない。その辺り、先代の支配人が厳しく取り締まっていたからな」

「しかし今は……支配人が不在ですから……」

　わかっているとばかりに、と苦無が頷く。

「私はあくまで代理だが、最低限の管理だけはこなしているつもりだ。柵はまだ壊されておらず、霊体が外へ出て行ったことはないと断言できる。ドッペルゲンガー騒動に、墓場街の霊体は無関係だろう」

「そうですか……」

　頼もしく断言してくれて、むしろグレンは安心した。

　グレンの推すい論ろん――ドッペルゲンガーの正体が、つまり切除したスカディの心臓であること。それが未知の魔族であることを裏付ける証言だったからだ。

　しかし、ゴーストが絡からんでいるとなれば、その推論は根底から覆くつがえされる。霊体魔族ならば神しん出しゆつ鬼き没ぼつであることも、幻覚が見えることにも説明がついてしまうからだ。だが、苦無の言葉により、グレンはその考えを完全に排除した。

　このデッドリッチ墓場街は、確かに特殊な場所ではあるが――やはりここにも住人がいる。

　実にリンド・ヴルムらしい場所なのだ。そして苦無も、この墓場街の住人として、支配人代行として、この場所を大切に思っている。

　ゴーストが、ドッペルゲンガーの原因だと疑ったことを、グレンは深く反省するのであった。

「では、僕はこれで」

「ああ。今日は本当に感謝――待て」

「えっ……」

　瞬間――。

　苦無の目がすっと細くなったかと思うと、風を切る鋭い音が響いた。冷たい風が、グレンの頰ほおに触れる。

「こいつだ」

　苦無は、繫げたばかりの右腕でもって、なにかを持っている。

　が――見えない。

　苦無は手に持ったなにかを高く掲かかげてみせるが、グレンにはよくできたパントマイムとしか思えない。

「本当に見えないようだな……ここに霊体がいる。こいつめ、グレン医師に憑つこうとした」

「え」

「まあ、竜闘女様の護符アミユレツトがあるから本当に憑かれることはあるまいが、禁を破ったコイツには説教しておかんとな」

「あ、ありがとうございます」

　霊体というのは素手で摑つかみ取れるものなのだろうか。

　それとも、それもまたアンデッドの苦無だからこそできることなのだろうか。グレンは困惑しながらも、礼を言う。

「すばやく捕まえられた。やはり体の調子がいい」

「整骨と経穴のおかげですね」

「む、むう」

　苦無はうなりながらも、手に持ったゴーストをまるで雑ぞう巾きんでも絞しぼるかのようにひねり上げた。ゴーストは見えないグレンだが、酷い扱いをされるゴーストの悲鳴が聞こえる気がした。

　その後、そこらにぽいと投げ捨てる。

　そんな雑な扱いでいいのか。

　グレンは再び考えを改める。墓場街の住人とはいえ、相手は霊体だ。決して油断してはならない種族だ。なにしろ今日だけで、二回も憑依されかけた。

　ゴーストたちが墓場街を飛び出し、好き勝手をすれば、それによる被害はドッペルゲンガーの騒動どころではないだろう――支配人を置いたスカディの采さい配はいは正しいということだ。

「早く支配人の代わりを見つけなくてはな」

「すぐに見つかるものなのですか？」

「竜闘女様によればアテはあるらしい。だが、誰を据すえる気なのかは、私も聞かされていない。竜闘女様の崇すう高こうなお考えは私などには計りかねるが……」

　苦無は、遠くを見た。

　彼女の視線の先にあるのは、ヴィヴル山脈。墓場街は小高い丘にあるために、聳そびえ立つヴィヴルの山々がよく見えるのだった。

「竜闘女様は山に行っているそうだ。さて、どうなることやら……」

　グレンもつられて、高い山々を見る。

　山の中腹辺りで、黒い影が飛んでいるのが見えた。いつか診療に行ったハーピーの里の者たちかもしれない。飛ぶ影くらいはグレンの視力でも捉とらえることができる。

　混こん沌とんとした『デッドリッチ墓場街』の支配人とはどういう人物だったのだろう、とグレンはふと疑問に思った。ゴーストたちを纏まとめ上げ、アンデッドを束ね、一つの街を治めていたのだから、並なみ大たい抵ていの魔族ではあるまい。

　だが、その支配人はすでに昇天している。

　会って話をすることができれば、もっと墓場街のことを知ることができただろうか――後悔と寂さびしさが、胸に去きよ来らいするグレンだった。

　少し目を閉じる。

　墓場街で、グレンは名も知らぬ支配人の冥めい福ふくを、静かに祈るのであった。














　症例５　剛力のギガス









　ぼきり。

　ぼき、ぼきり。

「ああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　巨神――ギガス族のディオネ・ネフィリムは、情けない叫び声をあげた。

「またああ[image: ～][image: ～][image: ～]折れたああ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　人の身の十倍はあろうかという背せ丈たけを持つ、ギガス族唯ゆい一いつの生き残り。ディオネは、しかし地を震わせる叫びなどではなく、実に気の抜けた、間ま延のびした声をあげた。

　まだ雪の残る山中。

　ディオネは足を抱えた不動の姿勢だが、両手には小さな――あくまでディオネから見れば小さな――道具を持っている。

「小さすぎますよぉぉ～」

　彼女が情けない声をあげる度たびに、山の動物たちがその声を仲間と思い、集まる。足元にはシカやヤギが、頭には小鳥たちが羽休めの場を求め、髪の間に止まっていく。野ウサギは雪をかき分けて暖かいディオネの服の中に忍びこんでいく。

　驚くべきは、そんな草食動物らを餌えさにするはずのオオカミまでもが、ディオネの足元で獲え物ものを追うこともせずに欠伸あくびをしていることだ。

　ディオネの周囲には、弱肉強食の動物たちでさえ和なごませる、独特の空気感があるらしい。

「ううぅぅ～不器用～」

　唸うなりながらディオネは、その指に持ったものをひょいと投げ捨てる。

　それは鉛筆であった。

　近年、発明された筆記具である。材料は木材と黒こく鉛えん。黒鉛を加工する技術が発達したために生まれた、インクもペンも使わない画かつ期き的な発明品であった。

　まだまだ大陸で普及しているとは言い難いが、新しいことを積極的に取り入れる風潮のリンド・ヴルムでは、独自の商業ルートを確保していることもあり、最近大量にこの鉛筆を仕入れた。売れ行きも好調で、活用する住人も増えているという。

　だが、少し――いや、かなりディオネには小さすぎる様子で。

「ううぅぅ～勿もつ体たいないぃ～」

　見れば、ディオネの足元には、折れてしまった鉛筆が積み重なっている。

　イリィの話だと、木の軸が折れた程度であれば工房で作り直すことも可能らしいが――だからといって普及し始めたばかりの新商品をどれだけ無駄にしてもいいわけではない。

　羽ペンよりも丈じよう夫ぶであるという触れこみのため、こうしてディオネは手に取ってみたわけだが――ペンだろうと鉛筆だろうと、結局ディオネの体には小さすぎることに変わりはない。

　暇ひまである。

　巨神ディオネは、ここのところ、暇を持て余している。

　あまりに巨体すぎるゆえ、動くとどうしても周囲に多大な影響を与えてしまう。山頂から最も近い集落――ハーピーの里にまで移動するだけで何日もかかったし、足音が里の住人たちには地震と勘かん違ちがいされていた。

　そもそもディオネ自身、じっとしているほうが性しように合うタイプだ。魔族医師グレンの診察のあと、里の住人やアラクネの少女の協力もあって、ディオネの防寒は完かん璧ぺきとなった。万年雪の残る山頂であっても、もう風邪をひくことはないだろう。

　普段はこうして、動物たちと戯たわむれながら、ぼけっとしている。

　たまに来るのは、山頂でしか取れない貴重な氷を取りに来る商人たち。捧ささげものとして食事を持ってきてくれるハーピーの里の若わか衆しゆうくらいであり、ディオネ自身は植物のように穏おだやかで、だが代わり映ばえのしない日々を過ごしている。

「手紙ぃ～良いと思ったんですけどぉぉ～」

　鉛筆というものを取り寄せ、手紙を書こう。

　スカディやクトゥリフ、グレンに、ラミアやケンタウロスの少女ら。以前から知っている街の有力者と、最近知り合った若者たち。

　手紙を書いて近況を知らせ合えたら、それはきっと素す敵てきなことだろうと思ったのだが――。

「進まないぃぃ～」

　嘆なげいても、聞くのは動物たちしかいない。新たにやってきたイノシシが、ディオネの足元にどっかと座りこんで寝息を立て始める。

　ディオネにとって、普通サイズの鉛筆はいくらなんでも小さすぎる。

　ぼき、ぼきぼき。

　ぼきり。

　わざわざ山頂まで輸送してもらった鉛筆は、ディオネの手によって次々と折れてしまっていた。もちろん、リンド・ヴルムに届けてもらう手紙など、そんな調子では書けるはずもないのであった。

「あああうううぅぅ～」

　膝ひざを抱えた姿勢で。

　手には小さな紙と鉛筆。

　ここ数日ディオネは、執筆に挑戦しては挫ざ折せつしている。数日かけた割に、手紙の内容は数行に過ぎず、しかもラミアがのたくったような読みづらい字しか書けていない。

　そんな状況では、弱気なギガスは、うるうると泣きたくなる。

「お――――――――い――――――――っ！」

　遠くから。

　声が聞こえた気がして、ディオネは面おもてを上げた。

「巨――――――――神――――――――様ぁ――――――っ！」

　空を見上げれば、そこには巨大な影。

　猛もう禽きんをも超える全長の翼は、鳥ではありえない。実に色彩豊かで派は手でな翼が、声よりも顔よりも雄弁に、それが誰かを教えてくれる。

　イリィ――ハーピーの里でも、一、二を争う美しい翼を得た少女だ。

「巨神様―！　やっほー！」

「ああぁぁ～、イリィちゃん～！」

　ディオネは手を振る――のをかろうじて自制し、代わりに笑みで出迎えた。

　自分は手を振っただけで、頭に集まった鳥たちを驚かせてしまうのだ。そうでなくても普段から動きは最小限にしている。

　イリィに姓せいはない。

　捨て子である彼女は、本来の両親の姓を知らない。だからただのイリィ。

「うえーい！」
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　満面の笑みで、イリィはディオネの頭に着陸した。

　姓がないことなど、彼女はわずかも気に留めていないようだった。

「ちわっす！　巨神様――ってうわ！　また鉛筆たくさん折ってるなあ」

「ああぁぁ～、ごめんねぇぇ～、せっかく持ってきてくれたのにぃぃ～」

「まあそんなことだろうと思って、また追加で鉛筆持ってきたぜ！」

　声の大きなイリィが来たことで、ディオネに集まっていた動物たちは危機を感じ、一いつ斉せいに散って山へと戻っていく。ディオネを脅きよう威いとは思わなくとも、イリィに対しての反応は普通の動物たちと変わらないようだった。

　イリィが脚あしで摑つかんでいた小包には、新品の鉛筆が詰まっているのだろう。彼女は今ではすっかり『スキュテイアー運送』所属の配達人として、リンド・ヴルム中に荷物を届けている。配達先にはもちろん、この山頂も含まれるのだ。

　その翼のおかげで、ヴィヴル山脈の山頂に来るのも容易である。

　来訪者の少ないこの山頂に、荷物を届けたり話をするために、わざわざ飛んできてくれるイリィはディオネにとって友人と呼べる存在だった。

「あ、巨神様。今日はもう一人来てるよ」

　イリィがディオネの頭からばさささと羽ばたき、足元に着陸した。

「ええぇぇ？」

　もう一人？

　ハーピー族でもない限り、こんな山頂にまで飛来できるものは少ないはずだ。

　空を飛べる種族は、魔族の中でも限られるのに。

　イリィは散乱した鉛筆の残ざん骸がいを拾い集めて、袋に入れていく。そんな動作も足でこなしてしまうのだから器用という他ない。

　誰が来たのか、ディオネが首を傾かしげていると――。

「久しぶり」

　ゆっくりと降り立つ、小柄な影。

　丁ちよう度どディオネの顔の前――両腕で抱えた膝の上に、よく知った顔があった。

「ええぇぇ～！　す、スカディちゃぁぁん！」

「ちゃん付けはやめる。私、今、議会代表だから」

「関係ないですよぉぉ～、ええぇぇ～？　病気で飛べなかったんじゃぁぁ～？」

「手術をして回復した。クトゥリフとグレン医師のおかげ」

「おおおぉぉぉぉ～！」

　スカディ・ドラーゲンフェルト。

　リンド・ヴルムが今の名を冠かんした頃からの付き合いである――が、実際に顔を合わせたのは数度しかない。長ちよう寿じゆ同士もっと仲良くしたかったのだが、飛べないドラゴンと、山頂を動けないギガスでは頻ひん繁ぱんに会うわけにはいかない。

　街をつくる時に挨あい拶さつに来たが、あの時はローブで顔を隠し、何人もの供ともを連れてようやく山頂まで歩いてきたのだ。

　だが今、スカディの腰から伸びた翼は、飛行のために展開していた。かつての天空の栄えい華がを取り戻したのだ。

「すごいぃぃ！　すごいですぅぅ！　感激のハグをぉぉ！」

「絶対やめて。これでも病やみ上がり……そんなことされたらぷちっといくから……！」

　スカディは身を縮ちぢこまらせて逃げようとする。

「ドラゴンだし大丈夫じゃねーの？　竜りゆう闘とう女じよサマ？」

「イリィ、無責任なこと言わない。巨神の力はとんでもないの」

　再会の喜びを拒絶され、ディオネはしゅんとする。

「ううぅぅ、ざんねぇぇん……」

　喜びを全身で表現するには、ディオネの体は巨大に過ぎる。

　きっとこの世界は、ギガス族が住むには狭すぎるのだ。だから同族は皆滅んでしまい、ディオネだけになった。

　ディオネ自身は滅んでしまったものは仕方ないと、どこかのんびりと達たつ観かんしているが。それはそれとして少し寂さびしい。

　ディオネの死生観は人間のそれとは大きく違うが、一人が寂しいというのは変わらない。

　だからイリィやスカディが遊びに来てくれたのは、すごく嬉うれしい。

「相変わらずなようでなにより。ディオネ」

「はぁぁい、私はぁぁ～変わらないですよぉぉ～」

　変化や成長とは無む縁えんのギガス族だ。

　それでも、たまには変わったことをしてみようと手紙に挑戦したのだが――そちらのほうも成長していない。

　無駄にした鉛筆は、イリィが全すべて拾って麻袋に入れていた。工房に持って行って修復してもらうのだろう。

「鉛筆だってタダじゃない。誰がお金を払っていると思ってるの？」

「いつもありがとうございますぅぅ～」

　ディオネはぺこりと頭を――下げられないので、言葉だけで礼を言った。

　鉛筆はイリィがいつも持ってきてくれていた。イリィはなにも言わないが、代金はきっとスカディあたりが払っているのだと思っていた。山で暮らすだけのディオネには支払い能力がない。

　それでも暇つぶしのための道具を用意してくれるスカディは、ちゃんと自分のことを気にかけてくれているのだ。それがディオネには嬉しい。

「それでぇぇ～、イリィちゃんは配達のためでぇぇ～、スカディちゃんはどうしてぇぇ？」

「ディオネの顔を見に来た」

「うそぉぉ～、そんな暇じゃないくせにぃぃ。飛ぶのだって体力使うでしょぉぉ～」

「……さすが鋭い」

　スカディは図星の顔であった。

　のんびりとしたディオネであっても、議会代表がただそれだけの理由で山頂にまでやってくるはずがないことは見抜いていた。

「ドッペルゲンガーの噂うわさ……を知るわけないか」

「知ってますよぉぉ～」

「そうね。ここを動けない貴女あなたが知るはずが――知ってるの？」

「街を飛び回る小鳥ちゃんが教えてくれますからぁぁ～」

　鉛筆を全て回収したイリィが、きしししと笑った。

　街の郵便配達人。手紙に小包に街新聞。重量の制限内であれば、どんなものでも高速でお届けするイリィ。彼女にかかれば街の噂もすぐに伝わる。

　街まで行けないディオネにとって、イリィは街の最新情報を教えてくれる貴重な情報源だ。

「つーかアタシも見たしね。メメに化けた変なヤツ」

「そうだった。そんな証言もあった」

　スカディが頷うなずく。

「ならば説明する手て間まも省はぶける。議会は今、ドッペルゲンガーを追っている。どうもアレは、私の胸に寄き生せいしていた偽にせの心臓でもあるらしいから」

「あらぁぁ～、捕まえるんですぅぅ？」

「そう。可能なら説得をする」

「大変ですねぇぇ～」

「他ひ人と事ごとのように言う」

　そう言われてもディオネは困ってしまう。

　ディオネにできることは、実は多くはない。街を騒がせているドッペルゲンガーも心配ではあるが、だからといってディオネが街まで下りたら、そちらのほうが問題になってしまう。

　自分にできるのは、ただ何事もないように祈るばかりだ。

「ただ、ドッペルゲンガーは警けい邏ら隊の動きを把は握あくし、巧たくみに逃げているそう。助言をもらったから、こちらも水路街に網あみを張っているけれど、始めたばかりということもあって、まだ捕まらない。ドッペルゲンガーは相当賢かしこいはず」

「あらぁぁ～」

「この魔族の正体に、心当たりはない？　ディオネ」

「…………」

　ディオネは得とく心しんがいった。

　ギガス族は神ではないが、巨神と呼ばれることもある――そして同様に、神と呼ばれていたいくつかの種族を知っている。

　寿じゆ命みようだけならスカディよりも長い。その知識を当てにされているのだ。

「そうですねぇぇ～。クトゥリフちゃんのご先祖様が、邪神だなんだと呼ばれていた頃の話になりますけどねぇぇ～」

「……何千年も前ね」

「はいぃぃ～。あ、でも、スキュラ族のご先祖様、悪い人たちじゃなかったですよぉぉ～。ちょおおっと見た目が怖かったですけれどぉぉ～、でもぉぉギガス族にもよくしてくれた話が伝わっていてぇぇ～」

「脱線してる。その……邪神族？　となにか関係が？」

「その邪神さんたちの使し役えき眷けん属ぞく……つまり、お手伝いさんですねぇぇ～。なんでも自在に姿を変えてぇぇ、いろんな仕事をこなすことができたとかぁぁ～」

「古い話にあった気がする」

「変身能力を持ってるだけじゃなく～、知識も力も相当なものだと思われますよぉぉ～？　私の聞いた話ではぁ～、分裂、増殖の能力も持っているそうですがぁぁ～」

「それだけ聞くと、スライムとよく似ている」

「というか、その眷属が分裂増殖した際にたまたま生まれた『余り』が、スライム族の祖先である……なんて話ぃぃ、聞いたことありますかねぇぇ～」

　スカディは顔をしかめた。

　長生きしている種族は、それだけの力を持っているということだ。本当に邪神に使役されていた眷属であったとすれば、その寿命はスカディやディオネを越えてしまう。そんな存在がリンド・ヴルムで騒ぎを起こしているのだとしたら。

　なにが起こるか、スカディにも予想がつかない。

「眷属というだけでは範囲が広い。なにか捕ほ捉そくに役立つ手がかりはない？」

「ええぇぇとぉ……名前が、確か、ショゴスさん？」

　うろ覚えのその名前だが、間違いないと思えた。

　ショゴス。あらゆる形態、あらゆる材質に姿を変えられるという、邪神たちに使役された一族。ドッペルゲンガーのような騒動を引き起こすに足る能力を持っているだろう。

「ショゴスね。覚えておく」

「はいぃぃ～」

　ディオネは微笑ほほえんだ。

　スカディの力になれるのが嬉しかった。

　そのドッペルゲンガーが即すなわちショゴスであるかどうかは不明だ。ディオネが知っているのは、街で飛び交かう噂話くらいであり、その正体など推おし量はかるべくもない。

　だが、助力を請こわれたら、できることはする。

　ディオネは動けない。一度動くだけで、動物も魔族も人も、多くのものたちを騒がせてしまう。その迷惑をよしとするには、あまりにディオネの心こころ根ねは優しすぎるのだ。

　それを知るからこそ、スカディもわざわざ山頂にまで飛んできてくれた。

　病み上がりの体をおして。

「ショゴスさんん～、街に馴な染じんでくれますかねぇぇ」

「それどころではない。まずは意思疎そ通つうができるかどうかを見み極きわめないと」

「邪神さんの命令を聞ける種族なら、対話は可能ではぁぁ～？」

　ディオネ自身、長く山頂を動かなかったせいで、あたかも破壊神であるかのように伝えられていた。

　ディオネは神を直接知ることはない。だが、まだ文明としては未熟であった人間、魔族双方から『神』と崇あがめられた種族がいる。巨神、邪神。あるいは竜族とて、時と場所によっては竜神と呼ばれていたこともある。

　強大な力を持っていたが、やはりそんな生物が生きるにはこの大陸は狭すぎる。あるものは深海で眠りにつき、あるものは高き天空に己おのが領域を作って身を隠した。スカディの祖先である竜も、『神しん域いき』に逃げていった。

　多少出しゆつ自じは違っても、そのショゴスは――きっとディオネやスカディの同類だ。まだ神々が身近であった時代からの存在だ。

　対話ができないことはあるまい。

「大丈夫ですよぉぉ～、リンド・ヴルムなら」

　いつかディオネの風邪を診みてくれたあの医者も、巨神だから対話ができないなどとは考えなかった。

　ちょっと動くだけで、多くのものを壊してしまう自分。たかだか手紙を書くくらいで、何本もの鉛筆をダメにしてしまう自分。だからといってスカディもイリィも、あの医者も、自分のことを神様扱いはしなかった。

　もう神と呼ばれるものたちはいないのだから、自分も巨神などではなく、どこにでもいる魔族の一人でいい――。

　まあ、ハーピーたちは未いまだに『巨神様』と呼んでくるし、慕われて悪い気はしないので、ディオネもそのままにしているのだが。

　ショゴスも、可能ならリンド・ヴルムの魔族の一人に。

（あ……でもぉぉ）

　ディオネは、長い髪に隠れた瞳ひとみで、じっとスカディを見つめた。

　話をまとめるならば、ドッペルゲンガーはスカディを長年蝕むしばんでいた病魔だ。

　スカディは細かいことを気にしないから、あっさり許すかもしれない――だがスカディが許したとしても、はたしてリンド・ヴルムの住人も同じように思うか。

「一つぅぅ～……忠告をしてもぉぉ～？」

「構わない」

「ショゴスさんはぁぁ～、きっと私たちよりも今の世界に対する理解が少ないですぅぅ～。なにしろずっと邪神さんのところでお手伝いでしたからぁぁ～」

「？　それが、なに」

「知識や知能はともかくぅぅ～……道徳や倫りん理り観という点においては、非常に未熟であるかもしれませんん～。もしかしたら子供よりも低いかも」

　スカディの心臓に擬ぎ態たいしていた、というのがその最たる例だ。

　何な故ぜスカディに寄生していたのかは謎のままだが、その結果スカディは死ぬかもしれない状況にまで追いこまれた。寄生虫が宿しゆく主しゆを殺すのは、基本的には新たな宿主を見つけて寄生先を移動する場合のみ――。

　スカディが死んで、新たな寄生先があっただろうか？

（それは違う……竜の肉体ほど栄養の豊富な体は他にない……つまり、後のことをなにも考えていなかった……）

　ディオネは考える。どうしたら、一番いい結果になるか。

　幸いなことに、動けないディオネには多くの時間があった。今日までにも、彼女はイリィから聞いた話をまとめ、あらゆることを推すい論ろんし、考察する時間があった。

　のんびりしていてとぼけたことも多いディオネだが――仮にも神と呼ばれる程度の叡えい智ちを備えていた。

「倫理観がないから、悪意がなくても簡単に害を与えるかもぉぉ～、スカディちゃんが死にかけたのが、その証拠ですぅぅ～」

「未だ、ドッペルゲンガーが人を襲おそったという報告はない」

「そうですねぇぇ～、では、反省したのかもしれませんねぇぇ～」

　ショゴスの学習能力は高いはずだ。

　誰かを傷つけてしまえば、スカディも警邏隊も本気になってドッペルゲンガーを追う。しかも保護や捕ほ縛ばくではなく、排除ということになる。ドッペルゲンガーはそこまで理解しているのだろうか？

　ショゴスは倫理観がなくとも――他種族のことを理解するために、努力しているのではないだろうか。

　だからいろんな存在に化けるのでは。

　学習のために、化けているとしたら。

　――学習した上で、ショゴスが他種族を傷つけてもいいと結論したら、どうなるか。

「気をつけてくださいねぇぇ～、ドッペルゲンガーに会った人は、死んでしまうそうですからねぇぇ～」

「わかってる。でもそれはゴーストやファントムが幻まぼろしを見せるからでしょう。ゴーストが憑ひよう依いし、ありもしない幻覚を見せる。悪霊に憑つかれてしまったものが、だんだんと衰すい弱じやくしていくことから……ドッペルゲンガーを見ると死ぬ、という話が一般的になった」

「それだけかなぁぁ～？」

「……なにを知ってるの？」

「いえぇぇ～？　知ってるわけじゃないんです、ただ、ここまでドッペルゲンガーの噂が、街に蔓まん延えんしているとぉぉ～、見たら死ぬ話まで本当になってしまいそうだなぁぁ～って。それは少し、嫌じゃないですかぁぁ～？」

　そう、これはディオネの勘かんに過ぎない。

　だがスカディの警けい戒かいを引き上げるには十分だったのだろう。スカディはしばし黙していたが、やがて腰こし羽ばねを大きく広げた。

「参考になった。礼を言う、ディオネ」

「いいぇぇ～？　また遊びに来てくださいねぇぇ」

「気が向いたらね」

　スカディは素っ気ない。

　だが、また来てくれるだろうという予感はあった。飛べる力を取り戻したスカディが、真っ先に来てくれたのがこの山頂だ。これからも、ふらっと来てくれるかもしれない。

「じゃ、巨神様。アタシもそろそろ行くぜ」

　鉛筆の欠片かけらを一通り集めてくれたイリィが、そう言って羽ばたき始める。

　イリィはせっかちだ。

　気が合うのは確かだが、時間の使い方は全く違う。とにかくなんでもさっさと済ませてしまう性格のイリィは、放っておくとあっという間にリンド・ヴルムへ飛び立ってしまうだろう。

　ディオネは――彼女にしては慌あわてて。

　手を伸ばした。

「待ってぇぇ～」

「ぴぎぃぃぃっ！」

　まるで蜻蛉とんぼでも捕まえるかのように、ディオネの指がイリィの首根っこを摑む。

　体格差から、じたばたと暴れるイリィだった。

「わーっ！　なになにーっ!?」

　驚かせてしまった。

　たまに動くとこういうことになる。イリィを傷つけないように動いたつもりではあったが、やはり自分はじっとしているべきらしい。

「あのぉぉ～、ごめんなさいぃぃ～、お願いがあってぇぇ～」

「ええ？」

「イリィちゃんに届けてほしい手紙があるんですぅぅ～」

「そうなの？」

　すっかり配達人としての顔が板についてきたイリィ。

　手紙と聞いては黙っていられなかったようで、するりとディオネの手から抜け出して着地した。

「いいよ！　どこでも届けてやるから！」

「ありがとうございますぅぅ～、では今から書いちゃいますねぇぇ～」

　ディオネは紙と鉛筆を取り出した。

　書くべきことはもう決まっている。先ほどのドッペルゲンガーの件だ。内容も頭でまとめたから、手紙はすぐに書けるだろう。

　これはきっと、街にとって大事なこと。

　リンド・ヴルムがどんな種族でも受け入れる街であるためには、必要なこと。

「ええぇぇとぉ～」

　意を決して、鉛筆をつまむディオネ。

　さあ書くぞと、小さい紙に鉛筆を触れさせ。

　ぼきり。

「あぁぁ～」

　仕方ない。

　やむを得ない。

　気を取り直して次に行こう。新しい鉛筆をつまみ、一文字目を。

　ぼきり。

「ああぁぁ～、ううぅぅ～」

　ぼきり。

　ぼきりぼきり。ぼきり。

「ううううぅぅぅ～！」

　ぼきぼきぼき。

　ぼきり。

　そろそろ十本の鉛筆を無駄にしてしまったところで、イリィが口を開いた。

「あー……巨神様、アタシ、午後の配達もあるからさ、そろそろ行かないと」

「うううぅぅぅ～」

「夕方にまた来るからさ、な？」

「ご、ごめんなさぁぁい～……」

　鉛筆の予備はまだまだあるとはいえ、この調子では手紙を書くのに一日かかってしまう。

　いや、書き上げられるかもわかったものではない。しかし、ディオネは素早く書き上げなくてはならないし、イリィには一刻も早く届けてもらわねばならない。

「が、頑張りますからねぇぇ～！　私、千年に一度レベルで気合いを入れますよぉぉ～！」

「おう！　待ってるぜ！」

　底抜けに明るいイリィが、昼ちゆう光こうにその深しん紅くの翼をきらめかせて笑った。

　以前はふさぎ込んでいたこともあったらしいが、今のイリィを見ているとそんなことは想像もできない。

　鮮やかな羽ばたきでもって、リンド・ヴルムへと飛び立つハーピーの少女。配達の合間に、少しでも時間があると山頂へと飛んできてくれる彼女は、今やディオネにとってもかけがえのない存在だ。

　――さて。

「やりますかぁぁ～！」

　不器用な巨神。

　動くとろくなことにならない巨神。

　だが、今こそは、それでも手を動かしやらなくてはならない時だ。人間にとっての針よりも小さい鉛筆でもって、手紙を書ききる。

　ディオネが奮ふん起きしたその瞬間。

　ぼきり。

「あああぁぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　なんとも情けない巨神の叫び声に。

　足元にいたウサギが、慰なぐさめるように、ディオネの足の周りを飛び跳はねるのだった。




　――その日。

　ディオネは、多くの動物たちに囲まれながら、なんとかイリィに渡すべき手紙を書ききった。

　手紙は相変わらずラミアがのたくったような大陸公用語で書かれ、読むものにとっては古めかしい言い回しも混じっていただろう。

　だが。

　ディオネはきっと読み解けるはずと信じ、この手紙をイリィに託たくした。

　山頂を動けぬ自分にも、届けられる思いがあるはずと信じていた。














　症例６　双影のマーメイド









　中央広場の歌姫。

　人魚――ルララ・ハイネは、早起きだ。

　水中に作られた自宅に、朝の光が差し込むことによって、ルララは目覚める。

　部屋にあるのはオオシャコガイの殻からと、アラクネ製耐水クッションによってつくられた最新式のベッドである。金貨十枚の価値はあり、大変な高級品ではあるが、シャコガイの殻によってルララの安眠は保障されていた。

「んんんん……朝、か……」

　シャコガイの殻の内部には、二人の妹。

　ルララは五人兄妹の長女であり、妹と弟がそれぞれ二人いる。ルララの家は家賃も安く、部屋の数も少ない。それゆえ、個々に部屋をあてがうような贅ぜい沢たくな暮らしをすることはできない。

「ほうら、レミー、ソウラ、起きて起きて」

「むにゃー」「もちょっと」

「だぁめ。お母さんの手伝いしてきなさい」

「「ぶくぶくー」」

　口から抗議の泡あわを出しながらも、二人の妹たちはシャコガイのベッドから抜け出していった。妹たちを追いだしてから、ルララも泳ぎだす。

　眠るとき、人魚は基本全ぜん裸らである――というか、伝統的にはマーメイドたちは、男も女も裸はだかで暮らすのが当然であった。水中において、服などは邪魔になるばかりであり、陸上の人間や魔族のように服を着る習慣はありえなかった。

　だが、リンド・ヴルムではそれは良くない。

　アラクネ族が作ってくれた水中用衣服も、最近ではかなり普及してきた。ましてルララは中央広場で歌う身分であり、水着を着ないのはルララ自身はおろか、水路街で生きるマーメイドたち全すべての評判に関かかわる。

　それに、やはり人間の男性に胸を見られるのは恥はずかしい。

　海に暮らしていた頃はなかった羞しゆう恥ち心しんは、街で生活してから芽め生ばえるようになったものだ。同族であれば、服を着なくともなんとも思わないのだけれど。

　三角形の布で作られた水衣をつけて、メッシュ状のスカートをはく。メロウガラスで作られた装身具はまた後でもいいだろう。

「……よし！」

　まだ少し眠いけれども。

　ルララは気合いを入れて、今日を始めようと、頰ほおをぺちぺちと叩たたいた。

　水路街には、徐じよ々じよに眩まばゆい朝日が入り込みつつあった。




　朝食は豪ごう華かだった。

　食卓として使っている、ウミガメの甲こう羅ら。その上には、淡水イカの水草巻き。剝むいたエビの殻に魚肉を詰めたソーセージ。そして獲とれたばかりの川魚が数種類。ウミガメのテーブルですら小さいとばかりに並んでいる。

　朝からこれほどのものを食べられるとは思わず、ルララはつい母の顔を見る。

「お母さん、これ、どうしたの？」

「ふふふ。市場の人がね、今日は大漁だったんですって」

　ルララの母も、良い買い物ができたのだろう。にこにこと笑っている。

　リンド・ヴルムは海から遠いため、魚といえばヴィヴル川で獲れるものが主となる。この川は魚の種類が豊富であり、マーメイドらの食卓を支えていた。川の一部では水草や貝、エビ、イカやタコなどの養殖も行っている。

　川魚は生なま臭ぐさかったり、すぐ腐るなどの理由で、陸上ではあまり食べないらしいが――人魚たちには関係がない。魚は獲れたてを捌さばいて生で食べるのが一番だ。

　マーメイドたちの食生活は、陸上と大きく違う。基本的には火を通せないし、スープやソースなど液状の食事もない。天然で採とれた魚ぎよ介かい類るいこそ最高である。

「俺ソーセージもーらい！」「あー！　それ僕が狙ねらってたんだぞ！」「早いもん勝ちだろ、ファン！」「ちょっとシド、またソウラが泣いちゃうでしょ！」「いいの、水草巻き美味おいしい、もぐもぐ」「ルララねーちゃん！　おかわり！」

「シドは食べ過ぎ！　ちゃんとみんなに分けてあげなきゃ！」

　食べ盛りの子供たちは、我われ先さきにと好物に群がっていく。

　マーメイドは料理ができないなどと言われることがあるが――ルララに言わせれば、食材に火を通すだけのものを料理とは言わない。マーメイドたちは水中であっても、食材を美味しくすることには長たけている。

　ルララもまた好物のエビ殻ソーセージ――殻ごと食べるのが美味しいのだ――を味わいつつ、母に目を向けた。

　母は、騒がしい食卓を見て、どこか嬉うれしそうだった。

「お母さん？」

「あ、ごめんなさいね。ちょっと泣きそうになっちゃって」

「どうして？　ボク、なにかした？」

「違うのよルララ。以前はこんなにたくさん食べられなかったでしょう。ルララが中央広場でたくさん稼かせいでくれるおかげで、みんなお腹なかいっぱいになれるわ。シドもレミーもファンもソウラにも、もちろんあなたにも、いっぱい苦労をかけてしまったから」

「な、泣かないでよー。困っちゃうからさー」

　もっとも苦労をしたのは、誰よりもルララの母だ。

　元々、ルララの一家は海で暮らしていたが、ある日突然、父は家族を連れて新興の水路街に引っ越そうなどと言いだした。だが、いざ水路街で興おこした事業は立ち行かず、父は新しい女を作って海へと戻ってしまった。

　今さら父親としての役目を果たさなかったことに怒りはないが、せめて金くらいは置いていけ、とルララは思っている。そういう部分で、ルララは現実主義者であった。

　自分は母とあまり似てない、と思う。

　母は色白で、線の細い――ともすれば瘦やせがちのマーメイドだ。深海出身であることが関係しているのだろう。御お伽とぎ話ばなしでの儚はかない人魚のイメージに近いかもしれない。

　褐かつ色しよくに焼けたルララは、母のような白い肌はだが羨うらやましい。たおやかで落ち着いた仕し草ぐさなども、体得できたら素晴らしいだろう。

「ルララ、今日の帰りは遅いんだったわね？」

「うん。ティサリアさんの昇格祝いで、『大烏い賊かの寝ね床どこ亭』で歌うんだ」

「楽しんでらっしゃい。飲みすぎないでね」

「お仕事だよ！」

　遊びに行くと勘かん違ちがいしているらしい母に、ルララは抗議する。

　先日、ティサリアが第二階位に昇格した。そのため、ケイとローナは知人を大勢呼んで、広場近くの『大烏賊の寝床亭』で宴会を催もよおすという。

　大商会の一人娘の祝賀会となれば、街の住人は何人も来るだろう。診療所の薬くす師しサーフェも顔を出すそうだ。なんだかんだ言って、ティサリアとサーフェは仲が良いと思う。

　そしてサーフェが来るなら、きっとグレン医師も――。

「――もーらいっ！」

「だめ」

　弟が奪い取ろうとした水草巻き。ルララは弟の手を素早く叩いてそれを遮さえぎった。シドはすぐ人のものを取ろうとする。姉としてきちんと躾しつけをしなければならない。

「アンタたち。いつまでも食べてないで！　みんな仕事あるんだからね！」

「「「「はーい！」」」」

　シドは水夫見習い。レミーは水路街パレードの装飾。ファンはゴンドラ露ろ店てんの手伝い。それぞれに奉ほう公こう先が決まったことで、ハイネ家の生活水準は大きく上がった。末まつ妹まいソウラは、家で母親の手伝いだ。

　貧びん乏ぼう暇ひまなしとはよく言ったもの。家族六人の生活はまだまだ厳きびしいのが現実だ。

　ルララは稼ぎ頭がしらとして。そして長ちよう姉しとして。弟てい妹まいたちを厳しく躾しつけて、この生活を守っていかなくてはならない。

　中央広場の歌姫として名前は広まってきたものの、まだまだ足りない。水路街の先輩歌姫たちの稼ぎとは比べ物にならない。

　もっと頑張らないと――。

「じゃ、ボクも行くね、お母さん」

　メロウガラスの装身具を身につけ、ルララはよそ行きの顔。

「あら、早くない？」

「そんなことないよ、寝床亭の女将おかみさんにも挨あい拶さつとかあるし。楽団の人とも打ち合わせしなくちゃ。行ってきます！」

　ルララの家は、水路に沈んだ廃はい墟きよを人魚用に改装したもの。

　家の中は大きな流れがないように守られているが、ひとたび外に出れば、そこは一方通行の水が流れる水すい棲せい魔族たちの大通りとなる。ルララは母や弟妹たちに見送られて、水路を行く魔族たちに紛まぎれていく。

（――今日も気づかれなかった）

　ルララは泳ぎながら、小さく舌したを出す。

　家族には申し訳ないと思いつつ、スカートに隠したエビ殻ソーセージを取り出した。自分の分であるとはいえ、食卓に並んだものを無断で持ち出すことへの罪悪感が、ないわけでもなかったが――仕方ない。

　ルララは、今日の仕事場である『大烏賊の寝床亭』――ではなく、人ひと気けのない四番水路のほうへと向かう。

　家族には噓うそをついた。

　こんなに早く、仕事場に行く必要はない。四番水路へと進むにつれてどんどん魔族たちの姿が見えなくなっていく。

　けれど。

　その日のルララには、大切な用事があったのだ。




「ぷはっ！」

　ルララは四番水路の隅すみ、行き止まりまで辿たどり着くと、水面から顔を覗のぞかせた。

　水面から顔を出した瞬間に、エラ呼吸から肺呼吸に切り替える。体内の余分な水は吐き出して、それから空気を吸い込む。以前、呼吸器の疾しつ患かんで死にかけたルララであるが、グレンの治療によってすっかり回復していた。

　四番水路は、あまり使われない。

　行き止まりのため露店もなく観光客もほとんどいない。理由は、すぐ近くに下水が通っているせいだ。メロウ水路街は、下水と生活水路が厳密に分けられており、決して交わらないようになっているが、空中を漂う匂においだけはどうにもならない。

　結果、下水近くは不快な匂いが届いてしまい、水路街の住民は通ることがない場所になっている。

　では、何な故ぜルララはここまで泳いできたか。

「やっほー、来たよ」

　ルララは、『其それ』に声をかけた。

　マーメイドは、水中では独特の発声法による人魚語を使う。人魚語は水中会話に特化しているので、陸上では普通に大陸公用語を用いる。

『其れ』が、どこまで言語を解するか。ルララは会話を繰り返して、どうやら大陸公用語は通じるらしいということがわかった。

『其れ』は、行き止まりの水路の隅で、じっと座っていた。ルララが知る限り、ここを移動したことはない。動けないということはないはずだが。

「どう。良い子にしてた？」

　幼おさな子ごに語りかけるように、ルララは話しかける。

　相手は返事をしなかったが、やがてこくりと頷うなずいた。やはり公用語であれば理解するようだった。

『其れ』は――ルララだ。

「はい。ちょっとだけ持ってきたから。生だけど食べれる？」

「…………」

　こくりこくり。ルララの問いに、ルララの顔をした少女が頷く。

　持ってきたエビ殻ソーセージを、彼女は受け取った。しばらくじっと眺ながめていたが、やがて殻ごと口に入れる。

『其れ』の好物はわからなかったが、ルララが自宅から持ってくる魚介類はしっかり食べている。不調を訴えている様子もないし大丈夫だろうと、大おお雑ざつ把ぱに考えていた。

　おそらく――街で噂うわさのドッペルゲンガーなのだろう。

　一心不乱に食事をとる、自分と同じ顔の相手を見て、ルララは思う。

　噂は聞いたことがあった。知り合いによく似た姿で、街に現れるそうだ。けれど、まさか自分と同じ顔で現れるとは思わなかった。

「キミさー、ボクの真ま似ねするなら、ちゃんとこの美声も真似しなきゃダメだよ？」

「………………」

　ドッペルゲンガーはなにも言わない。

　ルララとそっくりのドッペルゲンガーだが、違うところが二つある。

　一つは、なにも喋しやべらないこと。言葉を理解している様子はあるのだが、決して喋ることはない。そのくせ、ルララの持ってきた食べ物はなんでも好き嫌いをせずによく食べる。

　二つ目。それは下半身を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ――マーメイドにはあって当然の鱗うろこも尾びれも存在せず、代わりに人間のような二本の足が生はえているのだった。

　そう。

　もう一人のルララは――まるで人間だった。

「ボクにそっくりになるんじゃないの？　変なのー」

　ざぱん、とルララは尾びれで勢いよく水を叩く。

　イルカを思わせるジャンプ力で、水路から飛び出し、石いし造づくりの路面に座った。同じ顔が二つ並んでいるのを誰かが見たら、大騒ぎになるかもしれないと思う。

　初めて会ったのは、つい二週間前――。

　たまたま時間が余ったルララは、四番水路にやってきた。ここは人通りがないが、たまに銅貨などが流れ着いていることがある。大通りで観光客が落としたものが、水路の果てへ流れ着くのだ。ルララがまだ貧乏だった時のくせが抜けず、未いまだにここで小こ銭ぜにを稼ぐことがあった。

　そこで出会ったのが、ドッペルゲンガーだった。

　初めて会ったときのドッペルゲンガーは、ルララの顔ではなかった。では誰かと言われると困ってしまう。知り合いにも似ていたし、ルララにも似ていたし、男にも女にも似ていた――だまし絵のような不思議な造ぞう作さくの顔だった。

　しかし、面めん倒どう見みのいいルララは、ドッペルゲンガーを放っておくことができなかった。ドッペルゲンガーも、噂話のように逃げたりすることはなかった。とにかく元気がないようだったので、初対面の時は一度帰り、食べ物を持ってきたのだが――。

　再会した時、既すでにドッペルゲンガーの顔はルララそっくりに変わっていた。

　まるで水面に映る自分自身のように。

　それから何度も、ルララは彼女に会った。いつかローナから譲ゆずってもらったビスケットも、ドッペルゲンガーにあげた。さすがローナお手製のビスケット、ドッペルゲンガーも機嫌よく食べていた――ように見えた。

「事情はわかんないけどさ、とにかく食べたら元気がでるよ、きっと」

「………………」

　こくりこくりと頷く。

　気が小さいというか、自己主張が乏とぼしいというか――そんなところが、母や末妹ソウラと似ているから、放っておけないのかもしれない。

「キミ、よく食べるねえ、お腹空すいてた？」

「……（こくり）」

「でもさ、ボクだっていつまでも持ってきてあげられないし。ちゃんと自分で食べるもの探さないと――あ、でも、服がないね。それだと街に出れないね」

「……（こく）」

「うーん……アラーニャさんに頼むかな。でもなー」

「……？」

　意外と人ひと懐なつっこいドッペルゲンガーは、喋ることこそないものの、じっとルララを見つめては、ルララの話に対して表情をころころと変える。ルララ自身のこと、家族のこと、サーフェやアラーニャといった憧あこがれのお姉さんたちのこと――あたりが特に興味を引くようだった。

「大体さ、なんで足が生えるのさ」

「……？」

「御伽話、知らない？　人魚のお姫様が、声と引き換えに足を得るの。それで、好きな人に会いに行くんだってさ」

「……（ふるふる）」

「ボクが御伽話のお姫様だったら、キミみたいになるんだろね」

「……」

　好きな人。

　ルララの好きな人は――溺おぼれかけたルララを助けてくれた人。

　別に、陸と水中で関係を断たれたわけではない。中央広場で時々会うのだから、ルララが自慢の歌声を犠ぎ牲せいにしてまで足を得る必要はない。それでも、人間の足を持つドッペルゲンガーを見るにつけ、ルララは思わずにはいられないのだった。

「もー！」

　頭に浮かんできた妄もう想そうは。

　人間になったルララがグレンと腕を組んで、リンド・ヴルムの商店街を一緒に歩くというものだった。慌あわてて叫んで、そんな姿を打ち消す。

「もー！　もー！」

「……（おろおろ）」

　情緒不安定なルララを見て、ドッペルゲンガーが狼狽うろたえる。彼女にはどうしようもできない――というか、彼女がそんな姿をしてるのが、ルララの煩はん悶もんの原因であるのだが。

　八つ当たりは性しように合わない。

　大丈夫。サーフェンティットだって、ラミアなのにグレンのことが好きなのだ。リンド・ヴルムの条例では、人間と魔族が結婚することも認められているし、実際、異種族のカップルも数多い。

　ルララが人魚であるだけで、チャンスがないわけではないのだが――。

「これからさー、キミ、どーするの？」

「…………」

「苦く無ないさんとこ行く？　スカディさんに話通してくれるよ。それともティサリアさんとこのほうがいいかなー。あのお屋敷、孤こ児じも引き取ってるって……あ、でもケンタウロスだけなのかな。じゃあダメかな」

「…………」

「んもー！　なんか言ってよ！」

　ぺちぺち、と石造りの路面を手で叩く。

　ドッペルゲンガーはなにか考えているように目を細めてはいるが、結局なにも言ってくれない。魔女に声を奪われたもう一人のルララは、喋りたくても喋れないのかもしれない。

「今日さ、祝賀会なんだ。ティサリアさんの」

「……」

「サーフェお姉さんも来るし、アラーニャさんも来る。でも、きっとみんな……グレン先生のことが好きなんだよね」

　ちくしょー！　とルララは思う。

　グレン・リトバイトは憧れの男性だ。だがそれ以上に、彼は何人もの魔族の女性から好意を抱かれている。

　理由はよくわかる。魔族とみれば誰であろうと、真剣に、一いつ心しん不ふ乱らんに、助けようとするのがグレンだ。治療にひたむきになる彼の姿は、やはり格かつ好こういい。

　ルララの得え手ては、恋の歌。そのせいか、恋の気配には一ひと際きわ敏感であった。

「…………」

「ん？　なあに？」

　すごく――。

　すごく珍めずらしいことに、なんとドッペルゲンガーのほうから、ルララの肩を叩いてきた。今まではなかったことだ。ドッペルゲンガーが、自発的な行動を起こすのを、ルララはほとんど見たことがない。

　今までは、会って、ルララが食べ物をあげて、その引き換えにルララの一方的な愚ぐ痴ちを聞いてもらうだけだったから。

　肩をぺしぺしと叩く偽にせルララ。

　励はげまされているのか――と気づくのは、少し後だった。

　そして、ドッペルゲンガーにそんな仕草をされてようやく、自分は誰かに励まされたかったのだと気づいた。

　歌ってばかり。誰かの無事を、恋を、生き方を応援するような歌を、ずっと中央広場で歌っていたルララ。

　それは仕事だし、ルララ自身も楽しんでいることで、しかもそれで生活費を稼いでいるのだから不平不満なんて言うつもりはないけれど――。

　そうか。

　ここで、ただ頷くだけのドッペルゲンガーに自分のことを話していたのは――自分もまた力が欲しかったのかもしれない。誰かのために歌う力を。

「……ん。ありがとう」

「……（にこり）」

　ドッペルゲンガーは微笑ほほえんだ。

　それはルララにとっては、何度も水面で見た自分の顔だったはずなのに――それが満面の笑みを浮かべているだけで、こんなにも自分は励まされるのだと知った。

　不思議だ。

　街では騒動の源みなもとで、みんなを怖がらせているドッペルゲンガーなのに、ルララにとっては安心できる相手だった。

「よぉぉーし！　なんか元気でてきたし！　ちょっと歌っちゃおうかなー！」

「……？」

「いいのいいの。これから寝床亭で歌わなきゃなんだから、喉のどは温めとかないと。ここなら他に聴く人もいないからね。ボクが一人だけのために歌うなんて、滅めつ多たにないんだよ？」

「……（こくこく）」

「なに歌う？　ラプソディ？　アリア？　レクイエム？　せっかくだからまとめちゃおうか」

　これは、特別なメドレー。

　ルララは歌う。形式もバラバラな曲を、ただ気分のままに。それこそがもっとも、自分の気持ちを相手に伝えられると信じて。

　歌を聴いたドッペルゲンガーは、笑みを浮かべて手を叩いてくれた。

「……うん」

　喉の調子は万全。

　エラも問題ない。

　今日の仕事も、きっとこなせる。

　恋愛の悩みが、まだ若いルララにはあるとしても――それとは関係なく、自分は歌姫の仕事を全まつとうできると確信した。

「ありがとう。今日の仕事が終わったら、また来るからね」

「……（こくり）」

　ドッペルゲンガーは頷く。

　彼女が何者か、何を目的として、どうしてここにいるのか。そんなことを全く考えないわけではないが――ルララにとって、今はどうでもよかった。

　今日、この瞬間、自分と彼女は親友になった。

　親友のハードルが実に低いルララ。

　ドッペルゲンガーとも鏡合わせのように笑い合うことで、親友が増えたことを確信できたのだった。




　その夜は。

　リハーサルと、なんら変わらなかった。

「――――――――――ッ♪」

　ルララは『大烏賊の寝床亭』でもって、渾こん身しんの声を張り上げた。

　西大陸に伝わる伝統的な円舞曲。華はなやかな決闘の様子を楽曲にしたものだという。ルララは『大烏賊の寝床亭』でこの日のために作られた即席ステージ席に座り、来てくれた楽団と一緒に、その曲を歌いきった。

　クラーケンが女将を務める『大烏賊の寝床亭』は、小規模ながらテラス席があり、そこには水路が引かれている。即席ステージはそこに設けられ、ルララは半身を水に沈めながら、テラスにいるティサリアらに聴かせるため、全力で歌った。

　楽団は、リンド・ヴルムのあちこちの飲み屋に出張している者たちだ。時には水路街のパレードでも演奏しているので、ルララとは実に息が合う。

　おかげで、ルララは全力で歌声を披ひ露ろうすることができた。

「素晴らしかったですわ――――――ッ！」
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　円舞曲を全て聴き終えて、観衆らの拍はく手しゆの中。

　真っ先にそう言ったのが、今日の祝賀会の主役であるティサリアである。水路にかっぽかっぽと走ってきて、今にも抱きつかんばかりの勢い。

「ルララさん！　今日はわたくしのために、なんて素晴らしい歌を！　本当に、本当に、ありがとうございますわー！」

「えへへ……！　ティサリアさん、昇格おめでとう！」

「おーっほっほっほ！　ようやく闘技場もわたくしの真の実力を見定めたということですわ！　皆様も存ぞん分ぶんに褒ほめてくださってよろしくてよ！」

　ここで謙けん遜そんしないあたりが、実にティサリアらしい。

　あと、とにかく目立つ。品のいい仕立てのドレスで着飾ったティサリアが高笑いをすると周囲の招待客からは「いいぞお嬢ーっ！」「さすが姫様！」などと声があがる。

「で、でもティサリアさん、今日はその……ダイタン、だね？」

「うっ」

　ルララに指し摘てきされ、ティサリアは顔を赤くした。見ているルララも照てれてしまう。

　なにしろティサリアのドレスは、胸元が大きく開いている。紐ひもを首で結んで支えているのみであり、背中も大胆に露ろ出しゆつしていた。髪はいつものようにお団だん子ご型に結ゆい上げているので、背中どころかうなじまでよく見える。

「こ、これはケイとローナが……！　その……あまり見ないで！」

「なにを仰おつしやいますお嬢様」「武人に不要なその胸の肉、今こそ活用せずしてどうします」

「不要とか言うなですわー！」

　確かにティサリアの胸は大きい。小柄なルララから見れば迫力満点の大きさだ。

　胸元を見せる服など着れば、グレンはイチコロかもしれない。ケイもローナも、そこまで画かく策さくした上でドレスを選んだのだろう。

　露出度でいえば、決してルララの水衣も負けていないのだが――胸はどうしようもない。

「さ！　このお話は終わり！　ルララさん、こちらへどうぞ？　女将が腕を振るった料理はまだまだたくさんありますのよ！　ケイ、ローナ！　歌姫さんをご案内してさしあげて」

「露ろ骨こつに話をそらしましたね」「お嬢様、そんなことではお医者様の歓かん心しんは」

「お黙りですわ！　歌姫さんをもてなすのも大事なことですのよ！」

「承知しました」「それではルララさん、こちらへ」

「はーい！」

　ルララは水路を飛び出し、石造りのテラス席を腹はら這ばいで滑る。アザラシのような動きではあるが、人魚はこれによって、地上での高速移動を可能にしている。

　そのまま、するりと席に座った。目の前にあるのは魚ぎよ卵らんを塩しお漬づけにしたものを、クラッカーに載のせた一品。

「いっただきますー！」

　ルララの瞳ひとみは、歌っている時から、この場で最も高価な食材に目が行っていた。

　さすがは大陸にさえ名をとどろかせる『スキュテイアー商会』の祝賀会である。海生まれのルララにとっては懐なつかしい海の食材ばかりだ。

　家族には申し訳ないが、これも報ほう酬しゆうの一いつ環かんと思って、ルララは存分に頂くことにした。

　寝床亭のテラス席は、巨大な天幕を張って雨あま避よけにしている。骨組で支えられた幕布が覆おおう様子は、それこそ巨大イカが足を広げたかのようだ。『大烏賊の寝床亭』という名前に合わせてつくったのか、それともこのテラスがあるから店名に烏賊をつけたのか。

　ルララはキャビア載せクラッカーを食べながら、辺あたりを見てみる。やはり『スキュテイアー運送』ご令嬢の祝賀会だけあって、ケンタウロスが多い――かと思いきや、あちこちに見知った顔があった。

「あの……ティサリアさん？」

「あら、なんですの？　お口に合わなかったかしら？」

「ううん、そうじゃなくて……いろんな人が来てるね？」

「ええ、招待状は日ごろお世話になっている方全員に。工房のメメさんには鎧よろいや模も擬ぎ槍やりの手入れを頼んでますし、布地部分はアラーニャさんの手も入ってますし……それに、これは形式的なものですが、議会代表にもお声をかけましたわ」

「ええっ!?　スカディさん、昇格と関係あったの？　裏取引？」

「そんなことしません――っ！　ええと、説明しづらいのですけれど、因いん縁ねんというか……」

「？」

　ルララは首を傾かしげる。

　昇格戦の際にスカディが乱入したことなど、ルララが知る由よしもない。ティサリアは難しそうな顔で唸うなるのみ。

「あとは、そう、診療所にも」

「うん、それは知ってる」

「まったく。アレ、どうやって持って帰ろうかしら……」

　ティサリアが目を向けたのは、巨大な額がく縁ぶち。

　中に入っているのは、ヘビ――否いな、ラミアの抜け殻である。ティサリアと仲の良いラミアなど、ルララは一人しか知らなかったし、そもそも額の端には『昇格祝い。リトバイト診療所より』と書いてある。

「す、すごいね、ラミアの抜け殻なんて……」

「最初は嫌がらせかと思いましたわ。いえ、ラミアの脱皮殻は商売繁はん盛じようの縁えん起ぎ物ものですけれど、ね。まったく、商会に飾る場所があるかしら……」

　ぶつぶつ言いつつ、ちゃんと飾ってあげようというのだから、ティサリアもやはりサーフェのことが好きなのだろう。

　サーフェもサーフェで、わざわざ自分の脱皮殻を傷一つなく綺き麗れいに額に収めたのだから、そこに好意がないはずがない。きっとサーフェにも、この皮を脱ぐには大いに苦労があったはずだ。

　しかし、長大な贈り物を用意した当人の姿がない。ルララは席に座りながら、きょろきょろと辺りを見回してみた。

　サーフェがいれば、そこに大体グレンもいるはずだ。

　ルララはサーフェの姿を捜すふりをしながら――一緒にいるはずの医師も捜してみた。

「というか、高いワインも取り寄せたのに、どこに行ったのかしらあの蛇へび女おんな」

　ティサリアの呟つぶやきに内心を見透かされたようで、ルララはぎくりとした。

　ルララの恋心は、気づかれているだろうか。ティサリアはそれを知っても嫉しつ妬とを表に出すようなタイプではないと思うが――恋の歌を歌う自分が、恋愛が下手だと知られるのは、弱点を曝さらけ出すようで気恥ずかしかった。

　陸にいる時は、自分の恋心は水路の底へ置いておきたい。

（ああ）

　内心で、あのドッペルゲンガーのことを思い出す。

　彼女は今も水路街の隅にいるだろう。自分の恋心も、今だけはドッペルゲンガーが預かっていてくれていたらいいのに。

「――誰が蛇女ですか」

「ひぃぃぃっ!?」

　ティサリアが悲鳴と共に肩を跳ねさせた。いきなり現れたサーフェがその指でティサリアの首筋を撫なでたのだ。

「ちょ……もう！　相変わらず気配がないんですから！　――ってお酒臭い！」

「飲み放題でしょう？」

「どうぞお飲みくださいまし！　ただし潰つぶれても運びませんわよ」

「私が今まで潰れたことがありましたか？　――こんばんは、ルララさん」

　近くのウェイトレスから、ワインの入ったグラスを尻尾しつぽで受け取るサーフェ。既にほろ酔い加減なのに、まだ飲むのだろうか。酒が好きとは聞いていたけれど。

「さっき歌って……いましたよね？」

「わたくしに相応ふさわしい円舞曲ですわー！」

　高笑いのティサリアには一いつ切さい触れず、サーフェはルララに笑いかける。

　サーフェは、ルララにとっていいお姉さんだった。エラを患わずらっていたルララに優しくしてくれたし、それからなにかと顔を合わせる機会も多い。

　妹のようだ、と直接言ってくれたこともある。

　ルララにとっても尊敬すべき女性であるが――その一方で、どうしても後ろめたく感じてしまう。サーフェがいるなら、すぐ傍そばにグレンもいるだろうと、つい捜してしまう自分自身に。

「あら、お医者様は？」

　ルララの心中を、ティサリアが代弁する。

　恋する乙女おとめの考えることは、どうやら皆同じらしい。

「それが……ええと」

「なんですの。貴女あなたにしては歯切れの悪い」

「先ほどまで一緒だったのですが……ルララさんに会いに行くと言って」

「うえっ？」

　サーフェは、首を傾げてルララを見た。

　会いに行く――などと言われても、今夜、ルララはグレンとは会っていない。ルララは『大烏賊の寝床亭』に来てから、ずっと無意識で彼の姿を捜していた。見かければルララから声をかけたことだろう。

「行き違いになったかしら？　けれどルララさんはずっとここで歌っていましたし……いらっしゃれば気づくはずですわ」

「それがですね……先生、中央広場に行くとか」

「はあ？」

　今度こそわけがわからないと、ティサリアが首を傾げた。ルララも同じ気持ちだった。

「えっと……何故？」

「それがわかれば苦労しませんよ。なんだかぶつぶつ言っていましたけれど、パーティを楽しむ気がないようで……放ってきてしまいました」

「あ、貴女……わたくしがどんな気持ちで先生を招待したと……っ！　こ、このドレスだって恥ずかしいのを我が慢まんして――こ、来ないだなんて!?」

「落ち着いてティサリア」

「これが落ち着いていられますか！　ああ、先生……招待した時は来てくれると約束してくださいましたのに……!?　わ、わたくしはその程度の存在と……!?」

「私もそれは伝えました。ティサリアも先生にお祝いしてほしいはずだと。後で必ず顔を見せるとは言ってましたけれど……」

「ほ、本当ですわね！　信じますわよサーフェ！」

「泣きそうな顔しないでください。先生が忘れてなければ来るでしょう」

　しれっと告げながら、サーフェはさらにワインを飲む。そんなに飲んで大丈夫だろうか。基本的に飲酒の習慣がないマーメイドには、酒の楽しみというものがいまいちわからない。

　ルララは――嫌な予感がしていた。

（ボクに……会う？）

　ルララはずっと寝床亭にいた。

　距離はそこまで離れてはいないが、酒場で歌い続けていたルララを中央広場にいるなどとは言わないだろう。

　けれど。

　ルララには覚えがある。もう一人の自分に。

（でもなんであの子と……グレン先生が？）

　わからない。

　わからないけれど、ルララには確信があった。あのドッペルゲンガーを見たら、きっとグレンは自分と勘違いするだろう。足は生えているけれど、あの子はまぎれもなくルララと同じ顔だ。本人が認めるほどだ。

「でもさ、ボクは、ここにいるのに」

　ルララは。

　からからと笑い飛ばすことにした。笑顔は得意だ。エラが腫はれ、喉が痛んでいた時だって、ルララは客商売としての笑顔を崩くずすことなく、全力で歌っていた。

　だから大丈夫。ちゃんと笑えているはず。

　胸の中に鋭い不安があって、それが刃物のようにルララの胸を刺していたとしても――それを隠すのは、ルララの得意技わざだった。

「おっかしいよねー！　グレン先生、どうしちゃったんだろ」

「ええ、本当に」

　サーフェは、ワイングラスを空からにして、ため息をついた。

「今日の先生は、なにかおかしいです――本当に先生だったのかしら」

「え？」

「ドッペルゲンガー……だったりして」

　悪戯いたずらっぽく、ラミアの薬くす師しは笑う。サーフェですらグレンの偽者を見抜けないとしたら、それは誰にも見抜くことなどできはしないだろう。

　ルララは、海にいた頃を思い出す。

　海には、底がない。子どもだった頃、ついつい遠くまで行って、光の届かなくなる深さまで潜ってしまうことがあった。美味しそうな魚などを追いかけていると、つい深さを忘れてしまうのだ。

　そんな時は寒さでわかる。

　光の届かない世界。深い深い水の冷たさが、これ以上潜ったら危ないと教えてくれるのだ。

「……そんなことないよ」

　作り笑いでルララは笑う。

　ルララには、深海の水に似た冷たさを、全身で感じているのだった。




　ティサリアと談笑。

　ケイとローナとも言葉を交わす。

　サーフェと他た愛あいない話をして、一人の時間を楽しんでいるアラーニャにも話しかけ、なにか互いに牽けん制せいし合っていたメメとイリィの間を取り持つ。

　そんなことを、祝賀会の会場を移動しつつ、短い時間で行う。

　人魚は、身体からだが水で濡ぬれていれば、腹這いになって滑るように移動できる。ルララはその技を利用して短時間で移動し、祝賀会の参加者に自分がいたことを印象づけた。

　多くの魔族が出入りしている、今日の寝床亭だ。

　それだけあちこちに顔を出していれば、自分が少しくらい抜け出しても気づくものはいないだろうと――顔に似合わぬ策さく略りやく家ぶりで、ルララはそんな工作をしてみせた。

　無邪気な歌姫などではない。

　本来のルララは、生きるのに必死で、お金を稼ぐのが大好きで、恋のためなら手段を選ばない――どこかズルい人魚なのだ。

　きっと、御伽話の人魚もそうだった。

　声を失っても足が欲しかった。恋の成じよう就じゆのためなら、手段なんて選ばなかった。

　こっそり――人に見られないように、水しぶきの一つにさえ気を遣つかいながら、ルララは水路を進んでいった。ルララの本来の職場、中央広場の噴ふん水すいへと。

　噴水へと辿り着いても、水面から体は出さず、こっそりと頭だけを出す。

（いない……）

　多くの水棲魔族の眼球には、瞬しゆん膜まくというものがある。

　鳥や爬は虫ちゆう類るい、カエルなども持っている器官であり――簡かん潔けつに言えば眼球を保護する半透明の膜だ。水平方向に瞬まばたくまぶたともいえる。

　マーメイドもまた、水中でこの瞬膜を閉じることで自みずから目を保護している。

　マーメイドの瞬膜は高度に発達しており、瞬膜を閉じた状態であろうともクリアな視界を維い持じすることができる。水中からも水面の様子を窺うかがうことができる。

　瞬膜を閉じたまま、広場を眺める。なんだかバレてはいけない悪戯をしているようでドキドキする。

（広場じゃないのかな……）

　ルララは、水路に身を隠したまま、噴水から離れた。

　あのドッペルゲンガーは、人の多いところを嫌っているようだった。

　噴水の周りはいつでも賑にぎわうから、もしかすると裏通りの方かもしれない。中央広場から少し離れると、水路沿いに狭い路地がある。

（行ってみようか）

　リンド・ヴルムには、至いたるところに水路がある。

　だが、その全てが人魚にとって居心地よく整備されているとは言えない。中央広場の周辺はまだマシだが、それでも水路街よりも水の流れが澱よどみ、エラ呼吸もしづらい。街の南側などはもっと流れがないので、ルララはなるべく近づかないようにしている。

　裏通りも進めば進むほど、水の流れが弱くなり、水中の酸素も少なくなっていく。

（やだな……）

　水路には同族もほとんどいない。ランプの街頭もその数を減らし、水中の見通しも悪くなってしまう。

（いた……ッ！）

　だが、来た甲か斐いはあったらしい。

　裏通りで、ようやく目当ての白衣の人物を見つけた。ルララは水中から顔を出し、その姿を目に留める。

　一人だけではなかった。

（あれ……？　苦無さん？）

　グレンの隣には、何故か苦無がいる。祝賀会には呼ばれる理由もないだろうから、ここにいてもおかしくはないのだが――ルララが気になったのは、苦無がなにか背負っていることだった――あれは、棺かん桶おけ？

（まさかデート……い、いやいやそんな）

　グレンと苦無という組み合わせは――まあ、絶対にありえないこともないだろうが。

　苦無の持ち物があまりにも色気がない。

　なにしろ、ルララでさえ容易たやすく収まってしまいそうな棺桶である。仮に逢あい引びきだとしても、いくら苦無でも棺桶など持っては来ないだろう。

　そして。

　二人の向こうに――ルララと同じ顔があった。

（いた！）

　やはりグレンは、ルララのドッペルゲンガーと会うつもりだったのだ。

　何故苦無がいるのかまではわからないが――三人で、なにか話しているようにも見える。ルララの距離からでは話の内容まで聞こえない。

（なんだよ……話せるじゃん……！）

　偽ルララは、なにかを訴えている。水路街にいた時は一言も発しなかったのに。

　ドッペルゲンガーは、ルララに声を聞かせてくれなかったのに。

　なにを話しているのか、さらに聞こうと思って――ルララは不意に、虚むなしくなってしまった。

（ボク、なにしてるんだろ……）

　なぜグレンを追いかけ、水路から覗きのようなことをしているのか。

　それは恋心の発はつ露ろのためであるが、果たしてここまでする必要があるのか。どうやらデートでもなんでもないようだし――関係ないはずのルララが、ここまでやる必要などなにもないではないか。

（関係……ないもんね）

　せいぜい、あのドッペルゲンガーに食べる物をあげただけ。

　グレンがいるということは、きっと誰かの治療に関することなのだろう。仕事の邪魔をしては申し訳ないし――なにより、グレンの後を追いかけるなんてことを、グレン自身に知られたくはない。

　もしも。

　あのドッペルゲンガーのように、自分にも足があったら。グレンもまたルララをちゃんと見てくれただろうか。寝床亭で、自分の歌声を聴いてくれただろうか。

（ああ……）

　ルララは水に沈みたくなる。

　バカな考えだ。足が生えたら、歌も歌えなくなってしまう。足があったらグレンと並んで歩けるだろうが、代わりに自慢の歌声は永遠に失われてしまうのだ。

　どちらも選べないなら、人魚姫にもなれないではないか。

　――その時だった。

『其れ』が現れたのは。

「え……？」

　帰ろうと思った矢先に。

　ルララは顔を出し、夜の闇やみから現れた『其れ』をよく見た。




『其れ』がなんなのか――。

　正しく説明することは、ルララにはできなかった。博識なスカディならわかるだろうか。ルララにとっても正体がわかるわけではない。しかし、ルララはそれによく似たものを海で見たことがあった。

　端たん的てきに言うなら、それは――肉にく塊かいであった。

（ブロブだ……！）

　ルララの知識の中でもっとも近いもの。

　海には稀まれに、巨大な肉塊が漂着することがあることを、海で暮らしていたルララは知っていた。それらは原型をとどめず、おぞましい存在のように見え、陸の人たちはブロブとかグロブスターとか呼んでいたのも知っている。

　陸の人には気味悪がられるようだが、なんのことはない。ブロブの正体のほとんどは、波に洗われて腐ふ敗はいしたクジラやシャチの死し骸がいであることが多い。何故か人間には、あれがクジラに見えないらしいのだが。

　だが、当然の話として――死骸は、動かない。

（生きてる……？）

　肉塊が動く。

　怖おぞ気けのする光景だ。しかもその肉塊には、角つののようなものがあり、蠕ぜん動どうしながら動いているのだった。平べったいその様子は、ウミウシが動いているようにも見えるが――。

　赤黒い表面はまるで皮の剝はげた死体のようだし、肉塊の下部にはうごうごと隙すき間まが空あいている。口のようにも見える。あの肉塊が、大きな口を開けてしまうところをルララは想像してしまった。

　ブロブ――と仮に呼ぶとして。

　そのブロブの登場に、グレンたちは驚いた様子もなかった。

「出たな！」

　苦無の声が聞こえた。

　苦無は棺桶をその場に投げ捨て、グレンらを守るようにブロブの前に立ちはだかった。竜りゆう闘とう女じよの護ご衛えいである苦無は、さすがに正体不明の肉塊に怖おじ気けづくこともなく拳こぶしを握り、鋭い眼光をブロブに向けた。

　ぐぱあ、とブロブが口を開ける。

　やっぱりだ、とルララは思った。

　肉塊は大きく広がる口を持っていた。口を開ける様さまはカエルそっくりだ。苦無はどうするのか。あの肉塊相手では自慢の拳けん闘とうも役に立たないだろうし。

　また水鉄砲で援護でもしてみるか――と思ったその時だった。

　がぶりと。

「ええ――――――――ッ!?」

　大口を開けたブロブに、苦無がまるごと呑のみこまれた。

「うそぉ――――――ッ！」

　声を上げてしまってから、はっとルララは失敗に気づく。

　グレンがその叫び声で、こちらを振り向いた。さすがにこれでは尾行していたこともバレてしまっただろう。

「……ルララ!?　なんでここに」

「う。――って！　それどころじゃないよ！　苦無さんが！」

「ああ、平気だよ」

「なにが――――――!?」

　素っ気なさすぎるグレンの態度に、再びルララは叫んでしまう。

　が、グレンは冷静にブロブの様子を観察していた。苦無を頭から丸ごと呑みこんだブロブの様子がおかしい。ぐねぐねと肉塊は蠢うごめき、なんだか苦しんでいるように見える。

　その体は触しよく手しゆとも角ともいえない、よくわからないものがずぶずぶと突き出してきた。とはいえこちらを攻撃する様子もないようで。

「……なんか、苦しそう？」

「ドッペルゲンガー。これでいいんだね？」

　グレンは、足のあるほうのルララを見て、そう聞いた。

　――グレンには、まったく同じ顔であっても、ルララとドッペルゲンガーの区別がついていたらしい。なにかの間違いで足の生えたルララだとは、欠片かけらほども思っていない。考えてみれば当然のことなのだが――それでもルララは嬉しかった。

　自分は、御伽話の人魚ではない。

　足が生えることはない。

　でもそれでいいのだ。人魚なのだから、魚の下半身で、水路街に住んでいるのが当たり前のことだと、グレンに言ってもらえた気がした。

　ルララの勝手な想いであったとしても、グレンが人魚のままのルララを見ている、なによりの証あかしであると思ったのだ。

　ルララが見ていると――やがて、ブロブの体に。

　一ひと筋すじの光が走った。

　錯さつ覚かくだったのかもしれないが、ルララにはそう見えた。

「ふっ」

　ブロブの肉体が、内側から斬きり裂かれていた。不定形の肉体が割れ、その中には手しゆ刀とうを放った姿勢の苦無がいたのだ。

「私を食おうなどと……千年早い！」

　呑みこまれてもなお、体内から手刀でもって脱出を試こころみたのだ。彼女の武術の力量は、ルララには想像もできない領域にある。未知の生命体（？）であっても、容易く両断した。

　ブロブの体から飛び出してくる苦無。裏路地を転がってから片膝ひざを立ててみせる。よくわからない粘ねん液えきにまみれてはいるが、傷はなさそうだ。

「まあ、私は食っても美味うまくないだろうがな」

　自じ嘲ちようするように苦無は言った。

　その不気味な肉体を手刀で斬り裂かれ、ブロブはぐったりとしている。動く気配はもはやない。苦無は自分をあえて食べさせることで、ブロブを退たい治じしたのだろうか。

　でも――わからないことだらけだ。

　ドッペルゲンガーとグレンの関係。突然出てきた、苦無を食べたブロブ。

　グレンに説明を求めたいのだが、彼は真剣な顔でブロブをじっと見つめていた。

「グレン医師。協力してくれて助かった――む」

　苦無が、水路を見る。鋭い瞳に、思わずルララは顔を引っ込める。

　ぬるり、と感触があった。

「ルララ！　後ろだ！」

「え？」

　振り向く。

　水路の後ろには、大口を開けて佇たたずむブロブの姿があった。それは今にもルララを呑みこもうとしている。

　もう一匹――いた！

「っ……!?」

　ルララの行動は早かった。

　尾びれを使い、渾身の力で水面を叩く。反動で水路から飛び出した。着地は上手うまくいかず、路地に腹をぶつけるような形になってしまったが――これで距離は稼げた。

　そのまま水に濡れた体の粘液を利用して、路地を滑るルララ。

　だが――。

（っ……！　速い……ッ！）

　ブロブもまた水路を飛び出し、口を開けたままルララに突っ込んできた。その素早さは、先ほど苦無を呑みこんだ個体とは比較にもならない。

　ああ。

　さっきの奴やつは、きっと最初から弱っていたのだと、ルララは今頃気づいた。思えばウミウシとカエルをかけ合わせたような姿は、水中に適応したものだ。一瞬前まで水中にいた個体のほうが、力が余っていたのだ。

　高速の蠕動が、ルララを狙う。

（―――――ッ！）

　ルララは思わず目を閉じてしまった。

　死肉の苦無と違って、きっと自分は美味しいことだろう。

　海でサメに追いかけられたことはあったが――ブロブはその時のサメよりもよほど巨大で、素早い。逃げられない。

　誰かが自分の名を呼んだ。グレンか、苦無か。両方だったかもしれない。食べられる恐怖で目を閉じてしまったルララには、重なる叫び声がどちらのものかわからない。

「ルララ！」

　今。

　今、叫んだのは誰だ。

　三つ目の叫びが、あった。

　衝撃で突き飛ばされ、ルララは思わず目を開ける。

　そこには――自分と同じ顔した彼女が立っていた。

　ルララが、ルララをかばっていた。

「あ…………」

　声が出ない。

　御伽話のように。声を奪われてしまったかのように。

　彼女の名前を呼びたかったのだけど、自分と同じ顔をした彼女ルララの名前を、なんと呼べばいいのか、ルララにはわからなかったのだ。

　ばぐりと。

　その瞬間、ルララをかばった彼女ルララは、ブロブに一口で呑みこまれてしまった。




　グレン・リトバイトは、後悔した。

　ルララがこの裏路地にいることに気づかなかったこと。そのせいで、彼女を危険な目に遭あわせてしまったことを。

「先生、先生……ッ！」

「大丈夫。大丈夫だよルララ」

「大丈夫じゃないよぉ……だって！　だってボクが食べられちゃった……！」

　ルララは混乱しているのだろう。泣きながらそう叫んでいた。

　あのドッペルゲンガーは、確かにルララと同じ顔をしていた。水路街でなにかしらの交流があったのだとすれば、同じ顔をしているのも納得できる。

　グレンはルララを抱きしめ、宥なだめながらも、状況を確認していた。

　最初に現れた肉塊は、未だに苦無を吐き出してから硬直しているままだ。これはルララの顔をしたドッペルゲンガーから聞いた通りだった。あの肉塊は、外見の恐ろしさは凄すさまじいものがあるが、本質的に活動する体力を失いかけている。

　誤って苦無を食べてしまっただけで、肉塊の一方はぐったりとした。

　一方、ルララのドッペルゲンガーを食べた肉塊は、水に濡れながらも沈黙している。こちらは体力を失っているという風ではないが――あのドッペルゲンガーを食べたのだから、なにも動きがないということはないだろう。

「ねえ、先生……ボク、ボクどうしたら……！」

「いいかい、ルララ。大事なことだからよく聞いてほしい。君はあのドッペルゲンガーと友達だったんだね」

「友達――うん。うんそう！　ボクたちは、きっと友達で……」

「ならなにも心配することはない。あそこにいるのは、全部、ドッペルゲンガーだ」

「はっ？」

　ルララは目を丸くする。

　まあ、それも無理はないといえた。言っているグレン自身、理解の範はん疇ちゆうを超えた内容だ。こうしてこの目で見るまでは、半信半疑だったといえる。

「私から説明しよう」

　苦無が、肉塊らからグレンとルララを守る位置に立つ。さすが護衛らしい動きである。これ以上頼もしいものはない。

　肉塊から目を離さずに、苦無は話を続けた。

「リンド・ヴルム警けい邏ら隊は、街の噂を懸け念ねんし、以前からドッペルゲンガーを追っていた。なかなか捕まらなかったが、クトゥリフ医師より竜闘女様へ直接『ドッペルゲンガーは水路を移動している』との見解が示された。警邏隊は細心の注意を払いつつ、ドッペルゲンガーの足取りを追っていったが……」

「つ、捕まらなかったの？」

「逆だ――捕まりすぎた」

「え……？　ええ……？」

　この報告を受けた時は、さすがにグレンも啞あ然ぜんとするほかなかった。

　ドッペルゲンガーの正体と思われる、不定形の肉塊は、水路で見つけることができた。そう、複数いたのだ。

「水路探索を始めてから数日で、あの肉塊――によく似たものが、十ほど見つかった。一つ一つは子こ豚ぶたほどの大きさで、動きも鈍にぶかった。捕まえるのは容易かった」

「ええ……」

「しかし捕まえても保管が問題でな。密封した瓶びんも自力で開けてすぐに逃げ出してしまう。密室を作っても隙間から触手を伸ばして鍵かぎを開ける。ほとほと困り果てた」

　病院で、偽の心臓が逃げた時と同じだ。

　このドッペルゲンガーは、繫つなぎ止めておくことはできない。いっそ一カ所に集め、焼き払うという案も出たらしい。だが、それは竜闘女が反対した。咎とがもないのに処刑のようなことは許されないと。

「で……ど、どうしたの？」

「ヒントは、ハーピーの里のディオネさんがくれたよ」

「え……巨神様……イリィがよく遊びに行ってるって」

「そう。その巨神様が、手紙をくれたんだ」

　ディオネからグレン宛あてに書かれた手紙。

　そこには、ドッペルゲンガーの正体が、ショゴスと呼ばれる古い存在であること。分裂が得意だから、個体が一つではないこと。そして――。

「ドッペルゲンガーには、全身に指示を出す核かくがあるらしい」

「核……？」

「ドッペルゲンガーは、いろんな情報を集めて、闘技場の警備や警邏隊の裏をかくほどの行動をとることができた。たった一体の魔族では、そんなことは無理だ。妖精族のように、情報を集めた上で、その情報を統合して的確な指示を出す存在がいると思った。ドッペルゲンガーはね、たくさんの個体が集まった群体だったんだ」

「あう、ぐん……？」

　グレンの話に、ルララは疑問符ばかり浮かべている。

「だからね、僕らはずっとそれを探していた。分裂した個体を指揮して、最適な情報を出す指示部。あるいは核。その核を説得すればいいと思ったんだ」

「む、難しい……」

　ずるり、と。

　偽のルララを捕食したほうの肉塊が、動いた――いや違う。偽のルララは、きっと自分から進んで食べられたのだ。今までの情報を整理するのであれば、あの偽のルララこそが――グレンたちの探していたもの。

「ルララ、君の出会ったドッペルゲンガーこそが、その核だった」

「え……？　ええ？」

　ルララはまだ理解が追いつかないようだ。

　肉塊は蠢き、もう一体の肉塊――苦無を捕食しようとして失敗したものと重なっていく。そもそもこの肉塊らも、偽のルララが指示を出し、この場に集めたものだ。リンド・ヴルム中に散らばっていたドッペルゲンガーの欠片たちが、今、一つになっていく。

「祝賀会の裏で、ドッペルゲンガーたちを集める計画を練っていた。祝賀会に人が集まれば、こんな裏通りになど誰も来ないと思っていたんだがな……」

「ご、ごめんなさい……」

　責められたと感じたか、ルララが謝る。

「いや、こちらの落ち度だ。まったく、警邏はなにをやっているのか。誰も入らないように見張っていたはずだが……」

　苦無は首を振った。その顔にはやわらかい笑みが浮かんでいる。ルララが水路をこっそり進んできたのだとすれば、警邏隊にも気づけるものはいなかったのだろう。

　グレンは、一つになった肉塊を見る。先ほどまでの赤黒い醜しゆう悪あくな姿ではない。一体となった肉体を制せい御ぎよできているのか、半透明のスライムのような姿になっている。

　と――思ったら。

　ドッペルゲンガーの姿が変わる。ゼリーのような体が収束していく。それはスライムの変身によく似ていた。先ほどまでの肉塊の姿は、ある意味で暴走した状態だったのだ。分裂し、心臓部から長く離れていたからだろうか。

　ドッペルゲンガーは、人型となる。

　ただ、角があり、尻尾があり、どこか小柄だ。半透明の肉体はそのままだが、このシルエットにはどこか見覚えがある――スカディだ。

　ただ、全身が濡れており、腰の翼にはイカのような膜が見えることが、スカディとは違う。ドラゴンの影響を強く受けてはいるが、この独特の人型が、ドッペルゲンガーにとって楽な体型なのかもしれない。

「聞こえるかな？　ドッペルゲンガー」

　この呼び方が正しいのか、グレンにはわからなかったが。

　しかし、スカディに似た彼女は、小さく頷いた。意志表示はしてくれるらしい。

「君はスカディさんの心臓となってその体に寄き生せいしていた。スカディさんの体から切除されたことで、食べるものを求めていたんだね。新しい寄生先も探していたのかな？」

　再び、ドッペルゲンガーが頷く。

　生物界における寄生虫の目的は明白だ――宿しゆく主しゆの栄養素を利用すること。

　このドッペルゲンガーは、一時的にスカディの心臓となり、血管を挿すげ替えることで、スカディの血液を取り込むことに成功していた。竜の血といえば、かつて錬れん金きん術じゆつにおいては他に代替できないとまで言われた貴重な素材である。

　栄養源としての価値も十分だろう。

　だが、グレンたちの手で、彼女は切除されてしまった。

「新たに寄生すべき先は、見つかったかい？　いくつもの個体に分裂して、リンド・ヴルム中を巡めぐって、良さそうな場所はあったかな？」

　今度は、ドッペルゲンガーは首を振って否定の意思を示した。

　ダメだったのだ。

　ドッペルゲンガーは、学習能力が非常に高い。何故、スカディの体への寄生が失敗したか、よくわかっている――宿主の肉体を蝕むしばんだからだ。

　この街には医者がいる。適当な寄生では、また切除されてしまう。

　では、寄生に頼らず、生きてみるか。どうすれば、自分たちは栄養素に不足することなく生きていくことができるだろうか。怪あやしまれることなく、他者の生き方を観察するために、街の住人の姿を模もした。

「僕は医者だ。そして、君は、生きることに困っている――つまり、健康とはいえない状態にある。僕は君を助けたい」

「…………」

「スカディさんは、君を許してくれるそうだ。快かい癒ゆに向かっている今、寄生していた君を恨うらむつもりもない。けれど、街の人に危害が及ぶなら、街にいてもらうことはできない」

　グレンは厳しい顔で告げる。

　ドッペルゲンガーは、分裂して街中に散らばったはいいものの、それぞれの個体が独自に動き始めた。先ほどの肉塊は、寄生ではなく捕食によって栄養素を得るための形態だろう。

　もし街の住人を襲おそっていたらと思うと、グレンは空そら恐おそろしくなる。

　ディオネからの手紙には、ドッペルゲンガーが養分に困こん窮きゆうした場合、捕食という直接的な形で危害を及ぼす可能性も記されていた。こうなると、もう核の指示も聞かずに、ひたすら捕食を繰り返すという。

　危うく、ルララが食べられるところだったが――。

　その前に、ドッペルゲンガー自身が身を挺ていしてルララをかばった。ドッペルゲンガーは普通の生物からは考えられないほどの生態を持っているが――決して相あい容いれないわけではない。他者の命を軽視しているわけではない。

　ならば説得できると、グレンは確信していた。

「ルララの友達だった君なら、わかるよね」

　警邏隊の協力もあり、水路街に潜ひそんでいた核を見つけた。

　報告を聞いた苦無は、大変に驚いたという。なにせその核は、人魚の下半身こそなかったものの、ルララにそっくりであったからだ。

　核が捕食形態にならなかったのは、ルララが食べ物をこっそり与えていたからだという。

　ゆえに核は、ドッペルゲンガー本来の思考を失わず、分裂してしまった全身と再び一つに戻る方法を考えていた。

　それが、ドッペルゲンガー騒動を収めたいスカディの意図と重なった。

「竜闘女様より提案がある」

　ずっと話を聞いていた苦無が、棺ひつぎを引きずった。

「ドッペルゲンガー。貴様が街で生きていくつもりならば……北側の街区において、相応ふさわしい役職を用意するそうだ。仕事の内容は、貴様には簡単すぎるほどだろう」

「…………」

「二度と人を襲わないことが条件だ。どうする？」

　ドッペルゲンガーは、じっと黙っていた。

　苦無の用意した棺の中には、白骨が入っていた。これはすべてスカディが提案したことだ。この白骨を使うことで、ドッペルゲンガーは街に必要な顔を手に入れることができるのではないかと。

　つまり、もうこの世にいないものの顔を借りる。

　そうすることで、ドッペルゲンガーは誰かの影ではなくなる。

　棺の中に入っている白骨は、既に昇天したスケルトン――元墓場街の支配人のものであった。スカディは、白骨を憑より代しろとして、ドッペルゲンガーに支配人になることを提案したのだ。

　ドッペルゲンガーは沈黙していたが――やがてルララを見てから、頷いた。

「…………任務、了解」

　ドッペルゲンガーはそう言って、体を崩す。

　スライム状になって、棺の中へとそのぶよぶよの肉体を押し込んだ。棺が一瞬で、半透明の物質でいっぱいになる。

　やがて、白骨が動いた。白骨の周りはすべてドッペルゲンガーで覆われていく。支配人の骨に、不定形の物質が取りついていき、徐々にその肉体を形成している。

　ドッペルゲンガーも、以前の支配人と会ったことはないはずだが――骨の形状から、生前の姿を再現しているのか。

　まるで蘇そ生せいしているかのようだ。

　どんどん骨に肉がついていく。

　やがて、骨は人の姿になっていった。

　少なくとも顔や髪は、生前もこんな顔だったのだろうと思わせるほどに再現されていた。肉体の方はまだ完全に再現できていないのか、半透明のゼリー体を通して内部の白骨が透けてみえてしまっている。わずかに気き泡ほうのようなものが確認できた。

　顔色は青白い。

　ぎょろりとした目が印象的だが、これは生前の彼女の特徴だったのだろう。

　冷たい印象の美女であるが、大きな目だけがむしろ可愛かわいらしさを付け加えていた。

「白骨より生体情報を獲得。再現率四十七パーセント。各部稼働に支障なし。グレン・リトバイト。ルララ・ハイネ。苦無・ゼナウを認識。これより活動を開始する――会話は、できている？」

「え、ええ。大丈夫ですね」

「会話能力、意思伝達に支障なし」

　ドッペルゲンガーは立ち上がった。

　全裸ではあるが、骨にゼリーがくっついているような見た目では色気もなにもない。硬かたい喋り方をするが、これが本来のドッペルゲンガーの思考なのだろう。

「疑問がある。質問をする許可が欲しい」

「ええ……そんなに、畏かしこまらなくていいですよ。同じ街の一員なんですから」

「了解。畏まらない。グレン・リトバイトをカテゴリー『街の一員』に分類する」

　その受け答えがすでに堅苦しい。

　ドッペルゲンガーは、ぎょろ目で、まっすぐグレンを見てくる。

「現在、我々は栄養補給を第一として行動している。新たな任務実行に対して異い存ぞんはないが、栄養補給の手段がなければ活動停止……あるいは捕食形態への移行が懸念される」

「給与は出るし、必要なら新鮮な食材をアルルーナ農園から取り寄せるぞ」

　ドッペルゲンガーの質問に、苦無が答える。

　ドッペルゲンガーは呆あきれか、疲れか、グレンにはわからない感情でもって息を吐いた。大きな目と冷たい表情から、感情は読み取りづらい。

「了解。その条件で任務を遂すい行こうする――我々が分裂して求めた新たな栄養補給の手段が、ただそれだけでよかったとは……」

「どんな食材が好みだ」

「生肉」

　即答であった。

　生肉が好きなのだろうか。本質的には他の生き物を捕食する生物であることを考えると、当然の要求かもしれないが。

「活動するための肉体と、栄養補給の手段を得た。これより墓場街の支配人としての任務を遂行する――ルララ・ハイネ」

「えっ、あ、は、はい？」

　ドッペルゲンガーは、やはり変わらない顔でルララに呼びかけた。

　ルララはまさか自分に話しかけてくると思わなかったのだろう。めまぐるしく変わる状況についていくのが精いっぱいだったようだが――。

「感謝する」

　ドッペルゲンガーは、そう言って笑った。

　別人のはずなのに、その瞬間だけ、笑顔はルララにそっくりだった。




　ルララは、ぽかんとしていた。

　自分の顔をしたドッペルゲンガーが、ブロブに食べられてしまったと思ったら、すぐに復活して、知らない人の骨を使って人間になった。墓場街はルララも知っているが、そこの支配人がいなくなっていたことなんて知らない。

　そして、ドッペルゲンガーが新しい支配人？

　頭が追いつかない。

「ルララ・ハイネの助力により、我々は一時的に栄養補給が可能だった。それにより核の維持は容易であり、グレン・リトバイト、苦無・ゼナウらに事態解決の提案ができた。我々はまた一なる存在に戻れるだろう」

「あ、う、うん……？」

「また、我々の数ある模も倣ほうの中でも、ルララ・ハイネの模倣は最大の学習効果をもたらした。言語のみならず、感情、また街の人間関係や社会秩序においても詳しよう細さいな情報収集ができた」

「む、難しくてわかんないや……？」

　ドッペルゲンガーの使う言葉は、学校に通ったこともないルララにとっては難しい。

　だが、何度も感謝を伝えられていることがわかった。ルララはただ、新しい友達ができたから、ただ友達として接しただけだ。

　それが結果的に、ドッペルゲンガーに良かったのだろう。食べ物をあげ、あれこれ話しただけで、こんなことになるとは思わなかったが。

「ならば言語以外の意思疎そ通つう手段を採用する」

　ドッペルゲンガーは手を差し出した。

　その手は半透明の物質で覆われ、薄い紫色の向こうに骨が透けて見えている。けれど、ドッペルゲンガーが素材にした骨は、ルララが海で時たま見た死体のように汚れてはいない。きちんと丁てい寧ねいに埋葬されていた骨なのだろう。

　手を出す意味ならわかる。

　ルララはドッペルゲンガーの手を握った。ぬるり、という感触はあったが、それは水に住むルララにとっては別段嫌なものではなかった。

「ルララ、一体どんな話をしたんだい……？」

「えっ、あ、そ、それはね……」

「その件に関しては機密事項。セキュリティレベル最大に設定する――俗ぞくに表現されるところの『乙女のヒミツ』である」

　ドッペルゲンガーの言葉は難解だが、最後にわかりやすく言ってくれた。

　結構お茶目な人なのかもしれない、とルララは思った。

　無表情だからわかりづらいが、言葉の端はし々ばしにユーモアを感じる。

「あ、先生、祝賀会……」

「ああ……そうだった。サーフェ、怒ってるかな。ティサリアさんにも挨拶をしてないんだよね。せっかく招待してくれたのに……」

　ルララはそもそもの目的を思い出す。

　考えてみれば、この騒動に巻き込まれたのは、祝賀会にいないグレンを捜しに来たのが全ての発ほつ端たんだったのだ。せっかく会える機会だったというのに、グレンは裏でこんなことをしていた。

　ブロブに食べられそうになった。

　そうだ。

　全部グレンが悪い。

　今は陸上にいて、たまたまグレンに抱きつく形で上体を支えてもらっている。こうなったのもグレンのせいなのだから、もうしばらくはこのままで。

　もし足が生えていたら、グレンに陸上で支えてもらうこともなかっただろう。

　サーフェにも言えない時間を、ルララは楽しんでいた。

「歌を歌おう」

「はい？」

　ドッペルゲンガーが、唐とう突とつに言いだした。

「ルララ・ハイネは何度も歌っていた。我々の言語は難易度が高く、感謝を正確に伝えることが困難であると判断した。歌ならば感情の伝達効率が飛ひ躍やく的に向上する」

「いや、あの……」

　よくわからないが。

　感謝を伝えるために歌いたい、ということだろうか。

　止める間もなく、ドッペルゲンガーが歌いだした。

「――――――――♪」

　レクイエムだ。

　ルララにそっくりな声だった。どうやら外見だけでなく、声も正確に模倣できるらしい。音程からビブラート、巻き舌、呼吸の位置までルララと寸すん分ぶんたがわない。

　ドッペルゲンガーが歌っているのではなく。

　ルララの歌声を再現しているだけのようにも思う。

「……」

　ルララはつい、グレンに抱きつく力を強めた。

　彼はルララが陸上にいる限りは、こうして傍にいてくれるだろう。

　歌声は、感情を届けてしまう。

　その通りだ。ドッペルゲンガーの歌声は、自分の歌のはずなのに、ドッペルゲンガーの持つ感情がよく伝わってくるようだった。

（大丈夫かな）

　ルララはちらりと、グレンを見た。

　ルララは自分の恋心までが、ドッペルゲンガーの歌を通して、グレンに届いてしまうような気がした。

　そんなことはありえないのに。

　いつか、大人になった時。サーフェぐらいの年齢になった時に、ルララは勇気を出してみようと思った。足が生えていなくても、自分には歌があるから。魅力的なマーメイドになれば、グレンを捕まえられるかもしれない。

　今はまだ、恋心は水中に隠しておこう。

　水路街の奥に、自分と同じ顔をした友達を隠していたように。

　その恋心を明かした時、グレンがどんな顔をするか――ルララは悪戯心を秘めて、その時が来るのを楽しみにほくそ笑む。

　たまらず、ルララもドッペルゲンガーに合わせて歌った。




　夜の街に、歌声が二つ重なった。

　自分と同じ顔をした彼女に会えたことで、人魚のままで恋をしていることが、少し楽しくなるような――勇気と秘密をもらえたような。

　たまらなく嬉しくなる、ルララだった。














　エピローグ　墓場街のドッペルゲンガー









　祝賀会と、その裏で起きていた事件について。

　グレンはすぐに、ディオネに宛あてて返信の手紙を書いた。

　偽にせの心臓にして、ドッペルゲンガーにして、ショゴスにして――今や墓場街の支配人となった彼女。様々な顔を持ち、実際に姿を変えられる彼女がどのように街の一員となったか、その顚てん末まつを詳しよう細さいに記した手紙であった。

　ドッペルゲンガーの核かくであった偽ルララを見つけ出せたのは、全すべてディオネの手紙があったからだ。

　ディオネは、ショゴスの生態について詳細を教えてくれた。

　ドッペルゲンガーに、支配人としての役職が与えられたこと、それに相応ふさわしい姿を得られたことを、心優しい巨神はきっと喜んでくれるだろう。

　祝賀会での様子も書いておいた。

　あの後、サーフェにはなにをしていたのか問い詰められ、ティサリアには闘技会での武勇伝を延えん々えんと聞かされることになった。ルララは気分が乗ったのか、祝賀会では気分良く何曲も歌ってくれた。

　ディオネは行きたかったと言うだろうか。

　手紙を読むだけで十分だと、謙けん虚きよに言うかもしれない。

　ディオネの顔を見に行きたいが、翼のない身ではヴィヴル山脈の山頂は少し遠すぎる。

　文通をするだけで、あのディオネの笑顔が浮かぶようだ。

「先生、準備できましたか？」

　手紙を書き終えたところで、まるでタイミングを見計らったかのように、部屋の外からサーフェに声をかけられた。

「ああ、今行くよ」

「はい」

　ディオネとはなかなか会えない。彼女のことは会いに行ける者たちに任せておけばいい。

　グレンはグレンで、顔を合わせられる相手を気にかけようと思った。ヴィヴル山頂はともかく、リンド・ヴルムの郊外くらいであれば足を延のばせる。

　まあ。

　今日会う相手の、どれが真の顔かは、なんとも判断しづらいものがあるのだが。




「まったく」

　ティサリアの祝賀会から、数日が経たち。

　グレンはサーフェと共に、『デッドリッチ墓場街』へと足を運んでいた。丘の上の墓場街へと続く道は、今日も落ち着いた静けさに満ちている。

　墓場街へ行くのは。

　新たなる支配人――ドッペルゲンガーである女性から呼ばれたためであった。医者としての、グレンの話を聞きたいらしい。

「支配人さんも、自分から街にいらっしゃればいいのに」

　日ひ傘がさを差しながら、サーフェがぼやいた。

「本人も、なかなか気まずいんじゃないかな。騒動を起こしたのは事実だし。分裂した彼女が暴れたり、色々あったからね」

「ええ、本当に、色々あったらしいですねグレン先生？　私は後で全部聞いただけですけれども？」

　サーフェの言葉にはトゲがある。

　あの騒動の際に、蚊か帳やの外であったことをまだ怒っているのだ。

「だから、それはごめんって。ドッペルゲンガーを刺激しかねないし、なにより危険な目に遭あうかもしれないから、巻き込みたくなかったんだ。苦く無ないさんと相談したんだよ」

「別に同行させろと言っていたのではありません。事情を知っていれば、祝賀会でルララさんを上手うまく言い含めることができたかもしれないでしょう……まさか、グレン先生を捜しに行っただなんて」

「う……」

　今回の件において、グレンの最大の落ち度は確かにその点だった。

　ルララを危険にさらしてしまった。結果的に無傷ではあったが、それはドッペルゲンガーが暴走した自分の一部から、ルララをかばったおかげだ。

　ドッペルゲンガーが再び一つに戻る状況を用意しておきながら、無関係のルララを巻き込んでしまったことを、グレンは深く反省せねばならない。

「もし私が、グレン先生がいないなどと……ルララさんに愚ぐ痴ちを言わなければ」

「いや、違う。それは違うよサーフェ」

「ですが……私はあの日、ただ飲んでいたばかりで……」

　酒が用意されていれば、当然サーフェは飲むだろう――いや本題はそこではなく。

　グレンは、サーフェにどう声をかければいいか戸と惑まどった。

　自分の浅せん慮りよさゆえに、巻き込みたくなかったサーフェにまで気を病やませてしまった。サーフェのせいでないと言うのは簡単だが、言葉だけで彼女が納得するか――。

「――サーフェンティット・ネイクスの責任は０パーセントであると断言できる」

　無機質な言葉が聞こえた。

　平坦な、だが決して無感動ではない言葉である。

「前提として、今回の騒動の99パーセントは当事者たる我々にある。ルララ・ハイネの捕食未み遂すいもそもそもは我々の所しよ業ぎようであり、我々が同一化した自己として自己を制せい御ぎよできなかったことが最大の要因である。ゆえにサーフェンティット・ネイクスの責任は皆かい無むである」

「貴女あなたは……」

　いつの間にか。

　墓場街の近くにまで来ていたらしい。

　それに気づかずに歩いていると、入口の門を磨みがいていたらしき彼女――ドッペルゲンガーが、淡たん々たんとサーフェに告げてくれた。サーフェの責任はないと。

　――逆に言うなら、一分くらいはグレンの責任であると言っているのかもしれないが。

　墓場街の前で、彼女はギョロ目でこちらを見た。

「は、初めまして、ですね。ドッペルゲンガーさん。私はサーフェンティット……」

「照合、認識完了。ドッペルゲンガーとして活動していた際の情報と一致する。以前は一方的に観察していたのみだが、こうして相対し会話したことによって我々は、サーフェンティット・ネイクスをカテゴリー『街の一員』に分類する――初めまして」

「は、はあ……？」

　サーフェは首を傾かしげる。

　無理もない。彼女の言葉は非常に独特でわかりづらい。そもそもが、人間とも魔族とも違う論理で行動する生物なのだろうと思われた。グレンもどうにも、彼女の言っていることがわからない部分がある。

　だが。

　彼女がサーフェに、気に病むなと言っていることくらいはわかる。

「それと、重要な点を補足する」

「え？」

「我々は、街の一員として新たな名前を得た――先代支配人の名を借り、我々の名称は二代目モーリー・ヴァニタスとなる。これは議会でも承認された、リンド・ヴルムにおける我々の正式名称である。最重要項目としての認識を要求する」

「は、はい……わかりました。モーリーさん。改めてよろしく」

「医師グレン。薬くす師しサーフェンティット。墓場街にまで足を運んで頂き感謝する」

　ドッペルゲンガー――いや、モーリーは、その手を差し出した。

　その手は、やはりまだ擬ぎ態たいが追いついていないのか、白骨の透けて見えるゲル状の五指であった。だが、サーフェはなんの抵抗もなくその手を握る。

　表情の読めないギョロ目が、少し微笑ほほえんだ気がした。




　モーリー・ヴァニタス。

　グレンの見る限り、彼女の姿には変化があった。白骨に取りつき再生した時よりも、完成度が上がっているようだ。

　一番の変化として、彼女は修道服を着ていた。その服はところどころ穴が開いており、ともすればボロを着ているように見える。

　実際は、胸や腹、腰あたりの布が、モーリーのゲル状の体たい組そ織しきと同化しており、それがまるで穴が開いているように見えるのだ。服そのものがモーリーの肉体なのだ。

　グレンの観察する限りでは、モーリーの肉体ではない部分は、二つ。

　まずは左の二の腕に取り付けられた腕わん章しよう。リンド・ヴルム議会で役職に就ついたものが身につけているものだ。苦無も、水路街の警備の際には身につけていた。腕章には墓場街の支配人を示す紋もん章しようが刻きざまれている。これはおそらく支配人襲しゆう名めいにあたって、議会からモーリーに与えられたものだろうと思われた。

　もう一つが、右手に持ったシャベル。こちらは古く年ねん季きが入っている上に、ただのシャベルではない。よくよく見ればその先端は鋭えい利りであり、槍やりの穂ほ先さきのように刃が焼き入れされていた――鍛か冶じ職人による技わざだ。シャベルの用途もある武器だろうか。

「その……シャベルは？　以前は持ってませんでしたね」

「先代の遺品。これで命令を聞かないゴーストらを仕し置おきしたらしい。対霊れい体たい用に聖別の儀礼がなされている。我々も活用する予定」

「は、はあ」

　墓場街の支配人は意外と武闘派でなければ勤まらないのだろうか。

「私、墓場街にはあまり来たことがありませんが……なんだか賑にぎやか、ですね？」

「う、うん……」

　サーフェの言葉に、グレンは曖あい昧まいに頷うなずいた。

　二度目の来訪となるデッドリッチ墓場街だが――以前に訪れた時とその様相を変えていた。

　昼だというのに、夜のような暗さは変わらない。だが、廃はい墟きよは掃除されており、ツタやコケは取り除かれ、汚れは拭ふき取られている。得え体たいの知れない何かが潜ひそんでいるような、不気味な気配はどこにもなかった。

　そして、廃墟のあちこちでは――。

　何な故ぜか、ゾンビたちが、小さなランタンをたくさん取り付けていた。カブやカボチャをくりぬいたランタンは、廃墟を賑やかに彩いろどっていた。

「何故、ランタンを……？」

「墓場街のイメージ刷さつ新しん。二代目支配人として、墓場街のおどろおどろしいイメージを新たにし、馴な染じみやすいリンド・ヴルムの一部としての在あり方を目指していく。街の住人も、一貫した街づくりの方針を与え、それに関しての仕事があれば暴走することはない。住み良い街にしたいという考えは皆同じ――手始めに、光度の低い街の光景を、明るくする」

「この量では管理が大変でしょうね……」

　ランプは内部にロウソクを入れる。グレンの見る限り、ゾンビやスケルトンたちがたくさん働いてはいるが――その一つ一つに火をつけていくとなれば大変だろう。

「問題ない。あのランプの中は空からっぽ。ロウソクもない」

「はい？」

「まだ試運転中であるが、光源は確保している。更さらなる発展のため意見を求める――オペレーション！　ウィルオウィスプ！」

　モーリーがそう号令した瞬間だった。

　廃墟に並べられた数々のランプに、自動的に火が灯ともる。

　ぼ、ぼ、ぼ、と連続して、グレンのいる位置から進むべき道を示すように、ランタンにどんどん火が入っていく。

　ロウソクの光ではない――ロウソクよりも光は弱い。だが、オレンジ色の光が薄暗い墓場街に灯っていく様さまは、圧あつ巻かんするものがあった。光の総量でいえば、水路街のパレードさえも上回るだろう。

　なにより光は明滅を繰り返して、イルミネーションが更に華はなやかになる。

「これは……」

「ゴースト族の作り出す鬼火を活用したイルミネーションにより、墓場街の光量を八十パーセントアップさせた。更に廃墟のイメージを変え、独特の観光地としてのアピールも目指していく。集客率、観光収入、イメージアップ、どれも更なる向上が見込める。コンセプトは、『明るく楽しいお化け屋敷！』――である」

「は、はは」

「更に自然光ではないため、ヴァンパイア族など、太陽光の苦手な種族にも配慮できる。現状、このプランに異を唱となえる住人はゼロである」

　表情を一切変えないモーリー。しかし、ライトアップされたグレンの正面――デッドリッチホテルの様相を見る限り、彼女の戦略は悪くないと思えた。

　その証拠に――ロマンチックなものが大好きなサーフェが、声を失ってイルミネーションに見入っている。ゴーストたちの鬼火を使った照明とはまた奇き抜ばつなアイデアだが、無数のランプを一いつ斉せいに点灯させる様は圧巻だ。

「……予想集客数値に修正を加える。カップル、新婚旅行客への更なるアピールも一考する」

「も、モーリーさん！」

「サーフェンティットは乙女おとめ。こういうものが好き。ルララからの情報は正確だった。貴重な情報提供に感謝する」

「もう！　ちょっと！　今日の目的はこれではないのですから！」

　サーフェが、モーリーの遠慮のない発言に怒る。

　グレンは感心するどころではなかった。苦無と訪れた時、住人たちは墓場街のなかでは無秩序に生活しているように見えた。

　それがどうだ。アンデッドたちは飾りつけに奔ほん走そうし、ゴーストたちは一糸乱れぬ動きでイルミネーションを点灯させた。

　これが、二代目モーリー・ヴァニタスの手腕。

　新たな支配人として就任してわずか数日のはずだが、ゴーストたちを統率する様は熟練の将軍のようですらある。

「よくゴーストらが従っていますね」

「彼らが好き勝手に動く最大の理由は、『暇ひまだから』である。明確な方針と、それに対する役職さえ与えればいい。ゴーストもファントムもゾンビもスケルトンも、基本的には騒動が好きである。毎晩お祭り騒ぎであれば、彼らも街の外に行こうなどと考えない」

　ふっ、とランプの明かりが消える。

　残る照明は、グレンたちの周囲に灯るランプだけ。それでも十分明るく、グレンたちが歩くのに支障はない。

「消えた……？」

「オペレーション・ウィルオウィスプは、ゴーストを総動員するため、実稼働時間は数分である。ここからは通常照明だ」

　派は手でな演出は、観光客向けにとっておいて、いざという時に使うのだろう。

　モーリーはそのまま、墓場街を進んでいく。グレンたちが移動すると、ランプの明かりも消え、進む先のランプが点灯する。ゴーストたちがやってくれているのだろう。

　ランタンの誘導灯は、暗い墓場街ではありがたかった。

「到着」

　案内してくれたのは教会だ。扉を開けてくれたモーリーに続いて。グレンらは、教会の中へと入っていく。

「それでは……」

　グレンはサーフェと頷いた。

　墓場街には、イルミネーションを見に来たのではない。もちろん、無数のゴーストランプの作り出す照明には驚いたが。

「健康診断、始めさせてもらいます」

「承認。医師グレンにバイタルチェックを委任する」

　二代目モーリー・ヴァニタスは、深く頷いた。

　今日の仕事は――再生したモーリーの肉体が、現状どうなっているか。

　危険はないのか、ということを、しっかりと見み極きわめるためだった。

　議会に報告する必要もあって、グレンはやや緊張していた。

「なお、各種機能に異常はないと、先に明言しておく」

　――この、グレンの常識から外れた生物に、グレンの健康診断が本当に必要なのか、という疑問はなくもなかったが。




　グレンはまず、モーリーの修道服を観察した。

　修道服には、主に右側にいくつかの穴が開いている。単に穴が開いているのではなく、モーリーの構成物質が足らず、その箇所の衣服を再現できないのだろう。この修道服はモーリーの肉体の一部なのだ。

　服の下は、紫むらさき色がかった半透明のゲル状物質で満たされている。透明度はそれなりに高く、内部に閉じ込めた先代モーリーの白骨さえ透けて見える。

　胸部の膨ふくらみはそこそこある代わりに、体組織が足りていないのか一部の肋ろつ骨こつ――左側の第八から第十肋骨にかけて――は表面が露ろ出しゆつしているのも不思議な点である。

　顔に関しては、髪の毛一本まで緻ち密みつに再現されているように見えた。頭のフードも、彼女の肉体で再現したものなのだろう。

「うん……？　ちょっと失礼」

「む」

　グレンは、露出した肋骨に触れた。これは先代支配人の白骨であるゆえに、劣化することは避けたい。しかしグレンが触れると、肋骨にぬるりとした感触があった。

　ゲル状物質で、表面はコーティングされているようだ。

「むっ……うっ！」

「失礼……痛かったですか？」

「問題ない。痛覚は制御可能」

　問題ないというが――。

　グレンは一瞬だけ、モーリーの顔が歪ゆがんだのを見逃さなかった。擬態が解け、スライム状の顔になる。フードも色をなくして形が変形し、角つののようなものが生えていた。予想外のことがあると、擬態を維持していられないのかもしれない。

　しかしそれは一瞬だ。フードも眼球もすぐに元に戻る。気き泡ほうが発生しているのか、パチパチと泡あわの弾はじける音がする。

　ふと見れば部屋の隅すみではサーフェが荷物を整理していた。彼女は薬師として、防腐剤や消臭剤の在庫をここまで持ってきてくれたのだ。墓場街のゾンビたちに必要らしく、モーリーに要よう請せいされたのだ。

　モーリーは、墓場街をもっと馴染みやすい形で改革するだろう。

　青白い以外は人間と変わらないモーリーの顔を、グレンは見つめる。

「うん……大体は問題なさそうですね」

「曖昧な言い方を我々は好まない。大体とは？　70パーセントは問題ないのであれば、残る30パーセントに問題がある？」

「ええと……」

　問い詰められるようになり、グレンは困ってしまう。

　大きなギョロ目で無感動に言われると、なんと返答していいかわからなくなる。

「医師として診みる限り、問題はありません、はい、100パーセントないです。ただ……質問がいくつか」

「医師グレンは議会の委任でここにいる。質問の権限がある」

「生活で不便なことや……そもそも、街で暮らしている現状で、問題はないですか？　元々、貴女はここではないところで生活していたんですよね……？」

「質問の意図が不明瞭。より詳細に」

「ここに縛りつけているのではないか、ということを懸け念ねんしています」

　モーリーの身体に問題はない。というより、自分の肉体はモーリーのほうがよくわかっていると思われた。彼女は自己分ぶん析せきの力――ともすれば修復の能力さえ備わっているように見える。その時点で普通の生物とは異なるが、異常がないならそうなのだろう。

　グレンが気になったのは、彼女の『生態』の部分だ。

「つまり、もともとスカディさんに寄き生せいしていた貴女が、今のように街で生きるのは……」

「スカディ・ドラーゲンフェルトへの寄生は、栄養分の奪取のみが目的であった。しかしそれは寄生先の体力を考慮しない、未熟な生き方だった。我々は学習した。リンド・ヴルムで栄養を得ていくためには、街の一員として職務を果たすことが最良である――違う？」

「……正しいと思います」

「支配人の職務を全まつとうし、報ほう酬しゆうが得られる限り、我々は墓場街の支配人モーリー・ヴァニタスである」

　顔のないドッペルゲンガーは、一切の揺らぎのない目でそう告げた。

　そこまで言われては、グレンがなにを言うこともない。実際、モーリーは就任して数日だというのに、墓場街の改革において目覚ましい成果を上げている。

「それに本来、我々は上位存在から命令、使し役えきされるもの。ドラゴンの命令によって働く現状は我々の製造目的に適かなう」

「……やはり貴女は、誰かに作られたんですか？」

「詳細は不明。長い休眠状態において該当の情報は喪そう失しつしている。スキュラ族との関連性を検索することも可能」

「……いえ、それは必要ないです」

　モーリー自身も、はっきりとは知らないらしい。

　モーリーを使役していたのは、邪神と呼ばれる古代の存在らしい。スキュラ族の祖先とされる邪神族との関係もありそうだが、それを知るのは精せい々ぜいディオネくらいなのだろう。今を生きているモーリーに、無理に過去を思い出させることもない。

「ええと、ではもう一点。骨が露出している部分ですが……やはり万まん遍べんなく骨を包んだほうがいいと思うのですが」

「現在、体組織の総量が不足している。色素細胞も不足しているため、胴体部分の擬態や、服装の擬態が不完全になっている。可能な限り違和感のない擬態を目指した結果」

「総量が……不足？」

「分裂した際に逃げてしまった個体が、まだどこかにいる。現在、支配人の業務と並行し、散さん逸いつした個体の捜索、回収、同化の任務を行っている。回収しても擬態に転用できる細胞が損そん傷しようしている可能性もあり、完全な擬態には時間がかかると推すい測そくされる。予想時間の算出も可能だが、情報不足により正確性が欠ける」

「胸の部分を減らせば解決しませんか？」

　グレンは、モーリーの胸部を見ながら告げる。

　モーリーの胸は、明らかに膨らんでいる。その部分だけやたら過か剰じようだ。

　理知的な考え方をするはずのモーリーが、それに気づかないことはないと思うのだが――。

「――それでは、グレン・リトバイトとの関係を構築できない」

「はい？」

　グレンが啞あ然ぜんとしている間に、モーリーは淡々と告げる。

「我々は、リンド・ヴルムの住人たちの日常生活を観察した結果、この街の多くの女性魔族において、医師グレンとの親密な関係が確認できた。医師グレンとの友好関係は、この街における快適な生活に有益であると解かい析せきすることができる」

「は、はあ……？」

「また医師グレンには女性の胸部が近づいた際にわずかな興こう奮ふん、心拍数の上昇が見られる。これにより医師グレンとの友好のためには、より豊満な肉体を持った女性らしさの演出が不可欠と思われる」

　無表情で話すモーリーだが、つまり彼女はこう言っている。

　グレンは女性の胸ばかり見て興奮しているのだ、と。

「――――ッ!?　せ、先生!?　どういうことですか!?」

　今まで我関せずであったサーフェが憤いきどおるが、こちらが聞きたい。

　というかむしろ、モーリーは見ただけで心拍数まで計測できるのか。計測が正確だとするならば、是ぜ非ひとも診療所を手伝ってもらいたい稀け有うな能力だ。

「モーリーさんの胸を見てデレデレしていると！」

「い、いやちょっと待って。なんか話が変わってるし。そんなことないよ。モーリーさんの誤解だから、ね？」

　慌あわてたグレンが咄とつ嗟さにそんなこと言ってしまったからだろうか。

　モーリーのギョロ目が、ぎらんと輝いた気がした。

「誤解？　――つまり、我々の分析が間違っていると？」

「えっ」

「了解。我々の分析精度の高さを証明する」

　まさか、怒らせてしまったのか。

　およそ感情のなさそうなモーリーであるが、どうやら彼女にも琴きん線せんがあったらしい――いきなり彼女は、修道服の胸をはだけた。

「っ!?」

　本来、修道服は前を開くような構造になっていない。

　だがまあ、服もモーリー自身であることを考えれば、構造を一瞬で変えることなど容易たやすいのだろう。はだけた胸元からは、モーリーの紫色がかった半透明という、独特の谷間がよく見えてしまった。うっすら透けて見えるのは肋骨だ。

　胸きよう骨こつ、胸きよう骨こつ柄へい、肋ろく軟なん骨こつから剣けん状じよう突とつ起きさえよく見えた。ただの裸ら体たいとは違う、解かい剖ぼう学的な色気に、ついグレンの目は吸いこまれた。
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「心拍数上昇。体温わずかに上昇。発汗を確認。やや興奮状態にあると分析できる」

「そ、それを確かめようと脱いだんですか！」

「む……これは」

　モーリーは話を聞いてくれる様子はない。

　目をそらそうとすると、モーリーが手を伸ばしてグレンの顔を摑つかんだ。

　凄すさまじい力だ。白骨とゲル状物質から形成されているとは思えない力で、グレンは強引にモーリーの胸を見せられる。

　目をそらすことは許してくれないらしい。

「透明度をわずかに上げ、白骨の観察を容易にした。これにより医師グレンの興奮指数が上昇した。相手の女性に人間らしからぬ要素が混ざることで興奮を高めるのか」

「なんですって!?　ちょっとモーリーさん、その話詳くわしく！」

　とんでもないことを言いだすが、それにサーフェが飛びついた。

「彼との友好度を上げるのであれば魔族の女性が有利だと仮説を立てられる。薬師サーフェンティット、この仮説どう思う」

「ええ！　ええ！　とてもよろしいと思います！」

　盛り上がっている二人であった。グレンは割って入れない。

「ではグレン先生はラミアが一番お好きと!?」

「論理が飛躍している。医師グレンの性せい癖へきを分析するためには情報が足りない」

「ではモーリーさん、その件に関してはデータをしっかりと収集しておいてください！」

「了解。任務に、新規プロジェクト『医師グレンの好む魔族の性癖』についてのタスクを追加する」

　どこから突っ込めばいいのだ。

　真ま面じ目めな顔をして、淡々とボケるモーリーにグレンは頭を抱えたくなる。なんで自分の性癖が分析されなくてはならないのか。

「ちょっとサーフェ、その辺にしてくれる……？」

「なにを！　先生！　これは重要なお話です！　そもそも先生がいろんな魔族の子に手を出すから、私が気苦労してるんじゃないですか！　先生が一言、ラミアが好きだと言ってくれれば済む話なんです」

「ラミアも好きだよ！」

「その理屈ならどの魔族もお好きでしょう！　先生のヘンタイ！　人間と結婚できないダメ人間！」

　反論したつもりが、百倍の罵ば倒とうが飛んできた。

　これ以上なにか言うとヘビの下半身で締め上げられるかもしれない。教会でそんな風に騒いでいると、近くのランタンが同調するように明滅した。

　案外ゴーストも、どたばた騒ぎが好きなのかもしれない。

「――とまあ、冗談はこのくらいで終了」

「冗談だったんですか!?」

「医師グレンに対する分析は正確。噓うそは言っていない。しかし今後の墓場街の運営に当たり、ユーモアも必要であると認識している」

　真ま顔がおでしれっと言ってのける。

　いそいそと服を直すモーリーだった。服も体の一部であるのならば、わざわざ『はだける』『直す』といった行為をしなくとも、一瞬で元の姿に戻れるはずなのだが――そうした仕し草ぐさを行うのも、モーリーの擬態の一いつ環かんなのだろうか。

　多少、認識のズレたところはあろうとも。

　モーリーは、人間や魔族のことを学習し、溶け込もうと最大限の努力をしている。彼女にその意識がある限り、大きな問題はないだろう、とグレンは理解した。彼女は賢かしこく、他者のことも考えられる上に、害をなすことをよしとしない性格だ。

　もはや数日前、理性を失なくしてルララに襲おそいかかった肉にく塊かいではない。

「街に帰き還かんするなら、依頼がある」

「はい？」

「我々は支配人としての使命を全うする。そのため、リンド・ヴルム市街を訪れる機会は皆無に等しい。人魚ルララに伝えてほしい――我々は墓場街で生活していると」

　わざわざルララを名指しした。

　モーリーにとって、彼女が特別な存在であることの証あかしだろう。

「市街に行けばいいのでは……水路街や中央広場で、ルララはいつも歌っていますよ」

「それは不可能。我々は、してはならないことをした。竜りゆう闘とう女じよスカディの命を脅おびやかし、暴走してルララを捕食しかけた。前者は知恵がないゆえ、後者は栄養不足による暴走とはいえ、本来であれば街にいることは許されない」

「そんなことは……」

「否定する。これは他者による承認ではなく、我々が自みずから引いた一線である。墓場街にいる者たちは皆同様である。我々は市街に行けぬから墓場街にいる。自ら決めた以上、このプロテクトは絶対である」

　モーリーの決意は固いようだ。

「だが、同じ街の住人であることは事実。ルララに伝えてほしい。私はここにいることを」

「わかりました。必ず伝えておきます」

　モーリーは、胸に手を当てた。

　先ほど、自ら見せてくれたモーリーの胸。肋骨まで透けて見える胸には、心臓さえなかったが――まるでモーリーはあるはずのない心臓の高鳴りを感じているかのようだ。

　それとも、胸に手を当てているのは。

　不定形の自分が取り込んだ、先代の白骨を感じているのかもしれない、と思った。

「私は、偽者だ」

「……」

「だが、骨から、先代モーリー・ヴァニタスの考えが読み取れる――非論理的だが、我々は骨を通してモーリーになっている」

「はい。いえ、わかる気がしますよ」

「更に良い墓場街の支配人を目指そう。今後も助力を依頼する」

　グレンは微笑んだ。

　彼女がいれば、墓場街も賑やかになるだろう。ならば当然、拒否するはずもない。

　グレンもモーリーに手を振った。修道服を着た新しい支配人は、自ら市街へと来ることはなくとも、ずっと墓場街にいるのだろう。

　これは、ディオネやスカディが望んだ結末だろうか。

　きっとそうだろう、とグレンは思った。

「先生、楽しそうですね」

「え、うん――モーリーさんの力になれるのは嬉うれしいよ。やることは増えちゃうけどね」

「私も、防腐剤のストックを作っておきますね。あー、忙しい忙しい。忙しくてデートする暇もありません」

「う……」

　遠回しに責められている。

　教会のほうから、鼻歌が聞こえた。モーリーが歌っているのだろうか。

　レクイエムだろう。ルララから教えてもらったのかもしれない。ここにいれば、いつでもドッペルゲンガーの歌うレクイエムが聞こえそうだった。

「あのさ、サーフェ」

「はい？」

「帰ったら、仕事だから……もう少しだけ、ランタン見ていかない？　ほら、それこそ一緒に出かけることは、あまりなかったからさ」

　サーフェは少しだけ驚いた顔をした。

　グレンのほうから、こういう誘いをするのは珍めずらしいことだ。だが、ドッペルゲンガーを巡めぐる騒動で、グレンはサーフェと別行動をすることが多かった。グレンが過労で入院をしてしまい、サーフェに苦労をかけたこともある。

「…………ちょっとだけですよ、先生。仕事は山積みなんですからね」

「わかってるよ」

　サーフェがしゅるりと、その尻尾しつぽをグレンの手に絡からませた。

　冷たい鱗うろこの感触が、グレンにとっては気持ち良かった。

　暗い墓場を照らす、ゴーストたちの穏おだやかな光。

　モーリー・ヴァニタスのレクイエムが、教会を離れていても、いつまでも響いていた。




　後日のことである。

　リンド・ヴルムの住人の間で、墓参りの話が噂うわさになった。

　死者を弔とむらいに、郊外の墓場街に行く。

　そこで、墓場街の支配人に頼むと、もはや死んで会えない人間の変装をして、故こ人じんを偲しのんでくれるという噂だ。

　死者に会いたいものは、こっそり墓場街に行くのだという。そこで、もう会えないはずの死者の貌かおを見る。

　それによって不思議と、死者への断ち切りがたい未練が慰なぐさめられるという。

　顔のないドッペルゲンガー。

　誰にでもなれるドッペルゲンガー。

　死者たちと過ごし、死者を守る二代目支配人は、街から少し離れたところで、確かに存在しているのだった。











　　　あ と が き






　こんにちは、折おり口ぐち良よし乃のです。

　皆さんがいつ頃この本を読み終えたかはわかりませんが、タイミング次し第だいでは既すでにＣＯＭＩＣリュウのＷＥＢサイトにて、コミカライズ連載開始していることと思われます。２月26日から連載開始ですよ。

　鉄かね巻まき先生の大胆かつ繊せん細さいな描写をぜひご覧らんください。




　墓場街を出してみました。

　グレン・リトバイトが医者である以上、『生と死』の問題は避けられません。

　これが普通の医者であればいいのですが、なまじグレンの患者にはアンデッドもおりますので、人間のような死生観とはいきません。

　アンデッドの死生観に触れるグレン、墓場街での彼の働きぶり、いかがでしたでしょうか。




　それでは謝しや辞じを。

　担当編集の日ひ比び生うさん。いつもお世話になっております。すっかり『世も末』が口くち癖ぐせですね。そんな世も末のモン娘ラノベが四巻まで続いたのは日比生さんのおかげです。いつもありがとうございます。




　シリーズを通してイラスト描いてくださっているＺぜつトン先生！　ひゃっほうギョロ目無表情すっとぼけ支配人が可愛かわいすぎるぜ！　健全ラノベで無修正胸はだけシーンがあっていいのか！　あっていいのです。だって診察だから！




　そしてコミカライズ担当の鉄巻とーます先生！　おそらくコミカライズに向かないと思われるこの作品をマンガにしていただき、本当にありがとうございます。これからもお手数をおかけすると思いますが、どうかよろしくお願いいたします。




　またいつもつるんでくださる作家の皆様方。ＣＯＭＩＣリュウの担当様。何気なく格かつ好こうのネタをくれる家族。細かいところまできっちり指し摘てきをくださった校正さま、そして誰よりも読んでくださった皆様へ、最大限の感謝を。







　次はさー。鬼娘とか。アラーニャも活躍したりとか。

　あと出す出す言って全然出せてないアルルーナ様もいい加減出演させたい！

　出したいなー！　（願望）

　予定は未定。
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多腕系、不定形モン娘も好きです。

あと不死系も大好きです。

なかなか死なない不死身の女の子とデートしたいです。

なんでもいいのかと言われると、その通りだと答えざるを得ない今日この頃です。
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Ｚトン　ぜっとん


ついにコミカライズが始まります！

この量産性を一切考慮していないキャラデザイン、作画がさぞ大変な事でしょう…

とーます先生ごめんなさい！

こうなるとは思ってなかったんだ…！
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